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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　モテる男の定義──有史以来それは、諸説様々囁ささやかれてはいる。

　その事で思い悩なやむのは男にとって通過儀ぎ礼れいのようなもの、決して恥はじ入る事ではない。

　さて。定義とされるものの中でも、『顔が良い』事は真っ先に浮うかぶ条件ではある。

　確かにそれも真理。しかしそれはあくまで崇すう拝はいの対象でしかなく、意外な事に女性は身近な男性、いわゆるお付き合いしたい男の場合は『顔が良い』事をそんなに重要視していないという統計があるそうだ。

　重要なのは『清潔でそこそこ見られれば良い』事なんだとか。

　では、モテる為ために重要な要素と言えば？

　中学生当時の俺・大だい地ち耕こうは、モテ男の条件と称しようされる情報群の全すべてを鵜う吞のみにした。

　高校二年生の今、俺はその結果と向き合っている。




「ねぇねぇ、今日の放課後時間ある？」

「だめよ！　今日は私と約束があるんだから！」

　俺は現在クラスの女子のみならず、他ほかのクラス、他の学年の女子たちに囲まれて……いや、これは最も早はや群がられていると表現する方が正しいか？

　……とにかくそんな状じよう況きようにある。

「うお！　あれは妹にしたい下級生、阿あ澄すみじゃないか！」「あっちは幼おさな馴な染じみになりたい女子、新しん谷たに！」「マジか！　あれは甘えられたいお姉様、静しずかさま！」

　女性陣じんには『銀足の三大美女』と言われる女生徒までもが顔を揃そろえているのだ。

　そう、クラス中の男子の視線が痛いほど俺に突つき刺ささる。まったく、モテる男は辛つらいぜ。

「そんな……そんな……校内の三大美女までいるだなんて……」

「大地……てめぇって奴やつは……」

　先に断っておくが、俺の外見は特にイケメンの部類ではなく一いつ般ぱん的、早い話が普ふ通つうである。そんな普通っぽい男がモテるというラブコメのような現象を目もく撃げきした男子達は皆みな、拳こぶしを震ふるわせ、力ちから一いつ杯ぱい歯を食い縛しばり『何でアイツだけが!?』と、羨せん望ぼうと怨えん嗟さの言葉を吐はき出している。

　などという事は一いつ切さい無く、咽むせび泣いていた。

　……いや、ほんと、すみません。

　本当にそんな可哀相なやつを見る目で俺を見ないで下さい。

「先せん輩ぱい！　お弁当を作って上げたいひとがいるんです！　お料理教えて下さい！」

「週末が彼の誕生日なの！　お願い編み物教えて！」

「次の日曜こそあの子に告白させたいの！　年下を落とすデートプランを考えて頂ちよう戴だい！」

　…………………………はい、分かってます。

　あなた方の目当てが俺じゃなく、俺の身に付けたスキルの方だって事くらい。







　丁度思春期辺り、周囲の男子が同学年の女子を特別視してしまい、逆に女子と距きよ離りを置こうとする時期。

　イケメンの立ち位置を早々に諦あきらめた俺は、顔以外の要素に全てを賭かける事にした。

　理由？　聞くまでも無かろう……モテるためだ！

　最低限の優やさしさ、弱きを助ける男気、運動能力、家事、料理スキル、日曜大工すらこなす器用さ、残念ながら学習については素養が少ないのか平均以上の能力は身に付かなかったが、それでも平均以下ではない。

　ハッキリ言って、モテ要素と言われるものには何でも手を出した。

　そして、その結果が……コレだ。

　確かに、他の男子に比べて女子と会話する機会は増えた。おそらくどの男子生徒よりも、校内で彼女達との心の距離も近い、と思う。いや、間ま違ちがいない。

　ただ、こんな形は望んでいなかった。

　器用に何でもこなせる事は、頼たよりになると言えば聞こえは良いが、要するに使い勝手が良いということでしかない。

　つまり俺は、女子達にとって『都合の良い奴』になってしまったのだ。

　多感な時期である女生徒達に信しん頼らいされるのは、ある意味凄すごい事だと我ながら思う。だが、ハッキリ言って『尊敬』と『恋れん慕ぼ』では意味合いが全く違う。

　なんでも相談してくれて裏表なく接するなんて、最早同年代の男の括くくりではありえない。

　挙句に恋れん愛あい相談的な話すらされるようになり、いらん情報も俺の下もとに集まる始末。

　普通は恋こいの悩みなんて年頃ごろの女子だったら、友達か母親にするものだろう。

　結局俺は、放課後はみんなの悩みを聞き、必要とあらば料理や裁さい縫ほうを教えたり、一いつ緒しよにデートプランを考えたりしていた。

　最早放課後の相談役になってしまった俺に女生徒達が付けたあだ名。

　それは、実に不本意な事に『銀足のオカン』である。

　もう一度あえて言おう………………………………モテる男は辛いのだ！

「くう、いい奴なのに……本当にいい奴なのに……」

「あんなに、アレほどまでに女子と交流があるのに……校内トップスリーの女子にすら頼られているのに、男としてアウトオブ眼中だなんて……」

　クラス中の男共が女生徒に囲まれる俺へ向かって男泣きし、最敬礼をした。

　異様に統制の取れた動きに、より一層腹が立つ！

「「「「「「ごくろうさまです！　オカン!!」」」」」」

「やかましい!!」




　　　　＊




「良い人は良い人でも、〝どうでも良い人〟ってか……」

　学校帰り、高台にある公園のジャングルジムの上に膝ひざを抱かかえて座る。学校の皆は知らない俺だけの特等席。気持ちが落ち込んだ時はいつもココに来てしまうのだ。

　だが、沈しずむ夕ゆう陽ひは俺の心を慰なぐさめてはくれない。

　思い起こせば数年前、初はつ恋こいの女の子は裁縫部の一学年先輩だった。

　俺は頑がん張ばった。

　あの先輩と仲良くなろう、接点を作ろうとして裁縫能力を磨みがきまくった。寝しん食しよくを忘れるほど没ぼつ頭とうし、高い裁縫スキルを身に付けた俺は、彼女と校内で一番会話する男になった。

　だけど、彼女をも凌りよう駕がする裁縫能力を身に付けた時。

　受けたのは──死の宣告だった。

『ねぇ耕くん、彼の誕生日に送る服の作り方……教えて！』

　その後の記き憶おくは無い。

　ただ今でもその二人は付き合っていて、俺にとても感謝してくれているらしい。記憶には無くても製作に尽じん力りよくした結果だけは想像が付く。

　それからは女の子とお近付きになる最短手段と思い、さらに様々なスキルを必死で身に付けた。

　けど、彼女たちから『役に立つ』と思われたら最さい後ご通つう牒ちよう。

　周囲にいた女の子のだれもが俺を男としてではなく、『オカン』として認にん識しきしていた事に気が付いた時には、全てが終わっていた。

　自分でも分かっている。

　今までモテる為と思ってやって来たことのすべてが、頑張る方向を間違っていた事を。

　もっと言えば〝やりすぎ〟だった事を。

　別に女の子たちに頼られることが嫌いやなわけじゃない。それに、正直なところ彼女たちから『対象外』の扱あつかいを受けることにももう慣れた。

　だけど、俺だって最初は夢を。いつかは誰だれかの特別になれるという夢を持っていたんだ。

「やべぇ……泣けて来た……」

　どうせ、俺の事を大地耕として、一人の男として見てくれる女の子なんていない。

　思い出に泣かされ、どうしようもなくなる。

　いっそ夕陽に八つ当たりをかまそうと、俺はジャングルジムの上で立ち上がろうとした。

　が、その思いは阻はばまれる。突とつ如じよ、どこからとも無く聞こえてきた声によって。

『もう……やだ』

「ん？」

　聞こえたのは女性の声。

　驚おどろいて辺りを見回してみるが、公園には俺以外の人間は誰も存在しない。

　木こ陰かげに隠かくれているのかも、とも考えたが、雑木林も少ない舗ほ装そうされたこの場所には姿を隠せる場所なんてない。

「気のせい？」

　そう思って頭をポリポリ搔かく。しかし、

『誰か……助けて……』

「！」

　偶ぐう然ぜんなんてものは二度はおこらない。今度こそ空耳は在り得ない。

　そう思って再び周囲を見回すが、さっきと同じく人っ子一人いなかった。

「まさか……ジャングルジムの下!?」

　誰かが転落したのではと想像し、俺は慌あわててジャングルジムを駆かけ下りて覗のぞき込む。

　だが、そこにもだれもいなかった。

　まあ、そりゃそうだ。普通人が落ちてたら、気づくはず。

　と、ここにきて俺は違い和わ感かんを覚えた。

　声が聞こえてきた方向は、本当に下……だったか？

　さっきは反射的に周囲や下を確認した。だが、聞こえて来た気がする方角を思い返すと、そうじゃない。

　人の声が聞こえて来たのは、明らかに常識的にはおかしい方向だった気がする。

　俺は恐おそる恐る、常識的におかしい方角を見上げた。

　そこにあったのは人ひと影かげではなく月。天高く浮うかぶそれは、エメラルドグリーンに淡あわく光り輝かがやいていた。

　まだ夕陽が沈む前、にもかかわらず月は負けない位の輝きを放っている。

『助けてよ……』

　見上げたところで、声はやまない。

　そして奇き妙みようなことに、その声の主の姿は見えないのに、まるで近くにいるかのように俺に語りかけている。俺に？　ほんとに？

「な……何なんだ？　いったい!?」

　光っているだけなら写メを取って、明日あした学校でネタにする程度であったはずだ。

　だが奇妙な現象はそれだけでは終わらなかった。

　輝いていた月は急激に光を発して、視界を白く塗ぬりつぶしたのだ。

「ば！　爆ばく発はつ!?」

　月が爆発でもしたかのような光景に、俺は咄とつ嗟さに頭をかかえて、その場にしゃがみ込んだ。







　どれ位そうしていただろうか。恐る恐る腕うでの隙すき間まから再度上空を見上げてみる。

　そこにあるのは、いつも通り青白い光を放つ満月。

　いつの間にか陽ひも沈んだようで、辺りは夕ゆう闇やみに閉とざされていた。

「……何だ、今の現象は!?　爆発とかじゃないなら……」

　そう言いつつ体を起こそうとした時、俺は目の前に広がる光景に息を吞のんだ。

　少女がいた。

　ライトグリーンの長い髪かみにエメラルド色の瞳ひとみ。

　整った顔立ち、けれども憂うれいを帯びた表情には神こう々ごうしさすら感じる。

　小こ柄がらな全身をふんわりと包む白いドレスは彼女の高貴さをより際きわ立だたせ、金の冠かんむりに全く違和感がなく、どこからどうみても、お姫ひめ様にしか見えない佇たたずまいだった。

　しかし俺が驚きよう愕がくしたのは、彼女の存在ではなく持っていた鉢はち植うえのほうだった。

　抱えられた苗なえ木ぎが彼女の手から放たれる光を受けて、急激に生長して行く。

　その様は言葉に表せない美しさで、あっという間に彼女の手には一ひと抱かかえほどのバラの花が咲さき乱れていた。

「すげぇ……」

　思わず声を漏もらした途と端たん、彼女はハッとして振ふり返った。

「……何者です！　貴方あなたは！」

「は？……あの？」

「何者か、と聞いているのです。その怪あやしげな服装、もしや……私を狙ねらう暗殺者ですか!?」

　暗殺者という不ふ穏おんな単語のわりに、女の子はものすごく嬉うれしそうだった。

　……もしかしてこの娘こ、自分設定系の中二病か……。

　いやいや、個人の趣しゆ味みをとやかく言うつもりは無いぜ？　ぶっちゃけ似合っていない訳ではないが、そもそもここは現代の日本だ。現代日本において、日常生活でドレスを着こなす人間なんて、ほとんどいない。少なくとも俺は知らないし、そんな痛い子、お友達にはなりたくない！　一いつ瞬しゆん見とれちゃったけどさ……。

「あー……良いんですよ？　別にどんな設定でも個人の自由だし？　ただ、俺はその手のノリには付いていけないタイプだから……」

「その手のノリ？　貴方……何を言っているのですか？」

　俺の言葉にいぶかしげに応こたえる少女の表情は、本当に言っていることが理解できていないという様子だった。流石さすがに自分設定を貫つらぬいているアレな娘には見えない。

　ここに至り、俺は初めてこの場に漂ただよう違和感に気が付いた。

　着られているのではなくきちんと着こなした彼女のドレス。そして、『怪しげな服装』と呼ばれた俺のガクラン。

　とにかく現状を確認しようと自分の周囲を見回し……俺は言葉を失った。

　自分が現在いるのは、高台の公園ではなかった。目の前に広がっていたのはパーティーが出来るほどおおきな石造りのバルコニーだった。その先にはさらに広大に続く庭園が見え、後ろには巨きよ大だいなシャンデリアが飾かざられた寝しん室しつがある。

　どこを見回しても、さっきまで俺が座り込んでいたジャングルジムはない。

　変わらず上空にあるのは夜空の満月のみ。

「……何……ココ…………」

「何がですか？」

　今もって警けい戒かいを解いてはいないようだが心配そうに言うお姫様。しかし申し訳ないが、その声は遥はるか遠くに感じられた。

　呆ぼう然ぜんとただ立ちすくんでいたが、俺の常識ではありえないものが視界に入ったとき、腰こしが完かん膚ぷ無なきまでに砕くだけた。

　それは男の憧あこがれ──一度は乗ってみたいと夢想する伝説上の生き物。

「ドドドドドド！　どらごん！」

　上空を旋せん回かいするのは翼つばさを広げた竜りゆうに跨またがる騎き士しの編隊。そして隣となりで自分を睨にらんでいるのは美人のお姫様。

　ガクランの自分と彼女、どちらの方が場ば違ちがいなのでしょうか？

「は、ははははは……なに……なにこれ？」

「あの……いったいどうなさったのですか？　暗殺者の方」

「誰が暗殺者やねん！」

「!!　そんな……そんな、暗殺者じゃ……無いんですか？」

「へ？」

「やっと……やっと私にも王族らしく暗殺者に狙われるという瞬しゆん間かんが訪おとずれたのだと思ったのに……これで私も王族らしく……」

「あ……あのー」

　なんなんだ、このお姫様？　不ふ審しん者が暗殺者じゃなくてガッカリなんて。

　俺の声が聞こえていないのか、お姫様はその場にうずくまってしまった。

　顔を覆おおってあからさまに落らく胆たんするお姫様。そんな彼女の姿に何が何だか分からないのに自分が悪い事をしている気分になってしまう。

　そんな心の余よ裕ゆうは無いのだが、見捨てるのも気が引けて俺は躊躇ためらいがちに声を掛かけた。

「あのーお姫様……」

「なぜですか!?」

「うわお！」

「なぜ貴方あなたは暗殺者じゃないんですか!?　やはり私が〝役立たず〟だからですか!?」

　お姫様は突如、俺の襟えりを摑つかんでガクガクやり出した。

「いいいい言ってる事が分かんないって！　来て欲しかったんかい自分を殺す人に！」

「それは嫌です！」

「じゃあ良いじゃねぇか！」

「良くありません！」

　食って掛かってくるお姫様の言動はハッキリ言って支し離り滅めつ裂れつで理解不能、おまけに理り不ふ尽じんである。しかしこの言い合いが宜よろしくなかったようだ。

「あぁ、もうしつこい！」

「きゃ！」

　俺が軽く振り解ほどこうとすると、彼女はあっさりと尻しり餅もちをついてしまった。

「あ、やべ……」

　その時、彼女の悲鳴に反応するようにバルコニーに通じる外開きの窓が、勢い良く開け放たれた。

「姫様！　何事ですか、今の音、そして……！」

　現れたのは槍やりを手に、軽ライト鎧メイルで武装した赤毛の女性騎士。

　尻餅をつく姫の姿を見て、俺の姿を認めるまで、おそらくコンマ数秒。

　彼女は瞬しゆん時じに姫の前に見知らぬ男──つまり俺──がいる事を認め、状じよう況きようを把は握あくするや否いなや一呼吸で姫と俺の間に体を割り込ませていた。

「速！」

　人知を超こえたスピード、だがもっと驚愕すべき事実がある事に、俺はワンテンポ置いて初めて気が付いた。自分の喉のど元もとに槍の切っ先が突つきつけられていたのだ。

「ひ！」

「貴様……何者だ」

　槍を突きつける騎士におふざけの気配は一いつ切さい無い。鋭するどい眼光はそれだけで人を殺せるんじゃないか？　と思える迫はく力りよくで、さっきのお姫様の警戒色が可愛かわいく思えるくらいだった。

　以前マラソン大会中、『死ぬ』と思った事がある。しかしその場で思った『死ぬ』の言葉がいかに軽いものか、今は肌はだで感じる。

　ヤバイ……本気で死ぬ……殺される！

　そう思うと別に指示された訳でも無いのに自然と両手が上がってしまう。

「え……っと、何者……と言われましても……学生としか言いようが……」

「学生……だと？」

　女性騎士は油断無く槍を突きつけたまま怪け訝げんな顔になった。

「バカ言わないで。一いつ介かいの学生が、このテルギルギウス大陸随ずい一いちの結界防ぼう壁へきを誇ほこるエルモント王城内に結界を破は壊かいもせず、策敵にも引っかからず侵しん入にゆうなど出来るものか！」

「……………………………は？」

　女性騎士の言っている意味が全く分からない。何一つとして知った単語は無いのだから。

　てるぎるぎうす？　えるもんと王城？　それに結界??

　頭の中で反はん芻すうしても答えは出ない。俺の知る限り、地球上にそんな大陸も城も、存在しないはずだ。

「護衛師キリカ！　何事だ！」

　その時部屋の中から別の者の声が掛かった。その一瞬、女性騎士の視線が俺から外れた。

　チャンスは……今しかない！

「衛えい士し長、侵入者が……」

　女性騎士が答えたその瞬間、俺は反射的に走り出した。武器を携たずさえた兵士たちがたむろする城内へと。

「あっ！　こら！」

「おお……おい！」

　咄嗟の事で状況の摑めていない兵士たちの隙間をあっさりとすり抜ぬけて、城内へと侵入、更さらに扉とびらを開けて走り出す。

「バカ、追え！　姫様の私室に侵入した奸かん賊ぞくだ！　暗殺者かもしれん！」

　女性騎士の叫さけびに兵士たちは瞬時に反応、四人の兵士が手を逃とう走そうする俺にかざし、唱えた。

「火フアイ弾ヤーブ丸リツツてぇ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]！」

　パパパパパパ……エアガンのような軽い発射音が兵士たちの手から発生して小さな光の弾たまが連続で飛来する。

「ウソだろ！」

　何も無い手の平から打ち出す火か炎えんの弾丸、そんなのは『魔ま法ほう』にしか見えないじゃないか！

　ありえないはずだ、ありえないはずなのに強制的に理解せざるを得なかった。

　マジでか!?　マジでここは！　この世界は！

「魔法の存在する異世界にトリップだと!?　アホか！　どこのファンタジーだよ！」

　長い廊ろう下かを半泣きで全力疾しつ走そう。しかしこっちの事情など関係ないとばかりに、その間も後方からは、追走する兵士達の魔法の弾丸が絶え間無く雨あられと浴びせられ、その内の一つが頰ほおをかすめた。普ふ通つうに痛い。

　それがまた俺に現実を突きつける。

「だれかドッキリって言ってええええええ！」

　叫びながら突き当たりを右に曲がると、そこは一本道だった。そのまま進み続けて更に突き当たりを左に曲がると、そこには二本の剣けんを差した騎士風の男が一人佇たたずんでいた。

「ん？」

　騎士は俺の存在に今気が付いたようで怪訝な声を上げる。

「どいてくれ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]！」

　さっきの要領でどさくさに騎士の脇わきを通り抜けようとし、……唐とう突とつに視界が変わった。

「へ？」

　いきなり自分の意思とは関係なく天てん井じようを見ていたのだ。

　理解が及およばない、そもそも何で急に自分が天井を見ているのか分からない。

　あまりに自然で、あまりに見事な捌さばきで、自分が転ばされたのを自覚できたのは後頭部を床ゆかに打ち付けた後だった。

「え？……うだあああああ！」

　慣性の法則、もんどり打って転げる、だけどそのお陰かげか２回転したあと、そのままの勢いで俺は再度立ち上がった。

「おお、元気だな」

　転ばせた騎士ののん気な、かつ感心した声が後方から聞こえてくる。

　だが逃走劇はここまでだった。

　目の前に映る光景にこれは夢だな……と思う事にしたのだ。

　あからさまな現実逃とう避ひ、最も早はや自分が正気を保っている自信が無かった。

　じゃなければ、さっきの女性騎士が壁かべ伝いに天井を走って自分を先回りして、目の前に現れる、なんて現象ある訳が無い。

「オウ……イリュージョン…………」

























　気が付いた時、俺がいたのは薄うす暗ぐらいどこかだった。

　いや、予想はできる。目の前に鉄てつ格ごう子しがあって石造りで囲まれた湿しつ気けの多い空間で、トイレも同じ室内にあるために非常に臭におう。どう考えてもここは牢ろう屋やだろう。

　とにかく状況を整理しよう。

　俺はいま、ものすごく怒おこっている。

　おそらく昨夜、何らかの屋や敷しきに不法侵入をしてしまった俺は、女性騎士の槍で昏こん倒とうさせられてココにぶち込まれた。……その前に人知を超えた何やらありえない光景を目にした気もするのだが、それについては考えない事にしよう。思い出したくない。

　まあ、牢屋にぶち込まれているのは仕方が無い事かもしれない。不法侵入したのは事実なわけで、むしろ悪いのは俺の側なのかもしれないし。

　だから気が付いたら牢屋にいた事はまあいい。俺が今怒いかり心しん頭とうなのはそんな事ではないのだ。

　いや、許す訳にはいかない！　俺の怒りの原因、それは本日の朝食にあった。




「お前ら！　それでも食事係か！　恥はじを知れ！」




　格子越ごしに正座した三人の兵士に俺は怒ど鳴なり付けていた。

　古びたエプロンを付けているのは今日の飯めし炊たき係だ。

　普通の牢ろう獄ごくの関係性を考えれば立場がまるで逆だろうが、そんな事今はどうでもいい。

「まずはこのカッチカチのパンだ！」

　手にしたパンを一口齧かじると、ガリガリとしたパンとは思えない砕くだく音が鳴る。

「発はつ酵こうが全く足りてねえ！　ちゃんと二次発酵までやったかオイ！」

「に……二次発酵？」

　聞き覚えの無い言葉だったようで戸と惑まどう兵士たち。

「それにこのスープ！　具が少ないってのはまだ良いが、問題は風味が飛んでる事だ！」

「風味？　何だ風味って？」

　どうも意味は分からなくても味について文句を言っているのは分かるらしい。

「そしてこのリンゴ！　味も素っ気も無いじゃないか！　酸すっぱいならまだ良いのに！」

　そうリンゴだ。怒りの最たる原因であり、ショックの理由はこのリンゴにある。

　実家がリンゴ農家である俺にとって、リンゴは美味うまくて当然の代しろ物ものだ。美味おいしいリンゴを作るためのたゆまぬ努力を目まの当たりにして、ここまで大きくなったのだ。

「仕入れの段階でも、調理の段階でも、手を抜くのは料理人の風上にも置けねぇ！」

「いや……その、囚しゆう人じんのメシで味の事を責められましても……」

　恐おそる恐る敬語で言う兵士Ａ。

　そりゃそうだ。本来罪人として投とう獄ごくされている囚人に美味いメシを提供する理り屈くつはない、むしろ臭い飯というふうに認にん識しきしている人が多いはずだ。

　だがそんな理屈、俺（日本人）には通用しない。

「黙だまらんかい！　上手く作ろうとする心意気が料理人の基本だ！　てめえら、食材と農家の皆みなさんに謝れ！」

「「「ひいいい！　すみません！」」」

「美味い朝飯食わせろおおおおおおおお！」

　その時、俺の魂たましいの叫びを少々ハスキーな女性の声が遮さえぎった。

「お怒りのところ失礼するよ」

　そいつは昨夜の恐きよう怖ふの元げん凶きよう──見覚えがありまくる。

「で……出たあああああああああ！」

　俺は朝食の怒りも忘れて飛び上がった。

「失礼な男だね、君は。乙女おとめに向かって、その反応はありえないだろ？」

　言葉とは裏腹に俺の反応が面おも白しろかったようで、女性騎き士しは幾いく分ぶん表情を崩くずす。

　だけどその笑顔が正直、より一層怖こわい。

「ひいいい！　大の男を抵てい抗こうもさせずに叩たたきのめす奴やつを乙女と呼ぶもんか！」

「王宮の、しかも王女の私室に侵入した者を生かして置いてやってるんだよ？　その優やさしさは十分乙女と呼ぶのに相応ふさわしいと思うけれど？」

「い……生かして置いてやったって……」

　さも殺して当然だったと言わんばかりの発言に引きつる俺。それをよそに女性騎士は格子の鍵かぎをガチャガチャと操作して、牢屋をあけた。

「とりあえずは出なさい、これより君の取調べは私が行う」

「え……あんたが……取調べ……？」

　牢屋の中でこれ以上の後退が出来ない事も忘れて、俺は壁にワサワサ張り付き青くなった。







　壁に張り付く俺を無理やり引き剝はがす女性騎士との一ひと悶もん着ちやくは、後で考えるとあまりに情けないので無かった事にして……通されたのは一種の応接室だった。

「彼は罪人じゃない」という彼女の言葉で取調室ではない部屋が用意されたらしい。

　連行された応接室には女性騎士とは別に、もう一人の女性が佇んでいた。

「ごきげんよう」

　それは昨日最初に出会ったお姫ひめ様（風）の女性だった。彼女は笑顔のまま椅い子すから立ち上がると軽く会え釈しやくをしてくれた。

「あ……ども」

　その洗礼された動作にドギマギするのだが、俺は少し違い和わ感かんを覚えた。

　気のせいか、昨日初めて出会った時に比べて表情が硬かたいような。

「このお方はエルモント王国統治者で在らせられるグレイシス国王の実子、エルモント王国第三王女の……」

　と女性騎士が何やら話しているが俺の耳には届いていない。それに気づいたらしく、不ふ機き嫌げんそうに俺を睨にらみ付けた。

「聞いているの？」

「あ……はあ」

　聞いているかどうかというより、はっきり言って聞きたくない。現実を受け入れたくないのだ。その気持ちが伝わったのか、女性騎士は溜ため息いきを一つ吐ついて言った。

「まあいい、私の名はキリカ、テルギルギウス大陸東部に位置する魔ま導どう国家エルモント王国、第三王女専属護衛師キリカよ。以後お見知りおきを」

　相手に名乗られたら返すのが礼れい儀ぎ、咄とつ嗟さに俺は虚うつろな目のまま返した。

「俺は大だい地ち耕こうっす」

「ダイチ・コウ……変わった名ね」

「はあ……そーっすか」

「よろしい、じゃあダイチ、何でも良いから今一番言いたい事を言ってみなさい。この際国家侮ぶ辱じよく罪的発言も大目にみるから」

　何気にとんでもない事を言うキリカさん、だが俺はお言葉に甘える事にした。

「そろそろ……看板出ない？」

　真しん剣けんな表情で聞く俺に目を丸くする二人の麗うるわしい女性たち。

「はい？」

「……」

「そろそろ良いだろおおお！　種明かしはあああ！　ドッキリなんだろテレビ局ううう！　流石さすがな演出だよ恐れ入った！　リアクションは分かってるから！　『何だよもおー』とか言や良いんだろおおおおおお！」

　ここまでの経験で、この叫さけびが叶かなわない事を俺は本能で感じ取っていた。

　キリカさんは、また溜息を一つ吐くと右手の平を俺の目の前に突つき出し、唱えた。

「……風ウインド弾ブリツツ」

「ぶわ!?」

　顔面に風の塊かたまりの直ちよく撃げきを受けて、俺は椅子から転げ落ちた。それは紛まぎれも無く現実に突き付けられた魔ま法ほうの力だ。

　椅子から転げて驚おどろくというよりは不ふ貞て腐くされる俺を、キリカさんは覗のぞき込んで言う。

「落ち着きなさい。とにかく、少し建設的な話でもしましょうか？」

「……らじゃ[image: ー][image: ー]」







「つまり俺は何か正体不明の魔法に巻き込まれてこの世界に召しよう喚かんされた……と？」

「そういう事、悪かったね。君は巻き込まれただけの、言うなれば被ひ害がい者しや側なのに……」

　昨夜と同一人物とは思えないほどの優しげな顔付きで謝罪するキリカさん。思いっきりぶん殴なぐられたとは言え、こうもストレートに非を認められれば溜りゆう飲いんも下がるというものである。

「いや……もういいよ、何だかんだで俺は無事だし……そもそも王族の私室にいきなり知らない男がいれば、あの反応は当然だしな」

「そう言ってもらえるとありがたいよ。正直な所あの時は判断に困ったから……とりあえず拘こう束そくを優先したんだけど……」

「……あれで判断に困ってたの？」

　昨夜のキリカさんの行動には一いつ瞬しゆんの迷いも感じられなかった。何しろいつの間にか槍やりの切っ先が自分の喉のど下に突きつけられていたのだから。

　思い出しただけで背筋に冷たいものが走る。

「君からは殺気が感じられないし、そもそも体運びに武術的なセンスが無い。にもかかわらず腕わん力りよくや足あし腰こしはそれなりのものを持っている……実にちぐはぐな印象なのだけれど」

「そうは言ってもさ、実際には結局すぐに捕つかまったじゃん、俺にはどうやったって壁かべや天てん井じようは走れないよ？」

　俺にそう言われて、何の事か思い至ったキリカさんは笑いながら言う。

「ああ、あれの事。あんなの風の魔法を応用した技わざってだけよ」

「魔法！　あれも魔法の類たぐいなの？」

　キリカさんは俺の質問に答えるように、手の平にライターくらいの小さな炎ほのおをポンと発生させた。

「そう、この世界には魔ま力りよくがある。それは大小の差はあっても誰だれでも持っている力よ。それぞれ火、水、地、風、雷かみなりの属性があって……」

　言いながらキリカさんの手の平の上では、火が水に消され、水が土に飲み込まれ、土が風に散らされ、風が雷にかき消される。

「基本的な魔法学を学べば、この程度の魔法なら誰でも扱あつかえるようになる」

「すげ[image: ー][image: ー][image: ー]」

　俺が感かん嘆たんの声を上げると、キリカさんは魔法を発生させていた手をパパッと払はらった。

「ただ特化できる魔法属性は相あい性しようがあって、基本一つのみ。火が得意なら水の魔法が苦手になるって感じね。相性の良い属性魔法でバリエーションを広げるのが基本だね」

「つまり……得意分野には個人差がある……と？」

「そう、私は風の魔法が体質にあっているから愛用してるの。というか、ダイチの世界に魔法は存在しないの？」

「俺の世界には魔法なんてものは存在しないよ。ていうか魔法に体質？　魔法属性って遺伝とかじゃないの？」

「いでん？」

　今までは俺が質問をするばっかりだったけど、俺の言葉に首を傾かしげるキリカさん。

　彼女の反応で俺は気が付いた。

　この世界では地球の科学的常識が通用しないのかもしれない。ファンタジー世界ではよくある事だから、ここにも『遺伝』なんて言葉は存在しないのだろう。

　俺はわかりやすく言いなおす。

「え[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]っと、親から才能を受け継つぐって訳じゃないの？」

「！」

「…………………」

　……あれ？　何だ……目の前のキリカさんだけでなく、隣となりのお姫様まで押し黙って違ちがう空気を漂ただよわせ始める。

「すみません。もしかして聞いてはいけない事だった……ですか？」

　俺の言葉にキリカさんはハッと顔を上げた。

「あ……いやいや、ゴメンゴメン、何でもないんだ。えっと、親から属性を受け継ぐか……だったよね？」

　あからさまに何かを取り繕つくろってますって感じだが、ここは流す事にしておく。

　どうも踏ふみ込むと地じ雷らいを踏みそうな気がする。

「直系の家族でも同じ属性魔法が得意とは限らないね。得意分野は個々でバラバラになりやすいから」

「……それで体質って」

　キリカさんはコクリと頷うなずいてみせる。

「魔力は魂たましいと同義とも言われているから。一説では性格もあると言われているし……」

「マジか……そんなゲームみたいな世界が……」

　俺は反射的に隣のお姫様に視線を移す。

「それならお姫様は一体どんな属性の……」

　俺がこの世界に召喚されて初めて目にした美しい光景。それを作り出したのが彼女ならと、興味本位で聞いてみる。だが……。

「………………」

　あ、あれ？　またもや押し黙だまってしまった。もしかしてまた聞かれたくないパターン？

「ま、まあ良いじゃないの何でもさ。とにかくこの世界では大なり小なり、誰もが魔力を持っているって事よ」

　キリカさんにそう言われて、俺の中にも一種の期待感が湧わき始める。

「な、なあなあキリカさん、俺も魔法って使えるかな？」

「え？　まあ魔力は誰にでもあるはずだから……」

　そう言うとキリカさんは俺をじっと見つめ始めた。魔力を測っています的に。

　ファンタジーな世界で魔法バトル、男なら一度は妄もう想そうした事があるだろう。

　手から放つ炎、大地を凍こおらすブリザード、敵を砕くだく雷、山をも吹ふっ飛ばす爆ばく発はつ、俺の脳のう裏りには、瞬またたく間に大だい魔ま法ほう使つかいとしてのカッコイイ自分の姿が作り出される。

　決め台詞ぜりふ、それも考えるべきか？　正義の使者っぽく……いやここはダークヒーローの様相で『滅ほろびの時は来た！』的な!?

　キリカさんの言葉を待ちながら、俺の封ふう印いんしたはずの中二的扉とびらが開きかける。

「え？　まさか……」

「そんな……信じられない!!」

　一通り俺を見つめていたキリカさんの目が見開かれる。

　同時にここまで妙みように張り付いた笑え顔がおだった隣の姫まで、驚きよう愕がくの表情を浮うかべた。

　まさか……本当に俺の中に隠かくされた魔力が!?　異世界トリップの王道、召喚された勇者ダイチの冒ぼう険けん活劇が始まってしまうのか!?

「凄すごい！　頭のてっぺんから足先まで……魔力が……全く無い！」

「……本当……全然無い……」

　姫ひめとキリカさんのガッカリな言葉に、開きかけた扉は今度は完全に熔よう接せつされる。最も早はや二度と開く事は無いだろう。

「無いの？　俺に魔力は？」

「うん、無い……欠片かけらも」

「……それって修しゆ業ぎようとかすれば？」

「無理。元々魔力量は生しよう涯がい変わらないわ。そもそも『無い物』を使う事は出来ないし……」

「だあああ！　んだよチクショウ！」

　魔法使用不可能、その事実は俺のファンタジーに対する熱を急速冷れい凍とうした。

　そうなると俺の心にわき上がったのは、攻こう撃げき魔ま法ほうで追い回された、本物の武器を突きつけられた、巨きよ大だいなドラゴンを目もく撃げきした、牢ろう屋やにぶち込まれた……など、異世界に来てから起こった、自分の常識を外れた出来事への恐きよう怖ふだった。

　ファンタジーの世界に行きたいという願望は誰しも抱いだく妄想だろう。俺にだってある。

　しかし冷静に『そこに行きたいか？』と言われると事情が変わる。

　答えは決まっている……『ＮＯ』だ。

　正直俺にはドラゴンや魔法が常識の世界で、自分が生きていける自信なんて微み塵じんも無い、ましてや魔法の才能ゼロのお墨すみ付つきだ。残念ながらレベル１の勇者よりも先に殺される自信はある。……想像して鳥とり肌はだが立った。

「ならもういいや……早いとこ元の世界に戻もどしてよ……」

　俺は当然の事と思ってそう言う。

　だが、言われたキリカさんはキョトンとした顔になった。

「……どうやって？」

「あの……キリカさん……冗じよう談だんはこの場では無しにしません？　ワタクシ、質問に質問で返すのはイクないと思うのですが……」

　平静を装う俺の顔面からは滝たきのような汗あせが噴ふん出しゆつし始める。日本人は世界に誇ほこれるいわゆる空気を読める民族だ。その国民性が脳裏に最悪の予測を思い立たせる。

　なにやら困った顔で、とても言い難にくそうな雰ふん囲い気きのキリカさん。

　目を伏ふせているお姫様。

『正体不明の魔法』とさっき聞いた情報、確かく認にんされる情報に明るい所が見当たらない。

　俺は努めて笑顔でキリカさんに聞いてみる事にした。

「……キリカさん、一つ聞いても良い？」

「はい……何でしょう？」

　こちらも努めて笑顔のキリカさん、ただし声が裏返っている。

「元の世界に帰る方法……あるよね？」

「……そもそもこの世界の他ほかに世界があるなんて誰も考えなかったし……」

　ニコニコニコニコ……。

「モチロン……手がかりなんかは……」

「……大だい魔ま導どう師しでも《時空の転移》を成功させた例は皆かい無むだし……」

「当然再現……」

「絶対不可能だと思う……」

　ニコニコニコニコ……。

「つまり……俺が日本に帰るのは……」

　最後の頼たのみと言わんばかりに俺はお姫様を振ふり返る。だが、これまでほぼ表情を変えなかったお姫様は少しだけ悲しそうな、気の毒そうな雰囲気を醸かもし出して答えた。

「ごめんなさい、私達ではどうする事も出来ません……」

　つまりは帰き還かん不可能。その衝しよう撃げきの事実に昨夜とは違う方向、精神的なプレッシャーで気が遠くなっていく……。

「ダイチ！　大だい丈じよう夫ぶか？　おい！　しっかりしろ！」

　キリカさんの声がドンドン遠くなる中、俺が見たのは変わらぬ表情で、じっと見つめる姫の姿だった。

「……魔力が無い」

　嚙かみ締しめるように呟つぶやいた言葉を最後に、俺の意識はブラックアウト。

　だからその時、心なしか今までの無表情とは違う、どちらかと言えば嬉うれしそうにすら見える顔で、後ろ暗くボソリと姫が言った言葉を俺は聞く事ができなかった。

「……私よりも……『役立たず』？」

　この世界に来て三度目に目を覚ました時、そこは変わらず応接室だった。どうやら帰還不可能のショックで数分の間気を失っていたようだ。

　建設的な話をしよう、確かにキリカさんはそう言った。

　ならば気絶している暇ひまなど無い。建設的に考えるのであれば、あらゆる方面から情報を集め、可能性を模も索さくしなくてはならないだろう。

　一度ショックで気絶したからか、混乱した思考がある程度クリアになっていた。

「……召しよう喚かんされた者が元の世界に帰る手段……可能性は本当に無いのか？」

　俺の言葉にキリカさんもお姫様も思案してくれているようで、「う～ん……」と唸うなり声を上げる。

　二人が言うにはそこまで魔ま法ほうは万ばん能のうではない。出来る事出来ない事はハッキリしているそうだ。かつて偉い大だいな魔導士が精せい霊れいやドラゴンを召喚したなどという御お伽とぎ噺ばなしもこの世界にはあるそうだが、それだって実際に成功した実例は無いのだとか。

「『無い』場所に『存在させる』魔法など夢物語ね……ただ……」

「ただ!?　ただ何なんだよ!?　この際さいどんな小さい可能性でもいい!!」

　勢い込む俺に、キリカさんは更さらに言い辛づらそうな顔になった。

「……あくまで可能性でしかない……おまけに君の望む魔ま術じゆつが〝そこ〟にあるかどうかも分からない……」

　可能性、分からない、真しん剣けんな表情で言うキリカさんに隣の王女は目を細める。

「……東大陸、魔ま界かいの事？」

「この世界には……魔界なんてのもあるの？」

　勝手に話を進める二人に割って入った俺に、キリカさんは溜ため息いき混じりに言う。

「魔界っていうのは、この世界の東に位置する大陸の俗ぞく称しようよ」

「そこに行けば可能性があるのか!?」

　色めき立つ俺にキリカさんは更に深い溜息を吐ついた。

「東大陸の亜あ種しゆたちと西大陸の人間は約一千年前に大陸を二分するほどにいがみ合い決別した天敵同士なのよ……」

「………………………………………………それはどのくらい危険？」

「分かり易やすく喩たとえると城で君を捕とらえた時の私が、約十倍、四六時中狙ねらっている……くらいかな？」

　……一いつ瞬しゆんで想像する。昨夜の壁かべや天てん井じようを疾しつ走そうするキリカさんが十人、四方八方駆かけ巡めぐり俺に襲おそい掛かかって来る光景を……。

　うん、10回死ねる。

　俺はその予測すら真しん摯しに受け止め、微び笑しようを浮かべる。

「フ……キリカさん、この俺を……いや日本人を舐なめないで頂きたいね！」

「……どういう事？」

「日本人にはな……連綿と続く歴史の中で培つちかわれた、極きわめて高度に政治的判断が必要とされる状じよう況きようでのみ効果を発揮する圧あつ倒とう的な術が存在するのだよ！」

「術……ですか？」

　それに逸いち早はやく反応したのは今まで口数の少なかった王女だった。

「まさか……魔ま力りよくを持たない貴方あなたが魔族と戦う術があるのですか!?」

　魔族に対して俺は無力、ならば取るべき手段は一つしか無い！

「フ……とくとご覧に入れよう！　超ちよう日本国家最上級政治家究極最終奥おう義ぎ!!」

　この術に必要な魔力は気持ちのみ、俺の背後に稲いな光びかりが落ちた（気持ちだけ）。

「サーキ・オクーリー!!」

　……応接室に響ひびき渡わたる俺の声、しばらくして俺の言葉に身構えて姫を守る体勢を取っていたキリカさんが構えを解いた。

「……んで？　いったいどういう術？　今のは……」

　どうやら俺の術の効果が理解できないらしく目を点にして聞くキリカさん。

「だから言ってるじゃん、サーキ・オクーリーだって。よく思い返してみな？」

　言われてキリカさんと姫が俺の言葉をユニゾンで繰くり返してみる。

「「……サーキ・オクーリー？……さーきおくーりー……さきおくり……先送り？」」

「まずは目先の生活だよね、どこか良い就職先ありませんか？」

「ブッ！」

　王女は術の正体にツボッたようで、思わず噴ふいてしまっていた。

　何の事は無い、しばらくは目先の問題を『先送り』にして身の安全を優先したって事だ。

　いや臆おく病びようって思うかもしれないけど、確実に死ぬって言われてるのに何の準備も無しに死地に赴おもむくなんてバカの所業だ。

「ダイチ？　君は帰りたいとは思わないのか？」

　呆あきれたように言うキリカさんに俺は胸を張って言った。

「帰りたい、けど死にたくない！　今後その魔界に行かなくてはいけないにしても、俺は命の危険が無いと保証された状態で行動を起こしたいと思います！」

　俺の堂々たる宣せん誓せいに、キリカさんは思いっきりジト目になっていた。

「…………ああ、そう」




　そんな経緯いきさつを経て、俺は高校二年にして王宮への就職が決まった。

　配属先は人手が不足していた『エルモント王国の庭園管理者』。

　要するに『庭師』である。




　　　　＊




　異世界からの来訪者である俺には住居など無い。

　困ってキリカさんに相談したところ、彼女の計らいで王城庭園の一角にある道具小屋へ住み込む事になった。

　庭園内部は王城内でも一いつ般ぱん人も日中立ち入り可能な区域のため、俺の暮らすことになった道具小屋は景観を損そこねないように雑木林の更に奥にひっそりと建てられていた。

　最初の内は「雨風しのげりゃ文句は言えない」と思っていたのだが、そこはやはり俺も現代日本人、生活に慣れ始めると不満は出てくる。

　数日間ここで生活してみて分かった事だが、この国の文化レベルは地球で言う中世ヨーロッパくらいじゃないかと思う。つまり電気やガスなどのインフラ設備はほとんど発達していない。当然のことながら、インターネットなんてものも存在しない。

　その代わりと言ってはなんだが、この世界には魔法が普ふ通つうに存在するため、火を起こすのも水を汲くむのも全すべて魔法で片が付く。そりゃあいちいち整備をしなくても魔力で解決するならば、着火する道具も井い戸どすら不要なのだろう。

　ちなみに俺自身は魔力はないが、魔力の込められた《魔法道具》を使えばそれほどの不便さは感じなかった。ただし、その便利さ故ゆえに進んでいない技術もある。

　それが、食事だった。

　最初の牢ろう屋やでの食事が特とく殊しゆだったのかと思っていたが、そうではなかったのだ。この世界はどういうわけか、あまり食文化が発達していないようで、ご飯が美味おいしくない。もちろん食べられないほどまずいわけじゃないが、美味しいとは思えないものだった。

　どうしてもそのあたりが我が慢まんできず、俺は食材だけを与あたえてもらって食事は自分で作るようになっていた。もちろん王宮のメインの調理場は使わせてもらえないから、使用人用のスペースの一部をかりて、だけど。それにしても食材は日本と変わらないはずなのに、なんでこんなに味が違ちがうんだ？

　まあ、そんなこんなで人生初の就職から半月も経った頃ころ。美味しいケーキがどうしても食べたくて、廃はい材ざいを使った自家製泡あわ立だて器でシャカシャカと材料をかき混ぜていると、不意に数人のメイドさんたちに囲まれた。

「な！　なんだ!?　なんすか!?」

　俺の声に一人のメイドさんが進み出て一礼。

「失礼いたしました。わたくしは王宮のメイド長を務めております、アリスと申します。以後お見知りおき下さい」

　礼と同時に頰ほおにさらりと流れる髪かみは藍あい色いろのストレート。眼鏡を掛けたメイドさんは一見して真ま面じ目めそうな印象……なのだが、すらりと伸のびた手足がとても艶なまめかしい。そして何より、はち切れんばかりの胸むな元もとがメイド服に収まりきっておらず、実にけしからん。

「ハア……大地耕と申します」

　釣つられて敬語で返す俺の脳のう裏りを、堅かた物ぶつセクシー上司という単語がよぎる。

　俺の挨あい拶さつににこりともせず、アリスさんはすっと俺の手元を指さしてこう言った。

「それでダイチさん、あなたは今何をなさっているのですか？」

「ケーキを作ろうと思って卵らん白ぱくを泡立てているんだけど？」

　俺の答えに、アリスさんを含ふくめたメイドさんたちがざわめき出す。え、俺、何か変な事言っちゃったの？

　静かに、と注意するようにアリスさんが咳せき払ばらいをし、再び俺に問いかける。

「すみません……泡立てるとは……どういう事なのでしょう？」

「はい？」




「んーなんなんだろうな……甘い物に対する女性の熱意は……どの世界でも変わらん」

　結局あのあと臨時の料理教室が開かい催さいされ、俺はメイドさんたちに魔法を使わないケーキの作り方を教えることになった。

　その時に聞いたことだけど、どうやらこっちの人たちの料理というのは、基本的に材料となる食材と道具を集めて、あとは魔法をかけるだけというシンプルなものらしい。

　彼女らはどういう仕組みでその料理が作られているかは知っているが、何故なぜその作業をするのかは知らない。そのため加減が十分にされておらず、食べられないほどではないが美味しくはないという料理が多い。

　材料だけ揃そろえた所で、作り方を何も知らなければ美味しい物は出来上がらないのだ。

　というわけでケーキづくりに話を戻もどすと、魔法が主体のこの世界では『攪かく拌はん』する事も開発されていないらしい。

　俺の作ったケーキに感動してくれたらしく、アリスさんたちメイドさんには〝料理が得意な新入り庭師〟と認にん識しきされたようだった。ケーキ作りが終わったあと、『ぜひ今度は違うお菓か子しで講習を』と念を押してメイドさんたちは帰って行った。

　そんな彼女たちの様子に、日本で料理を教えていた女の子たちと同じ匂においを感じてしまう。

　異世界で一人ぼっちの俺にとって、色々な人に話しかけてもらえることは嬉うれしい。

　だけど、結局はどこの世界に行っても必要とされるのは『俺自身』ではなく、俺の持つ『スキル』でしかないのだ。

　ここにも、俺の事を一人の男として見てくれる女の子なんて、いないのか。

　そんな気持ちに襲われながら、王宮内の廊ろう下かをとぼとぼと歩いていた時、不意に何やら違い和わ感かんを覚えた。

　今、渡り廊下を歩いているのは俺一人のはずだ。

　……にもかかわらず、廊下に響く足音が二重に聞こえてくるような？

　さりげなく後ろを振ふり返って見るが、そこには何も無い。

「？　気のせいか……」

　そう結論付けて再び歩き始める、しかし……コツ、コツ、と自分の足音が今度は明らかに二重に聞こえ始める。

　しびれを切らした俺は、今度は歩きながら突とつ然ぜん後ろを振り返った。

　その瞬しゆん間かん、慌あわてて渡り廊下の柱の陰かげに隠かくれる人ひと影かげが一瞬目に入る。

　……付けられてる？

　そう当たりを付けて、俺は手近にある柱の陰に身を潜ひそめた。

　数秒後、案の定付けていた人物は俺の姿を見失ったようで、慌てた様子で隠れている俺を追い越こして行く。キョロキョロと辺りを見回す後ろ姿は、さっきケーキ作りを指導していた女性達と同じ格好だった。つまり、メイドさん。

「……何か俺に用ですか？」

「ピ!!」

　突然追っていたつもりの人物に後ろから話しかけられて、当のメイドさんは妙みような声を上げた。
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　まず目に入ったのは長いライトグリーンの三つ編み。表情は大きな眼鏡のせいであまり見えなかったが、とても驚おどろいているようだった。

　なんというか、非常に純じゆん朴ぼくという言葉がしっくり来る様な出いで立ち。下手すれば田舎いなか臭くさくもなりそうだが、俺の第一印象はお下げの可愛かわいい女の子だ。

　当初はいきなり後ろに回られて動どう揺ようしたようすだったが、次し第だいに落ち着きを取り戻してきたようで、彼女はポツポツと話し始めた。

「あの……宜よろしければ、お話を伺うかがいたいのですが……」

　そう言われて「さっきの講習で聞き逃のがした質問か」と当たりを付ける。

「ああ、何か聞き逃しました？　材料とか作り方？　もしくは焼き加減の方か？」

「い、いえ！　そういうのじゃ無いんですけど……その……」

　首を振りながら必死に話すメイドさんは、躊躇ためらいがちに笑え顔がおを貼はり付けて言った。

「その……私、コウさん自身の事をお聞きしたくて……」

「……は？」

　待て。今、この子はなんて言った？

『コウさん自身の事をお聞きしたくて』彼女は確かにそう言ってた!!　これはもしかして異世界に何も持たずに召しよう喚かんされた俺に、ようやく訪おとずれた幸せフラグなのか。

　だが、期待をしたのは一いつ瞬しゆんだけ。彼女が次に放った言葉は俺の希望をたたき割った。

「コウさんは……その……魔力が無い違う世界から来たんですよね？」
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　それを聞いた瞬間、有う無むを言わさず俺は彼女の口を押さえて体を脇わきに抱かかえ、走り出した。

　メイドの少女はモゴモゴと何か抗こう議ぎしているようだが、気にしていられない。

　俺は彼女を抱えたまま王宮庭園へと連れ込む。

「いったい何をなさるんですか!?　急に女性を拉ら致ちするなど!!」

　人目のつかない雑木林の中、ようやく拘こう束そくを解かれたメイドさんが不満げに言う。

　だがそれを無視して俺は叫さけんだ。

「何で知ってるんだよ!?　俺が異世界から来た事を!!」

　俺が異世界から来た事を知るのは、キリカさんと第三王女以外いないはずだ。

　それと言うのも、キリカさんから「異世界の人間なんて大々的に知られたら大変な事になるかもしれない。場合によっては魔ま法ほうの実験、いや生いけ贄にえにされる危険すらある」と釘くぎをさされ、現状は『緊きん急きゆうで入った遠い国の庭師』で通しているのだ。

　つまり、第三者が知っていること自体が非常事態なのだ。

「いつ、どこで、だれが、その事を言っていた!?」

　異世界で人体実験、生贄などまっぴらゴメンだ。だが焦あせる俺とは対照的にメイドさんは変わらぬ笑顔で言った。

「ああ、そういうことですね。実は私、あの時掃そう除じをしていまして、丁度応接室の隣となりの部屋にいたんです。それで聞いてしまって……驚かせてしまってすみません」

「……………………………………なに？」

　呆あつ気けに取られるとはこの事、この国のプライバシーやら危機管理能力に疑問を抱いだいてしまう。管理体制を抜ばつ本ぽん的に見直す必要があるんじゃないのか？

　ただ、何はともあれ知ってしまった第三者の対応が急がれる。

「あの……お願いします！　この事は……」

「……分かっております。私はこの事実を誰だれかに話していませんし、話すつもりもありません。……たとえ話しても信じてはもらえませんでしょうし」

　俺の言葉を予想していたように彼女はあっさりとそう言った。

　その言葉に少しホッとする。

「そう……ですか？」

「はい」と笑顔のまま頷うなずくメイドさん。とりあえず、信しん頼らいするしかないか。

「ありがとうございます……助かります」

「いえ、私のほうこそ突然に申し訳ありません。それで、その……私個人の興味なのですが……コウさん自身の事を知りたいのです」

「へ？」

　その言葉に俺の心臓は急激に高鳴った。だって、今度こそ聞き間ま違ちがいじゃない。

　俺の事を知りたい？　俺自身の事に興味がある!?

　そんな事、生まれて初めて言われた！　まさかこのメイドさんは俺の事を……!?

「コウさんは、この国では知られていない調理法や調理器具を編み出したとお聞きしました。そして……とても美味しいケーキを作れたって」

「あ……ああそういう……」

　一瞬の期待が急速に萎しぼんで行く。なんだ。さっきの講習に参加していなかっただけってことか。ガックリと膝ひざをつく俺に「あの……」と心配そうに声を掛かけるメイドさん。

「ま、いいけどね……俺の名前は……知ってるか。君の名前は？」

「あ！　申し訳ありません！　私名乗りもせずに……」

　彼女は慌てて丁てい寧ねいに頭を下げた。

「私の名はティアリ……いえ。ティア、食事担当をしておりますティアと申します」

「ティア……さんね、ま…よろしく」

　雑木林の中、庭師とメイドはがっちり握あく手しゆを交かわした。







「……ではコウさんの故郷では『カガク』が生活の基き盤ばんで魔法は使われないのですか？」

「使われないってか、魔法自体が無いんだけどな。でも飛行機で空飛んだり、車で馬より速く走ったりするけど……」

「魔法でも生き物でもない、空飛ぶ機械ですか……凄すごいです……コウさん」

　かれこれ体感で一時間くらい、俺は元の世界、つまり地球についてティアさんと話し込んでいた。

　感動して目をキラキラ輝かがやかせるティアさんに、内心恥はずかしくなってくる。

　と言うか彼女の視線が痛い。別に自分が凄い訳じゃなくあくまで『地球の文明』が凄いのだ。それはどう考えても俺自身の手て柄がらではない。

「……何度も言うけど凄いのは俺じゃないよ。俺はあくまで平へい凡ぼんな一いつ般ぱん人、特別な事ができるって訳じゃないの！」

　しかし俺の否定の言葉にティアさんは少々ムッとした表情で言った。

「何をおっしゃいますか！　特別じゃない人が知らない世界で元の世界の技術を復元したりすることなんてできません！」

「……うえ？」

「それに……私はこんなに楽しくお話しできた事、今までありませんでした。しかも男性と」

「う……」

「たとえコウさんにとって特別な事ではなくても、私にとってコウさんは凄い人なんです。それは譲ゆずれません」

　直球である。ここまでド直球で褒ほめちぎられると誰でも出来るとは言い返せない。

「あー……なんつーか……サンキュー」

　流石さすがにチョイ恥ずかしく……そしてチョイ嬉しい。

「ところでティアさん？」

「ティア、で良いですよ？　コウさん」

　女の子に呼び捨ての了りよう承しようを得、ちょっと気き恥はずかしいがお言葉に甘える事にする。

「ん……じゃあティア、聞いていたんなら知っているよな？　俺がその内帰るために東大陸に行きたい事を……」

「え……ええ、無む謀ぼうだとは思いますけど……」

「良ければ色々教えてもらえない？　とにかく何にも知らないからさ」

　ティアは一瞬目を瞬またたかせ不思議そうに俺を見返した。

「ん～どこから話せば良いでしょうか？」

「大まかで良いよ。この世界の常識が分かる程度に……」

　日本への帰き還かんの為ためには、いずれ赴おもむかなくてはいけない危険地帯、俺にとっては知っておくべき情報の一つだ。

「分かりました、ではこの世界の成り立ちから……」

　そう言うとティアはしゃがんで地面に木の棒で楕だ円えん形を描えがいた。

「遥はるか太古の昔、この世界は一つの大陸でした。そこには様々な種族が混在していて魔ま族ぞくと呼ばれる《竜りゆう神じん族》《エルフ族》《オーガー族》《翼よく人じん種しゆ》などと同時に《人間》も共生関係でした」

　彼女の話にナチュラルに出てくる《魔族》って存在については、もう否定する事を諦あきらめている。ハッキリ言って突つっ込みだしたらキリがないから。

「だけど《魔族》と《人間》は対立を始めて各地で戦乱が起きました。戦乱の世を嘆なげいた精せい霊れいたちは大陸を二つに引き裂さき、人間を西大陸《テルギルギウス》、魔族を東の大陸《魔ま界かい》へと分断した……と伝承では言われています」

　ティアは楕円形を二つに割った卵のような図に描かき換かえた。

「あくまで大陸を引き裂いたくだりは伝承、実際には戦乱を嫌きらった人間と魔族が互たがいに距きよ離りを取ったと言われています」

「ふーん、でもなんで人間と魔族は戦争なんか始めちゃったの？」

「魔族と言われる種族は、総じて人間よりも魔力が高いのです。そのせいで支配される事を恐おそれた人間が起こしたとも、支配しようとした魔族が起こしたとも言われているのですが……ハッキリとは分かりません」

「なるほど、つまり『お隣のケンちゃんがかけっこ速いから羨うらやましい』か『僕の方がかけっこ速いから言う事聞け！』のどちらかって感じか？」

「……何かそう聞くと物もの凄すごく幼よう稚ちに聞こえますね」

　憮ぶ然ぜんと言うティアに俺は肩かたをすくめて見せる。

「主義主張の相そう違い、なんてそんなもんだろ？」

「否定はしませんけど……。そうして約一千年の時を経て……現在も人間と魔族の交流はなされておらず、魔界の現状を知る手段はありません」

「なるほど、まだ絶交中なわけだ」

「すみませんコウさん、その喩たとえは止やめません？　自国の歴史が情けなくなるので……」

「そうか？」

　ティアは「コホン」と咳せき払ばらいを一つ、居住まいを正した。

「それから人間側の西大陸《テルギルギウス》では幾いくつもの国が出来ました。そのうちの一つが現在我々がいる《魔導国家エルモント王国》です」

「魔導国家？」

「……魔導国家とは言ってしまえば魔力至上主義の国の事です。主に魔力が高い《魔導士》と呼ばれる者が王国の上層部、王おう侯こう貴族となります。そして王に求められるのは、『圧あつ倒とう的魔力で民たみを守る事が出来る』事」

「あー、つまりは魔力の高い者がこの国では偉えらいのか？」

「はい、事実エルモント王国の国王は大戦の英えい雄ゆうとしてその名を近きん隣りん諸国に轟とどろかせています。絶大な魔力で大海をも操あやつると……」

　想像の出来ない人知を超こえた所業。映画で見たＣＧなんかを思い出し、それが現実に存在する事に身み震ぶるいする。

「うわー、一人の魔力でそんな事が出来るのかよ……」

「……出来るんです。王族と呼ばれる特別な者たちには……」

　不意にティアは立ち上がって遠い目をした。

「他ほかにも……第一王子は《雷らい迅じん》と呼ばれ雷の魔法を操る英雄です。第一王女は絶大な火の魔法で《炎の女王》と称たたえられ、第二王女は何人もの傷を癒いやし、命を救った事から《戦場の女め神がみ》と崇あがめられています」

　そこまで聞いた俺は、彼女の説明の不備に気が付いた。

「あれ？　この国、第三王女がいなかったっけ？」

「……それは……」

　俺がその事を指し摘てきした瞬しゆん間かん、ティアはあからさまに言葉を詰つまらせた。

　その時、突とつ然ぜん庭園の歩道の方から貴族と思われる二人の中年男性の声が聞こえて来た。

「しかし……王子、王女、皆みな魔ま力りよくが高いのに、何で第三王女は魔力が低いかね？」

「さあな、あの両親にしては失敗作、いや、もしかしたら妾めかけに作らせた失敗作かもな！」

　人目が無いと思っているのか声を上げて笑い合う二人。

「まあ、戦場で使えなくても、外交になら使えるだろ？　政略的に」

「使えるか？　あの役立たずが外交に？　王族は別にしてもだ、あんな石せつ膏こうみたいに張り付いた笑え顔がおしかしない『笑顔の仮面』被かぶった女、閨ねやに招く男がいるもんかね？」

「ああ、その可能性は高いか……何だ、やっぱり何の役にも立たないか！」

　貴族たちの笑い声に続くようにティアは視線を外したまま言った。

「つまり……そういう事です」

「え？」

「……第三王女は他の王族に比べて魔力が極きよく端たんに低いのです。ゆえに『エルモントの役立たず』と言われています」

「役立たずって……」

「その事で彼女は他国からも、自国の王侯貴族達からも……あげく自分の親兄弟たちからも疎うとまれている……そうです」

　俺は初めてこの世界に召しよう喚かんされた時の事を思い出した。

　あの時、彼女が言っていた支し離り滅めつ裂れつな発言──その意味を、今になって理解する。

『王族として認められない自分に王族らしく暗殺者が差し向けられた』

　彼女の真意は、つまりはそういう事だったのだ。

「……『笑顔の仮面』ってのは？」

「……役立たずと言われる事を受け入れた王女は、次し第だいに同じ顔しかしなくなった……そうですよ。不ふ機き嫌げんに見えないよう同じ笑顔のまま……」

　俺が何の返事もしなかったことを誤解したのか、焦あせったようにティアは続ける。

「でも、それも仕方が無い事なんです。魔力無き者は王族に非あらず。その事実から目をそらす為に付けた仮面、全すべては彼女が自ら選んだ道なのだから……」

　そう言うティアも笑っていた。張り付いたような表情で。

　全てを達観したような彼女のその顔を見た時、俺の中で確かに何かが切れる音がした。

「……つまりその『笑顔の仮面』は王女にとって自分を守る為の苦肉の防ぼう御ぎよ策って事だ」

「……え？」

「そうしないといけないくらいに追い詰めたのは、さっき笑い話にしていたゲスどもじゃないか！　その防御策すら笑い物にしようってか！」

「コウさん？　何を怒おこっていらっしゃるのですか？」

　俺の声こわ色いろに怒ど気きを感じ取ったティアが不思議そうに言った。

　ああ、その通りだよ……はっきり言って、この上なくムカついているんだ。

「どんな理由があったとしても、王女にとって笑顔は最後の守りで支えなんだろ。そんな必死で頑がん張ばってる女の子のこと、あんな風に陰かげ口ぐち叩たたくなんて男の風上にもおけねぇよ！」

「え？　あの……いったい何を？」

「ティア……ちょっと手伝え!!」







　庭園を談だん笑しようしながら歩く中年の貴族二人は、道のど真ん中に山と積まれていた枯かれ葉はに眉まゆをひそめた。

「何なのだ、これは……」

「庭師共の仕し業わざか？　まったく後片付けもろくに出来んのか？　あやつらは……」

　談笑していた時とは一転して、急速に不機嫌になり足を止める二人。

　とは言ってもあくまで塞ふさいでいるのは庭園内の石いし畳だたみの上に過ぎない。避よけて芝しば生ふを歩けば通る事はできる。

　二人の貴族はブツクサ文句を言いつつ枝の山を避けて迂う回かい、芝生に一歩踏ふみ出した……が、突然地面が無くなった。

「「おわあああああ！」」

　音を立てて二人が落ちたのは地面に掘ほられた大きな穴。それは大人二人が入って、尚なお且かつすぐには登ってこられない程ほどの深さがあった。

「い……つつつ……くそ！　何だこの穴は！」

「庭師共は何をしているのだ、庭園にこんな大穴があるとは！　役立たずは『仮面王女』一人で沢たく山さんだと言うのに！」

　最後に言った余計な一言、それが二人の命運を決めた。

「……成敗」

　俺は持っていた麻あさ袋ぶくろの紐ひもを切って、そのまま穴の上から下をめがけて放ほうり込む。

「……あの、今放り込んだ袋はいったい……」

　膨ふくらんだ麻袋が不気味に動いていたのを目もく撃げきしていたティアは、恐る恐る聞いてきた。

「ん？　あれはな……」

「「がぎゃおああばああえらえおあいうおああああああ!!」」

　説明しようとする俺の言葉は穴の中の二人によって遮さえぎられた。

「断だん末まつ魔まの雄お叫たけび？」

　ティアの感想は的を射ている。何を言っているのか分からない叫さけび声は本当にそうとしか聞こえない。

　俺は、努めて非常に含ふくみのある悪ぅい笑顔で言った。

「庭師の仕事ってさ、植えたり切ったり色々あるんだけど……害虫の駆く除じよってのがあるんだよね」

「はあ……」

「剪せん定てい作業とかするとさ、結構洒落しやれにならない量の毛虫がボロボロ出てくるんだよ」

　そこまで聞いたティアの背筋に一気に鳥とり肌はだが立った。

「まさか……アレって……」

「ま……『害虫の駆除』は庭師の基本だし？」

　俺の言葉の意味を正しく読み取ったのか、ティアも俺と同じ種類の顔で笑った。

「……結構、容よう赦しやないですね。コウさん」

　ティアの笑い顔はさっきの張り付いた笑顔よりも遥かに魅み力りよく的であった。




　　　　＊




　その日の夜、枕まくら元もとに置いた腕うで時ど計けいが午前２時を指した時だった。

「……何をのん気に生活拠きよ点てんを構えてるのよ」

　鈴すずのなるようなその声は突然小屋内部に響ひびき渡わたった。

「……ん？」

「あなたを召喚した理由はこの世界に定住させる為ためじゃない!!」

　俺はうっすらと瞼まぶたを開ける。目に飛び込んできたのは、月明かりに照らされた長い銀ぎん髪ぱつ。ロングドレスを纏まとった女性が蔑さげすむように、不機嫌そうに俺を見下ろし立っていた。

　いや、女性と表現するのはいささか条例的に問題がある。

　どう見てもロングドレスに着られている様にしか見えないその人物は、幼女と言って差し支つかえない姿だった。

「誰だれだ？」

　開ききらない半目状態で問うと、幼女は面めん倒どうとでも言いた気に鼻を鳴らした。

「人間如ごときに名乗ってやるのも癪しやくだけど、まあ良いわ。我が名はルーチェ、この世界の絶対的な存在、絶世の美の象しよう徴ちよう！　月明かりの女神ルーチェ様よ！　お～ほほほ！」

「本当に『お～ほほほ』って笑う奴やつ……初めて見た」

　俺のツッコミを無視して、絶好調の女神（幼女）は俺を指さして宣言する。

「今日はあなたがあまりに自分の役目に自覚が無く、のほほんと過ごしているものだから、恐おそれ多くも女神である私自身がこうして降臨してあげたって訳よ！　平へい伏ふくしなさい！　土下座しなさい！　這はいつくばって感謝してありがたがりなさい！　それから……」

「お嬢じようちゃんが何者か、それは置いといて……一ついいか？」

　俺がボソリと言うと、演説を止められたルーチェは不機嫌そうに睨にらんだ。

「……なによ！」

「……今何時だと思ってやがる。深夜２時だぞ」

　腕時計は現在の、この世界の時間を正確に教えてくれる。今はしっかりと真夜中だ。

「夜分……家主が寝ねている所に押しかけて起こす……どういう了りよう見けんだ？」

　俺の言葉にルーチェは再び鼻を鳴らした。

「ふん、私を誰だと思っているの？　女神……つまり神の一人よ？　人間如き下等な生き物の常識が、上位の存在である神に通用するとでも？」

　確かに神という存在が発する圧あつ迫ぱく感かんからか、ルーチェの言葉には本能的に屈くつ服ぷくしてしまいそうな波動がある。普ふ通つうなら圧倒されてしまうだろう。

　だが。その程度で屈服するくらいなら、俺は『銀足のオカン』などと呼ばれていない！

　俺は板の間に拳こぶしをドンと叩たたき込んだ。

　いきなり起こった音にルーチェは小さな体をビクつかせる。

「な……なによ？」

「……上位の存在、つまりはアンタは人間よりも『上司』や『親』の位置に当たる存在、そういう事だよな……見た目がアレだけど……」

「……まあ、そうね」

　同意した自じ称しよう女神を俺は睨み付けて言った。

「だったら！　上に当たる神が！　下の人間に対して手本を示さなくてどうするか！」

「……え？」

　今までの人生で反論なんてものを受けた事は無いのだろう。予想もしていなかったことが起こったという様子で、ルーチェは言葉を詰まらせる。

「手本となるべき神様が！　夜来訪して『夜分遅おそくに失礼します』も無しに勝手に他人ひとの家に上がり込んで高圧的に話すとはどういう事だ！　自分の行動一つが自分を！　ひいては神様って存在を貶おとしめている事が分からんのか！　恥はじを知れ！」

「ひ！……え……その……」

　ルーチェの高圧的な態度が急速に萎しぼんでいく。

　俺はどちらかと言えば信心深いほうで、神社に行けば手を合わせるし、お彼ひ岸がんには線せん香こうを上げに行く、ごくごく普通の日本人だ。

　だからこそ、偉えらい人物には自覚を持って頂きたい！

「……正座」

「は？」

「いいから正座！」

「ハイ！」

　自分よりも遥はるかに下位の存在であるはずの俺の眼光が突つき刺ささり、ルーチェは反射的に正座した。

「他人ん家に勝手に入ってタダで帰れると思うんじゃねぇぞ!!」

　約数十分後、道具小屋から幼女のすすり泣く声が響き渡っていた。

「ひっく……ひっく……」

「いいか？　礼れい儀ぎ作法ってのは上に立つ人ほど重要だ。神様なら尚なお更さらだ。『実る程、頭を垂れる稲いな穂ほかな』って言うだろ？」

「はい……その通りです……」

　スンスンと泣くルーチェにハンカチを渡してあげる。

「これからは気を付けるんだぞ？」

「はい……大変申し訳ありませんでした……失礼いたします……」

「おお、気を付けて帰れよ」

　すっかり意い気き消しよう沈ちんしたルーチェは、一礼して小屋の扉とびらから出て行った。

「あの子も根が悪い訳じゃないんだよな……」

　頷うなずきながら俺は布ふ団とんの上で胡坐あぐらをかいてシミジミと言う。小学生を相手にする先生達は、いつもこんな心境なのだろうか。俺もガキの頃ころは迷めい惑わくを掛かけたものだけど。

「さてと……もう一度寝直し……」

「じゃなくて！」

　扉が再び勢い良く開いて女め神がみが戻もどって来た。どうやら自分の世界に戻る前に我に返ったらしい。

　彼女は手にした本を見ながら言う。本の題名は『良く分かる日本の礼儀・初級編』。

「ん～～～っと……『夜分遅くに大変申し訳ありません、わたくし月明かりの女神ルーチェと申します。大変重要かつ至急のお知らせがございますので、お休みの所、誠に恐きよう縮しゆくですが何なに卒とぞお話を聞いて頂けませんでしょうか？』これで良い!?」

「お……おお合格」







「まずは、コレを見て」

　ルーチェが床ゆかに小さな手をかざすと、そこに映像が浮うかび上がる。

「すげーな。ホログラム？」

「ホログラムでもＣＧでも無いわ……《時見の魔ま法ほう》よ」

「時見の魔法？」

　そこに映し出されたのは一人の女性だった。

　短く切り揃そろえられた髪かみの隙すき間まから覗のぞく瞳ひとみは鋭するどく、美人だが近寄り難がたい雰ふん囲い気きが漂ただよっている。軽ライト鎧メイルを纏まとい、腰こしにはレイピアを下げている。一目で戦士だという事が分かる姿だ。

　鎧から伸のびる腕うでや足はしっかりと筋肉がついていることがわかるが、それ以上に目立つのは全身のありとあらゆるところにある傷きず跡あとだった。顔面に至っては縦に三本、横に一本と生しよう涯がい消えないであろう傷が入っている。

　更さらに左ひだり肩かたには何かを切り潰つぶしたバツ印、第一印象は『怖こわい』と『格好良い』。

「……このカッコいい姉ちゃんが、どうしたの？」

「彼女の名はグレイシス、またの名を《血けつ風ぷう戦せん姫き》。己おのが失策で国を失い、友も家族も、全すべてを失った《エルモント王国第三王女》の成れの果て……十年後の姿よ」

「……何だって？」

　ルーチェの言葉に耳を疑った。俺は目の前の映像を食い入るように見て、自分の脳のう裏りにある『笑え顔がおの仮面』を付けた華きや奢しやなお姫様と比べてみた。

　お姫様の顔をはっきり覚えている訳じゃないけど、正直雰囲気が全くの別人だ。

「私は彼女を生み出さない為に、あなたをこの世界に引き込んだ」

「……ってことは、アンタが俺の召しよう喚かん主しゆってことか!?」

「そうだけど、そうじゃないわ」

　そこまで言うと目の前の幼女は真しん剣けんな顔になった。

「あなた……元の世界に帰りたい？」

「帰れるのか!!」

　身を乗り出し勢い込む俺にルーチェは引き気味に頷く。

「え……ええ、条件が揃えばね」

　そこまで言うとルーチェは《血風戦姫》の姿を示して、ハッキリと言った。

「エルモント王国第三王女。これから起こる彼女の人生において最初の失策《Ｅのランチタイム》を潰すこと。……まずそこからね」

「それが……日本に帰れる事とどう繫つながるんだ？」

　俺の疑問にルーチェは答える。真顔で。

「あなたの帰き還かんには第三王女が鍵かぎ、まず彼女が無事でなくては話にならない。だけどこのままでは《血風戦姫》グレイシスとなり、彼女は死ぬ。そして、そこから派生する魔ま王おうと勇者の衝しよう突とつでこの世界は破は滅めつする。元の世界に帰りたいなら、第三王女を救いなさい」
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「変な夢だったな……」

　昨晩の出来事を俺はそう自分の中で結論づけることにした。

　深夜に幼女の自称女神が訪おとずれて、世界を救えと俺に囁ささやいた……なんて、リアルなようでいてそうでもない夢の内容に苦く笑しようしてしまう。

　大体いくら何でも支し離り滅めつ裂れつ過ぎる。あのお姫様が《血けつ風ぷう戦せん姫き》なんて戦士になって、勇者の師し匠しようとして弟で子しを生かす為ために死ぬ未来……なんて。

「大体《Ｅのランチタイム》って何だよ？　どうやったら昼飯で国や世界が滅ほろぶってんだか……我ながら荒こう唐とう無む稽けいな夢だなぁ……」

　気き恥はずかしくなって笑っていると、外から聞こえて来る小鳥の声が意識を現実へと引き戻して行く。もうすっかり朝のようだ。

　そう言えば、今日は休日だったはずだ。

　エルモント王国にも休日はある。分かり易やすく言えば、日本で言う所の日曜日のようなものなのだが、この国では休日の事を《始まりの日》と呼ぶ。

　休日をもって《始まり》と称しようするのは、この国のノンビリした国民性の為なせる業わざか。

　というわけで庭師の仕事も本日は休み。

　俺は簡易的に積んだ石で作った竈かまどで、朝飯の仕し度たくをする事にした。

　ここ半月ばかりの異世界生活で、俺は庭師仲間やメイドさん方から、使い古しの鍋なべやヤカン、フライパンに包丁などを頂いていた。そのおかげもあって、今では一丁前に一人暮らしの出来る環かん境きようが整っていた。

　静かな庭園に聞こえるのは、薪たきぎの爆はぜる音と鍋の煮に立たつ音。気分はほとんどキャンプだ。

「……ホント、静かだ……」

　普ふ段だんは開放されている王城内も休日は立ち入り禁止になるため、市民はいない。

　なんと言うか……穏おだやかな仙せん人にんのような気持ちで朝あさ靄もやの庭園を眺ながめていると、向こうから一つの人ひと影かげが近付いて来るのが見えた。

「コウさ～ん、おはようございま～す」

　手を振ふる人影の顔はまだ靄に晒さらされ見えないものの、その声だけで誰だれかは分かった。

「おー、おはようティア」

　ようやくハッキリ見えてきた彼女は、昨日と同じメイド服姿で片手には籠かごを提さげていた。

「どうしたよ、こんな朝早くから」

「コウさんこそ、始まりの日だというのに随ずい分ぶんお早いお目覚めですね」

「ちょっと夢見が悪くてな……」

　流石さすがに中二的な夢を見た、とは言い難にくい。

「それよりティアこそ、何で休みの日に仕事着で……」

「え!!　それは……」

　俺の質問に何故なぜかティアが口ごもり、目を泳がす。

「え……え～～それは……色々……ありまして……」

「色々……ああ！　そうか！」

　俺は講習のときに聞いたメイドさんたちとの雑談を思い出した。

「庭師だの事務職だのと違ちがって、王族の生活を支えるメイドには決まった休日は無いもんな、交代制なんだろ？」

　話の中で「今週はシフトがきつくて……」って言葉がナチュラルに出てきて「コンビニやハンバーガー店のバイトと変わらんな」と思ったものである。

「そ……そうなんですよ！　交代制！　始まりの日だからって、お休みとは限らないんです。今日は……その早く来てしまいましたから、朝ごはんをご一いつ緒しよにって思いまして」

　そう言ってティアは手に持った籠を開けて見せた。卵や野菜、ベーコンをふんだんに挟はさみ込んだボリューム満点のサンドイッチが顔を出す。

「いいねぇ美味そう。これも魔法でつくってんのか？」

「え？……いえ、私は、その……一応手作りで……」

「おお！　この世界でも手作りする人っているんだな。なんなら俺の朝飯と一緒にどう？」

　俺は得意気に鍋の蓋ふたを開けて見せた。

　野菜類と一緒に煮に込こんだ魚ぎよ介かいダシの利きいた、食しよく欲よくを誘さそう良い匂においが漂う。

「はい、ぜひ！」

　静かな庭園の片かた隅すみ、一人ぼっちの仙人の朝あさ餉げは、楽しげな朝食に変へん更こうとなった。

「あの……その鍋の中身は、何ですか？」

「ん？　ああ、俺の故郷では定番のスープ料理……になるのかな？」

「？」

　ハッキリしない俺の物言いにティアは首をかしげる。

　俺は木製のボールに鍋の中身をなみなみと注いでティアへと差し出した。

「ほらよ、説明するより食った方が早い。いっぱいあるから食えよ」

　受け取った器うつわからは、良い香かおりのスープが湯気を立てている。

　ティアは少し躊ちゆう躇ちよしつつも、スープを掬すくい口に含ふくんだ。そして驚おどろきに目を丸くする。

「おいしい……おいしいです！」

　目を輝かがやかせたティアは夢中でスプーンを口へ運んでいる。おそらく彼女にとっては未知なる美味おいしさだったのだろう。

　自分の作った料理を美味しそうに食べてくれるのは嬉うれしいものである。嬉しそうに食べるティアを見つめながら、自分も頂く事にした。

　が、しばらくするとティアが俺の食事風景をガン見していることに気づく。

　流石に食事をガン見されては気になってしょうがない。

「あの、どうかした？」

「は！　いえ、あの……」

　急に話しかけられてはじめて、ティアは自分がガン見していた事に気が付いたらしい。

「あ……あの……変わったお食事の仕方ですね」

　俺はその言葉で、彼女が何に注目していたのか、ようやく気が付いた。

「ああ、これ？　これは俺の故郷の道具で箸はしって言うんだ」

「ハシ……ですか？」

「うん、この二本の箸を使って……挟んだり……刺さしたり……切ったり……」

　そう言いながら俺はスープの具を使って使い方を実じつ践せんして見せる。

「と、まあこんな感じで使うんだ」

「は～～～すごいですね」

　何故かこんな事でティアは拍はく手しゆをして感心していた。

「私達の常識では、皿のスープには直接口を付けてはならないのです。ですが、コウさんの食べ方は私にも美しいと思えました。私達とは違う『礼節の美』が感じられます……」

「礼節の美って……そんな大げさな……」

　そんな日本人なら出来て当たり前の事を褒ほめられると、何となく恥はずかしくなる。

「なんなら、やってみる？」

「え？　ええ、ぜひ」

　ティアは促うながされるがままに、新たに差し出したもう一膳ぜんの箸を受け取った。

「いいか？　箸の持ち方はこう、中指を間に挟みこんで……そう、こうやって下の箸を固定させて……」

「む～難しいですね」

　唸うなりながら俺の実演を見よう見み真似まねでやってみるティアだが、当然ながら最初から上手うまく使える訳も無く握にぎったりクロスしたりしてしまう。

　そんな悪あく戦せん苦く闘とうする彼女の姿は一々微笑ほほえましい。

「まあ焦あせる事はないよ、なんならその箸あげるから……」

「！　頂いても宜よろしいんですか？」

　俺の言葉にティアは驚きの表情を見せる。

「……見て分かるだろうけど元々ただ廃はい材ざいを削けずっただけの物だからな……原価はタダ」

「ありがとうございます！　よ～し、私もこの魔ま法ほうをマスターしてみせますよ～」

「魔法って……」

　その後も頑がん張ばって箸を使おうとして苦労する彼女に「今日はもうスプーンでいったら？」と勧すすめても彼女は「ダメです！　まだまだ……」と譲ゆずらない。

　案外見た目よりティアという娘こは頑がん固こなようだ。

　それでも何とかスープの具を口に含んでは「美味しい」と褒めちぎってくれる。

「ただなぁ」

「どうかなさいました？」

「んーいやね？　本当言うとさ……このスープ、ちょっと物足りないんだよ」

「え!?　こんなに美味しいスープが未完成なんですか!?」

　新たな味に驚いていたティアだったのだが、日本で普段から料理をしていた俺にとって、魚ダシの塩味のみであるコレは深みが足りないように思えてしまう。

　ハッキリ言うと隠かくし味が足りない、調味料が少ないのだ。

「凄すごいんですね、コウさんの故郷って。私はこのスープだけでもビックリしてしまったのに……」

　ティアはおぼつかない震ふるえる箸で野菜を一欠け口に入れて微笑んだ。

「いつかちゃんと、このお箸を使って食べてみたいです。コウさんの故郷の味」
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「そう言われちゃうと何とかしてやりたくなるなー」

　ティアとの朝食の後、俺は相変わらず人ひと気けの無い庭園内部を腕うで組ぐみしながら歩いていた。

　あんな笑え顔がおで言われる『美味しい』『食べたい』は殺し文句だ。言われた瞬しゆん間かん何とかしてあげたくなってしまうものだろう。

　ただ、やっぱり味み噌そも醬しよう油ゆもないからな……。この調達をどうするかが最大の問題だ。

　この世界は基本的に地球で言う所の西洋文化に似ている。

『砂糖』『塩』『酢す』はあったが、当然のように『醬油』と『味噌』は存在しなかった。だけど日本の食事は、『醬油』と『味噌』が基本だ。俺自身、最近『味み噌そ汁しるが飲みてぇ』と海外赴ふ任にんした日本人のような事を考える事も多い。

　普ふ通つうであるなら諦あきらめて他国の食事に慣れるしかないが、どうしても諦めきれない。

　しばし考えながら散策していると、庭園の広場の方に激しく動き回る人影が見えた。

　気になってそれをよく見ていると、不思議な事に激しく動いているのに地面には一度も足を付いていない。

「え!?　浮ういてる!?」

　驚きよう愕がくの声が向こうにも届いたらしく、その瞬間、周囲からカラカラと無数の軽い音が響ひびいて人影は地面に降り立った。周囲に散らばっているのは無数の薪。

　後ろで髪かみを縛しばり、緑のタンクトップにベージュのパンツ姿の彼女はタンクトップも変色するほど汗あせが浸しん透とうして、見ようによっては目のやり場に困る。

　滴したたり落ちる汗を拭ふきつつ、爽さわやかに声を掛かけてきたのはキリカさんであった。

「おはようダイチ！　休日なのに早いね」

「はよっす……そりゃこっちの台詞せりふですよ、こんな朝も早くから特訓ですか？」

「ん……ああこれでも王族様の専属護衛師なんてやってるからね、鍛たん錬れんは欠かせないの」

「はぁ、護衛任務も大変っすね」

　自然とキリカさんに拍手をしてしまう俺。

「そういやなんか……今キリカさん、宙に浮いてなかった？」

　疑問を口にすると、キリカさんは最初不思議な顔をし、それから何かに気が付いたようで「ああ……」と言った。

「そうか、君にとっては《スカイダッシュ》も普通じゃ無い事なんだね……」

「スカイダッシュ？」

　首を傾かしげる俺を一いち瞥べつしてから、キリカさんは足元の薪まきを三本宙に放ほうり投げた。

「これは……『魔法』と『体術』の特訓よ」

　キリカさんがそう言った瞬間、放り投げた薪は宙にピタリと止まった。

「うわ!?　浮いた！」

「コレは風魔法の応用、薪の下に風の渦うずを作り出して宙に浮かばせる……そして！」

　言葉を切ったキリカさんは、その場で飛び上がって宙に浮いた薪を足場にトトンと高く飛び上がって見せる。そしてそこから更さらに反復横よこ跳とびのように薪から薪に高速で足場を移動させて上空に留とどまり続ける。

「すげぇ！」

「これが私の特技《スカイダッシュ》……でも」

　言葉を切ると今度は薪を足場に数秒間留まる。その途と端たんに、薪は重力に逆らわず地面へと落ちた。乗ったキリカさんと一緒に。

「あらら、落ちちゃった……」

「上級の魔ま導どう士しなら大木だって根っこごとフッ飛ばす輩やからもいるけど、私の魔法で浮かせられるのは精々軽い薪程度。加重した時点であっさり落ちちゃうの。だから、忙せわしなく動かないとこうなっちゃう」

「つまり、俺がしばかれた時の壁かべ走りも？」

「ハハハ！　その通り、この技わざの応用よ」

　俺の不満げな顔でキリカさんも思い出したらしく豪ごう快かいに笑い飛ばされてしまった。

「それはそうと……こっちの世界にはもう慣れ……たようだね」

　気を遣つかって言おうとした「慣れたか？」の言葉をキリカさんは飲み込んだ。

「メイドたちどころか、あのお堅かたいメイド長にすらも認めさせたんだもの……普通ならありえないよ？」

「いや……あれはタマタマ……」

　実を言うとキリカさんは俺の監かん視し役も兼かねている。

　異い邦ほう人じんである俺に対しての一応の処置だったのだが……。

「私の予想に反して君は城内で地位を確立しているみたいだね。定期的に庭師たちやメイドに聞き込みはしてるけど、一つとして悪い噂うわさを聞いたことが無いし……むしろ親しみや尊敬が先立っている感じかな？」

「はあ……それはどうも……」

「……ただ、逆にあまりに人に取り入る事ができる人間って、警けい戒かいする連中もいるんだけどね？　『もしかしたら他国のスパイじゃないか』って」

　それは初めて聞いた。スパイ認にん定ていなんて最悪極きよつ刑けいだろう。想像してしまって背筋を薄うすら寒いモノが通り抜ぬけていく……。

「……マジっすか？」

「君の身の上を知っている私には杞き憂ゆうでしかないけど……」

　カラカラと笑いながら言うキリカさんには警戒色をまったく感じない。

　彼女の大らかさに感謝しつつ、俺は一つ彼女に報告するべき事を思い出した。

「……ああ、そう言えば昨日メイドの娘こと仲良くなったよ」

　俺がそんな事を言うとキリカさんはニヤリと含ふくみのある笑顔を作って見せた。

「へぇ～やはりダイチも男の子か」

「そ、そんなんじゃ無いって!!　可愛かわいい娘なのは認めるけどさ、なんかその娘、俺が異世界の人間って事実を知っていて……」

「なんだって！　そのメイドの名前は？」

　突とつ如じよとしてキリカさんは表情に警戒色を滲にじませて詰つめ寄った。

「……食事担当のティアって娘だけど………」

「ティア!?」

　俺の答えにキリカさんは、こっちが驚おどろくほど大音量の声を上げた。

「ど……どした？　急に？」

「え!?……ああ……いや何でも……」

　今度は何やら考え込んでしまうキリカさん。その真ま面じ目めな表情は自分を捕とらえた時と酷こく似じしているように思えてビビッてしまう。

「な……なんだ？　ひょっとして、キリカさんの友達か？」

　寒気を払ふつ拭しよくしようと搾しぼり出した質問にキリカさんはしどろもどろに言った。

「ん……まあ友人、というか……親友？」

　さらりと出て来た関係性、普通友人は出やすい言葉だが『親友』はそうそう出てくる言葉ではない。余よ程ほど近しい仲でなければ言えないはずだ。

「へえ！　キリカさん、ティアとダチだったんだ！　なんだよ、あの娘も言ってくれれば良かったのに」

「ん？　ん～～、ま～あの娘も人見知りだし？」

　歯切れ悪く返事をするキリカさんを、若じやつ干かん不思議に思いつつ、俺は何となく仲間外れの気分になって一人ごちた。

「なんだよ、キリカさんの親友なら心配ないじゃん。無む駄だに心配して損したよ……」

「ま……まあ……心配はないね……知ってて当然だし……」

「ん？」

　これまた曖あい昧まいなキリカさんの答えである。首をかしげて見せるが、何でもないと首を振ふられてしまった……まあいいか。

　と、その時俺の脳のう裏りに一つアイディアが閃ひらめいた。

「そうだ！　キリカさん、ちょっと今日これから時間ある？」




　　　　＊




　エルモント王国中央市民市場。

　そこは国民にとってまさに生活の中心地点と言うべき場所。

　肉や魚、野菜に果物などの食材はもちろんの事、衣服や装そう飾しよく品、鍋なべ釜かまにいたる道具一式、生活用品など一通り揃そろえる事ができるんだとか。

　たとえ始まりの日、休日だとしても商しよう魂こん逞たくましい商人達は、むしろ客を捕つかまえるチャンスとばかりに店を開けている。

　ちなみに休みは始まりの日から４日目、日本で言う水曜日なんだそうだ。

　……考え方は市場と言うよりかはデパートだな。

「さ～安いよ安いよ！」

「どうだいこの服、総シルクの上に貴族御ご用よう達たしの特注品だったが払はらい下げになっちまったからこの値段だぜ？」

「奥さん、今日は葉物野菜が良いの揃ってるよ！」

　人で溢あふれかえる市場内からは景気の良い商人たちの呼び声がそこかしこから飛び交かって、それが実に心地良く聞こえて来る。

　こういう環かん境きようは自然とテンションが上がってしまうものだ。

「はは……まるで築地つきじにでも来た気分だな！」

「ツキジ？」

　聞きなれない名前に、キリカさんは小首を傾げた。

「あ、いや、日本の……俺の世界の市場の名前でさ……」

「なるほど……私たちには馴な染じみの無い響きだな」

　俺とキリカさんは現在エルモント市場の大通りを歩いていた。

　実を言うと俺の現在の立場は、『庭師』に、『王女の私室に侵しん入にゆうした疑いの観察処分』という不ふ名めい誉よな肩かた書がきが乗っかったままだ。

　勿もち論ろん便べん宜ぎ上じようの事ではあるのだが、念のため観察処分が外れるまでは自由に国内を行動する訳にもいかないのだ。

　要するに『監視係』キリカさんの同どう伴はんが不可欠。

　というわけで、キリカさんに同行をお願いして、食材の集まる場所に連れて来てもらったのだ。

「……にしても、すみません。折せつ角かくの休日に道案内まで頼たのんじゃって……」

「別に良いよ、特別用事も無いし。それに城下町は地元だしね」

「今日は護衛師の仕事はいいの？」

「ん？　幾いくら護衛師だからって四六時中一いつ緒しよにいる訳じゃないよ。私だって休む時は休むし、一人で訓練する時もある」

　キリカさんはそう言ってカラカラと笑って見せた。

「さ～ってと……それで？　今日の目的は何なの？」

　目的の食材、そう言われて俺は少し思案する。

　そう、今日の目的は日本食を再現する為ための材料を揃える事だ。

　だけど、そもそも目的の食材がこの世界にあるのかわからないし、万が一名前や形が違ちがったらどうしようもない。

「とりあえず端はしから見たいな。考えてみればエルモントの城下町自体が初なんだし」

「そっか……よし！　それじゃあ今日は私が徹てつ底てい的にガイドしてやろうじゃない！」

　俺の言葉に俄が然ぜん張り切り出すキリカさんは、いい笑え顔がおで俺の手を引っ張り出した。

「おう、キリカじゃないか！　城勤めはクビになって戻もどって来たんか？」

「今日は休日だっての！　相変わらず大将の挨あい拶さつは縁えん起ぎが悪いな……」

　店先で早さつ速そくエプロンを付けた威い勢せいの良い親父おやじが声を掛かけて来た。

　店頭には色とりどりの魚が並んでおり、言うまでも無くそこが魚屋である事は分かる。

　キリカさんとは知り合いのようで気安い会話が成立していた。

　包丁片手に魚屋の店主はキリカさんの隣となりにいる俺の姿にニヤリと笑う。

「なんでぇ、男連れか？　武術ばっかりのあのクソジャリもいっちょ前に色気付いて、男の為に料理するのってか？　あはははは！」

「アハハ……しばき倒たおすぞ、クソ親父」

　キリカさんは笑顔のまま物ぶつ騒そうな返しをした。

「この人、最近城勤めの庭師になったダイチ。でも庭師のクセに料理の腕うでは相当なもんだよ……常連予備軍」

「へえ？　それはそれは……」

「あ、どうも……これからお世話になります」

　俺が日本的低姿勢に挨拶すると店主は豪快に肩かたを叩たたいた。

「な～に、これから常連になってくれるなら……こちらこそよろしく頼むぜ？　ウチはエルモント一の品しな揃ぞろえだよ」

　言うだけあって店頭にあるだけでも魚の種類は相当な物だ。

　それも見たことのある魚がズラリと揃っている。

「イワシにアジにサンマにサバ、値が張るけどタイの良いのも入ってるよ」

「おお！　名前まで一緒じゃないか！」

　異世界の常識で半魚人みたいな奴やつが「魚です」って陳ちん列れつされていたらどうしようかとすら思っていたのだ。

　日本と共通の食材の存在に嬉うれしくなって、テンションが俄然上がり出す。

　だが、安心するのはまだ早かったことを、俺はすぐに思い知った。

「どれもコレも今日草原で取れたばかりの新しん鮮せんピチピチだぜ？」

「それは良い！　新鮮ピチピチ…………って草原？」

　店主の情報の中の聞き捨てならない言葉が俺の思考を止めた。

「大将？……この魚……どこで取れたって？」

「あん？　だからそこの草原だって。なんでぇ産地にもこだわる本格派なのか？」

　そういう事じゃない。どちらかと言えば俺は値段にこだわる庶しよ民みん派だ。

　どうやら聞き間ま違ちがいではなかったようである。

　俺は油の切れたブリキの如ごとくギギギとキリカさんを見た。

「……この世界の魚は草原で取れるの？」

　キリカさんはと言えば「何を聞いているんだ君は」とばかりに答える。

「？　当たり前でしょ、草原の虫を餌えさにする魚は多いし、それにエルモント付近の草原は《風流》がぶつかる場所で魚群が豊富なのよ？」

「《風流》って……」

　この世界では情じよう緒ちよとかの意味ではなく、『海流』と同じ意味合いで『風流』と言うらしい。内陸部のこの国では漁業が盛んなんだとか。
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　胸を張って特産品を自じ慢まんするキリカさんが冗じよう談だんを言っている様子は無かった。

　つまりこの世界の魚は魔ま力りよくで風の中を泳ぐらしいのだ。

　そうこうしているとその事を証明するかのように、本日の目玉商品の立派なタイが泳ぎ始め、店主は大おお慌あわてで格かく闘とうを始めた。

「コイツ！　生きが良いからって……この！」

　器用に宙を泳ぐタイは、その内店主の追つい跡せきをかわして上空へと消えていった。

「ああ！　待て！　今日の目玉しょうひ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]ん！」

　魚屋店主の悲しい叫さけびがこだました。

「うわああい、お魚が空を泳いだ……」

　やはりここは異世界、なかなか安心はさせてくれないようだ。

　そこからも「今年のキャベツは栄養満点だ！　草食動物たらふく食ってるからな！」とか、「ネズミ避よけの猫ねこはどうだい？　毛並みは良くて上品だし舌も長くて３ｍ先の獲物を仕留める狩しゆ猟りよう能力があるぜ」など、異世界のカルチャーショックは続いた。

　だが一番ショックだったのは、八百屋などのゴミ置き場に大量に積まれたリンゴだ。

　牢ろう獄ごく初日に食べた朝食のリンゴ、実はこの世界ではそれが一いつ般ぱん的なリンゴで、つまりこの世界ではリンゴは『不味まずい物の代表、家か畜ちくか囚しゆう人じんの食い物』と考えられていたのだ。

　どうも手て違ちがいで大量に仕入れてしまった為の廃はい棄き待ちらしい。

　俗ぞく称しようが囚人食である事を聞いて、実家がリンゴ農家の俺はガッカリした。

「……リンゴは美味いのに……」

「どうしたのダイチ？　複雑な顔だね？」

「あはは……自分が常識に囚とらわれた小さい人間だったと身に染みてるだけだから……お構いなく」

　ただし、出会うのはそんなカルチャーショックだけでもない。

　歩みを進めると、俺にも馴染みのある食材や品物も豊富に目に付くし、中には見た事も無いけど美味そうに見える食材など物もの珍めずらしい品物も多いのだ。

　店頭を数時間も歩くと、俺はすっかり市場の雰ふん囲い気きに馴染んでいた。

「世界が違って驚おどろきもあったけど……やっぱり市場は良いねー活気があって」

「そう言って貰もらえると紹しよう介かいのしがいもあるね……」

　地元民としては案内した地元を気に入って貰えるのは嬉しいようだ。キリカさんも笑顔で次々案内してくれる。

　その中でも、やはり男としてはそこかしこに売っている剣けんや鎧よろいなどの武器や防具にテンションが上がって来る。

　見た目普ふ通つうの鉄製の剣や槍やりなどが、ぞんざいに店頭で「一山幾ら？」って感じで売られている物もあれば、店内の奥まった場所にオブジェのように飾かざられている煌きらびやかな剣があったりもする。

　値札の無いそれは至る所に宝石をちりばめ、剣としては使い難にくい程ほど刀身が湾わん曲きよくしたり分かれたりしていて、利便性を度外視しても絶対に高いだろう雰囲気は伝わってくる。

「なあキリカさん、あんな風に飾ってある剣って……やっぱり高いの？」

「ん？……ああ、あの剣一本手に入れようと思ったら、軽く一兵卒の十年分の給金が吹ふっ飛ぶだろうね」

「じゅ！　十年分!?」

　通貨単位や物価などを同等に考えるわけには行かないが、日本人的に考えると……新卒の初任給が大体十五万だとすると……単純に十五万×十二×十。

「一千八百万円!!」

　余りの高額に近付く事さえ恐おそろしくなり、後ずさってしまう。

　俺のそんな庶民的な反射行動にキリカさんが苦く笑しようしていう。

「あはは、気持ちは分かるがビビらなくても大だい丈じよう夫ぶだよ。どうせ金があったとしても君には……いや、私らには扱あつかえる代しろ物ものじゃない」

「どういう事？」

「あれは一定量以上の魔力を有する者にしか力を発現できない魔ま剣けん、いわゆる魔ま導どう具ぐよ」

「魔導具!?」

「……だって造型から装そう飾しよくから何から、全すべてが剣として扱うには不向きでしょ？」

　キリカさんの言葉はさっき自分でも思った事だ。

　剣って代物なら物騒な話、切り殺す事を前提にしていなくてはならない。この形では戦いには不向き、それどころか包丁の代わりすら出来そうに無い。

　せいぜい式典の装飾用の武器にしか出来ないだろう。

「魔ま法ほうを扱う、魔導士と呼ばれる者は自分に合った増ぞう幅ふく器を持っているのよ。この剣もその一種で、中心の宝石が紅あかいから、多分火の魔法の増幅器ね」

「増幅器……つまりコイツは魔導士の杖つえって事か？」

　俺の答えが的を射ていたのか、キリカさんは手を腰こしに頷うなずいた。

「その通りね、増幅器を使った魔導士の攻こう撃げき魔ま法ほうはレベルが違う。それこそ大海を割る程の大魔法を扱う輩やからもいる程に……」

「でも、キリカさんはそんな物使ってなかったよね？」

　俺はキリカさんが庭園内部で訓練していた風景を思い出した。

「だから言ったでしょ？　私らには……って」

　そう言うとキリカさんは自じ嘲ちよう気味に笑う。

「この世界において魔力は誰だれでも持っている力。でも魔導士を名乗れる程の魔力を持ちえる者は一ひと握にぎりしかいない。だからこそ、エルモントは地位を保っていられるのよ。優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいが多く輩はい出しゆつされる国だってね」

「…………」

「魔導具を扱えるって事は、そのまま魔導士を名乗っているようなもの。そしてある程度の魔力を扱える者は、そのある程度の魔法を駆く使しして武術を扱う……私のようにね」

「つまり……《魔法戦士》ってところ？」

　俺は何となくその俗称を口にしていた。日本でゲームや物語で散々見てきた俗称だった事で思わず言っただけだったのだが……それを聞いたキリカさんの目が見開かれた。

「魔法……戦士……、魔法戦士か……いいね、それ！」

「うえ？」

　突とつ然ぜんキリカさんはそんな事を言い出し、店頭の槍を一本構えた。

「我こそはエルモント王国第三王女専属護衛師、魔法戦士キリカ・Ｆ・ライラック……ビシ！」

「いや、ビシって……」

　呆あきれる俺を他所よそに、構えを解いたキリカさんはカラカラと笑った。

「実は私らみたいに魔導士になれない戦士の事を表すカッコイイ肩かた書がきって無いから、ちょっと嬉しくなってね……今まで『準魔導士』だの『魔導士崩くずれ』だの……悪いと『粗そ悪あく魔ま法ほう使い』なんて言われるし……」

「………………」

　それがこの世界の常識、魔力の大小で立場が変わる異世界の現実。

　途と端たんに飾ってある煌びやかな剣が見下しているような気になってしまう。

　道具に罪は無いのは分かっているけどね……。







　一通り市場内をキリカさんの案内で歩き回った俺はすっかり城下町の雰囲気が気に入っていた。こういうのは見るだけでも楽しい。

「いやー立派なものだね。ここまで物が集まって商売できるってのは国が栄えている証しよう拠こって事なのかな？」

「うん、まあ今はそうだけどね……」

「ん？」

　俺の軽口に、今までご機き嫌げんに地元を案内してくれていたキリカさんが口ごもった。

「ダイチ、この世界……というか、この西大陸が多数の国家で構成されていて、地域ごとに分かれているのは知ってる？」

　唐とう突とつなキリカさんの質問に俺は頷く。

「ああ、ティアから聞いたな……そう言えば」

「ティアからね……」

　キリカさんは何故なぜか苦笑してから話を続ける。

「西大陸の国家間の情勢は今は小康状態だけど、実際は良好とは言い難がたいのよ」

「うえ？　まさか戦争……とか？」

　国家間の諍いさかいはイコール戦争、平和な日本で育った俺にはピンと来ない。ただ漠ばく然ぜんとした恐きよう怖ふを感じてしまう。

「さすがにそこまでの緊きん張ちよう状態ではないけど、実際この国だって十年以上前は戦時下だった訳だし……」

「!!　結構最近じゃん」

　俺がジト目で言うとキリカさんも嫌いやそうな表情を作って見せる。

「どこにだって火種はあるのよ。各国の技術革新も進んでいないし、簡単に国を発展させられるのは戦争だっていう考えは今もなお根強いしね。こうして物流もあって見た目は活気があるように見えるけど、戦時下になれば途端に国内から物資が無くなる。エルモントは魚は捕とれるけど、農業は盛んじゃないし。そうすれば、商売どころじゃ無くなって市場は閑かん散さんとするでしょうね」

「うえ……いがみ合ってるのは東大陸の魔ま界かいとだけじゃないのかよ……」

　俺の言葉にキリカさんは自嘲気味に溜ため息いきを吐ついた。

「本当に、人間同士争っている暇ひまがあるのかって話よね」







　そんな折、俺は一つの店の前で、雑多に麻あさ袋ぶくろに入れたまま量り売りをしている物に目を留めた。

「あ……これは！」

「どうしたダイチ？　何か見つけた？」

　先行していたキリカさんが俺の声に気が付いて戻もどってくる。

　麻袋に入っている物は一つは白く細長い小さな粒つぶ、もう一つは薄うす茶ちや色いろの丸みを帯びた粒、どちらも袋がパンパンになるくらい無数にあった。

　それを見つけた俺のテンションは本日最高値に達する。

「やった、見つけたぜ！　この世界にもあるんだ！　米と大豆！」

　それは日本人にとってのソウルフード、ここ数日夢見続けた食材だった。

　若じやつ干かん細長い品種で完全に日本人にとっての馴な染じみの米とは言えないものの、異世界にいる現状でそこまでこだわる程繊せん細さいでもない。

　有う頂ちよう天てんになる俺にキリカさんは不思議そうに言う。

「コメ？　ダイズ？　ダイチの故郷はニホンだったっけ？　そこではこれをそう呼ぶの？」

「……この国では違ちがうの？」

　どうやら魚に関しては同じ名前だったが、全ての物が同じという訳ではないらしい。

　まあこっちの魚は空を泳ぐのだが……。

「ええ、白いのは《ライスツリーの実》、こっちは《ビーンツリーの実》、どっちも木の実の一種よ」

「木!?　こっちじゃ米や豆が木に生なるのか!?」

　米と豆と聞けば田んぼに畑が常識の俺にとっては常識外、本日何度目になるのか分からない驚きであった。

「ただ、ビーンツリーの実に比べるとライスツリーの実は食べるのが面めん倒どうでね。気候の問題かもしれないけど、生産量も多くないからこの国では余り一いつ般ぱん的に食べられてないね……」

　サラサラと米を手に取りキリカさんは説明する。

　確かに店の中を見てもライスツリーの実の扱いは一角しかない。

　それにここまで市場を回って来たのに、今まで出くわさなかったのだから馴染みのなさは見て取れる。

「そういえば西洋では米は野菜として見ているって聞いたことがあるな……」

　米が主食として一般的なのは、地球上では主にアジア圏けん内ない。

　主食としている国では調理法がいろいろと確立しているけど、主食として捉とらえていない国では食べ方自体に馴染みがないらしい。

　異世界とはいえ、この国も見た感じは地球上で言う西洋文化の国なんだろう。

　まああとは、この国の気候や風土が米作りにあっていないのもあるかもしれない。

　いや、そもそもこの国の米って木に生るらしいから作り方も違ちがうのか？　わからんけど。

　だが俺にとってはこの国の食事の好みなどどうでも良い。

　たとえ米が木に生っていようと地層から出てこようとも関係ない。

　米があった！　それだけが日本人にとって最重要事じ項こうであった。

「おっちゃん！　ここにある米……ライスツリーの実、全部くれ！　あとビーンツリーの実も10袋ばかし……」




　　　　＊




　後日俺は、庭師仲間やメイドさんたちから大おお樽だるや瓶びんなどを調達してから、城に届いた《ライスツリーの実》と《ビーンツリーの実》を使ってある物の製造を始めた。

　正直な所成功するか分からないのだが、それでも日本人としては是ぜが非でも成功させたい食材……まあ要するに味み噌そと醬しよう油ゆだ。

　ただ、成功したとしても早くて半年後だろうか？

　発はつ酵こう食品はどうしたって時間がかかるのがネックである。

「こうなれば日本らしさの再現は味噌と醬油を抜ぬきで考えるしかないな」

　作業を繰くり返し……二週間後。

「コウさ～ん、来ましたよ～」

「お、ティアいらっしゃい、待ってた……よ……」

　本日ティアを呼び出したのは俺自身だ。にもかかわらず、予想した人物が来ただけなのに、思考は一いつ瞬しゆんフリーズした。……ティアの出いで立ちに。

　青を基調にした薄うす手での布地に帯を巻いた姿、いわゆる温泉の浴衣ゆかた姿と言えば良いだろうか。勿もち論ろんこの世界にそんな衣類がある訳も無い。

　市場巡めぐりで手に入れた布地で俺が作り上げた物だ。先日彼女に「楽だから」と注ちゆう釈しやくを付けて渡わたした一品なのだが、着衣した姿を拝見するのは本日が初めてだった。

「本当に楽ですね、この服は……」

　その場でクルクルと回ってみせるティア。

　流れる髪かみは後ろで一つに、チラチラ見え隠かくれするうなじに裾すそから覗のぞくおみ足、西洋的な顔立ちの彼女なのにその姿はあつらえたように似合っていた。

「ふ……」

　俺は髪を搔かき上げると後ろを向き、ガッと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　思い起こせば数年前、女の子と仲良くなる為ために共通の話題を模も索さくして裁さい縫ほうをマスターしたのが悲劇の始まりだった。しかし、何でも覚えておくものだ！　まさかこんな最高な芸術品を作り上げる事が出来るとは！

「よっしゃ！」

「何がですか？」

　俺の不ふ審しんな行動を不思議がるティア、まさか自分の仕事を自画自賛していたとは言えない。だが俺は親指を立てて言わざるを得なかった。

「い……いや！　何でもない！　ティア、君最高！」

「は？　はあ……ありがとう？」

　何でそんな物を作ったかって？

　いや彼女には色々と教えて貰もらってお世話になったし……そもそも異文化圏けんとは言え日本のスピリッツ、魂たましいを伝えるのはこの俺の使命であって……すみません、正直に言います。

　見たかったんだよ！　この娘こが浴衣ゆかたを着たとこを!!

　と、俺の喜びように少し戸と惑まどいつつ、ティアは俺のねぐらの道具小屋へと入り、目に飛び込んできた光景に目を丸くした。

「あの……これは？」

　道具小屋に設置された板の間には丸いテーブルのような物、そしてそれの横に置かれた四角い布ふ団とんのような物、ティアにとっては未知の物ばかりなはずだ。

「この丸いテーブルは『卓袱ちやぶ台だい』、四角い布団は『座布団』って言って、俺の故郷の一般的な食しよく卓たくだ。まあ急作りだから少々雑だけど……それは味って事で……」

　当然だがこの世界で床に直じかに座る文化は無い、これらも自分で製作した代しろ物ものである。

　まあ作ったとは言っても、貰ってきた古いテーブルの脚あしを短く切り揃そろえてでっち上げた『なんちゃって卓袱台』なのだが、詳しよう細さいは伏ふせておこう。

「え～っと、つまりコウさんの故郷では床ゆかに座って食べるのが一般的なのですね？」

「うん、全すべてがそうって訳でもないけどね……」

　そもそも直に座る文化の無いティアは、恐おそる恐る座布団に足を開かないようにゆっくりと腰こしを下ろして、いわゆる女の子座りになった。

　ホカホカの『ご飯』、色とりどりの『漬つけ物もの』、じっくりと焼いた黄金に輝かがやく『アジの干ひ物もの』、木製の器うつわになみなみと注がれたアサリのエキスたっぷりの『お吸い物』。

　その全てがティアには初めての食べ物のはずだ。

「これが……コウさんの故郷の……」

　全てが未知、それなのにティアは目の前の『日本食』に目を輝かせる。

「ちょーっと待ってな、今スプーンを……」

「あ、コウさん待って……」

　俺が気を利きかせてスプーンを持って来ようとするのをティアは制止すると、彼女は懐ふところから一膳ぜんの箸はしを取り出した。

「それは……」

「コウさんに頂いてからずっと練習してたんです。特訓の成果を見て下さいね」

　そう言ってティアは手を合わせると、目を閉じて「いただきます」と言った。

　元々この国に「いただきます」「ごちそうさま」の挨あい拶さつをする文化は無かった。

　彼女が自分の影えい響きようを受けているのは明白なのだが、目を瞑つむるのは単純に自分のクセである事に苦く笑しようしてしまう。

　ティアは恐る恐る『お吸い物』を手に取ると口を付けた。

「……!!」

　それは彼女にとって未知との遭そう遇ぐう、貝の風味と野菜の旨うまみの溶とけ出したスープに程ほどよい塩分と味わいをもたらす何か。

　渾こん然ぜん一いつ体たいとなった『お吸い物』はティアに衝しよう撃げきを与あたえたようだ。

「美味おいしい……美味しいです!!　こんな美味しいスープ、私食べた事無いです！」

「わはははは！　そいつは良かった」

　それは料理を作った者に対する最大の賛辞だ。

　日本人以上に日本人しているティアにしばらくホッコリしていたが、「美味しい」と言いつつ、突とつ然ぜん泣き始めた彼女に俺は慌あわてた。

「お……おいおい、幾いくらなんでも泣く程か？」

　俺にそう言われ、ティアは初めて自分が泣いていた事に気が付いたようだ。

「あ……すみません、あまりに美味しくて……それに」

「それに？」

「私……こんなに楽しいお食事も初めてかもしれません。いつも、一人でしたから……」

「ん？」

　彼女と共に食事をするのは初めての事では無いのだが、今回はそれに勝まさる事だったらしい。ティアは涙なみだを拭ぬぐって笑った。

「私の為にこんなに美味しいご飯を作ってくれて、こんなに近くで一いつ緒しよに同じご飯を食べてくれる。それだけなのに……こんなに嬉うれしいなんて」

　そう言われると照れ臭くさくなってしまう。

「ま……まあ、喜んで貰えて何より……かな？」

　実際俺だって初めての事だ。これほど自分に近しい位置で食事を共にする女子の存在。

　自分の事を知りたい、だなんて言って、俺の作った料理を泣いて喜んでくれる女の子なんて。







「ごちそうさまでした～」

「ああ、お粗そ末まつさん……」

　結局あれから数回おかわりを繰り返し、多めに炊たいたつもりのご飯は少しの間にすっからかんになっていた。

「ここまでして貰えりゃ作った甲か斐いもあるってもんだな……」

　作り手への最大の賛辞は空にした皿、今回は炊すい飯はんに使った鍋なべだが俺は誇ほこらしい気分で鍋をひっくり返して見せた。

「さって……っと、後片付けをするか」

「あ、コウさん、私がやりま……」

　そう呟つぶやいた俺を制するようにティアは慌てて立ち上がろうとする。が、慣れない浴衣だったせいか、自分の手で袖そでを引っ張ってしまったようだ。

　瞬しゆん間かん、彼女の白い左ひだり肩かたが露あらわとなった。

「!!」

　慌てて浴衣の袖をたくし上げたティアは真っ赤になって俺を見上げた。

「……見ました？」

「……何を？」

　俺は不自然なくらい、ソッポを向く。心臓が物もの凄すごい勢いで脈動しているのを実感する。

「申し訳ありません……見苦しい姿を……」

「いえ……大変結構な鳥さんを……あ！……」

　あの一瞬でティアの柔やわ肌はだに浮うかんだ『鳥のような形をした痣あざ』を目に焼き付けてしまった自分が、『見た』と言ってしまった事に気が付いた。

「うう～～～～～」

　怒いかりと羞しゆう恥ちのティアと恥はずかしさと少々ラッキーな俺、どちらもしばらくの間赤面でのフリーズを余よ儀ぎなくされた。

　しばらくして、気まずい沈ちん黙もくを破ったのはティアの方だった。

「そ、それにしてもコウさんの故郷のお料理は凄すごいですね。どれもエルモント王国では見た事のない美味しい物ばかりでした……」

　多少強ごう引いんな話の切り替かえ、だが折せつ角かくなので俺はその流れに乗っておく事にした。

「何を言ってるんだか……ぜんぶこの国で手に入れた代物、『見た事ある』物しか使ってないんだぜ？　俺はそれの違ちがう使い方を知っていただけさ」

「ふ～ん、でもコウさんがいなければ作れなかった事には変わりないじゃないですか」

　あくまで自分の手て柄がらじゃないと謙けん遜そんする俺にティアは言った。

「あ～あ、王国の昼食会もコウさんがお料理すれば良いのに……」

　ティアの何気なく言ったその一言、それは俺の脳のう裏りに大いに突つき刺ささった。

「……何？　その昼食会って？」

「え!?　御ご存ぞんじないですか？　だいたい一ヶ月後ですかね……エルモント王城で各国首脳が一堂に会しての交流を目的にした昼食会が行われるんですよ」

　各国首脳を集めたランチタイムだと……額から嫌いやな汗あせが流れ始める。

「な……なあ、ついでに聞くけど…………その昼食会……主しゆ催さいはだれ？」

　俺はある期待していた、予想と違う答えを。

　だがティアは表情の無くなったような……張り付いた笑え顔がおで言った。

「第三王女、『エルモントの役立たず』……ですよ……」




　　　　＊




「昼食会の詳細？　あまり君たち庭師には関係ないと思うけど？」

　ティアの情報から悪い予感の拭えない俺に、キリカさんが答えた第一声がそれだった。

「それって、ただの昼飯会なんだろ？　今後国を左右する大問題って訳じゃ……」

　とにかく安心する情報が欲しいのだが、キリカさんは難しい顔になると首を小さく左右に振ふって見せる。

「いや、そうとも言えないな。交流を深めるって名目があるけど、各国の首脳が集まる場だし。大きな声じゃ言えないけど、決してエルモントと良好な国交がある訳じゃない国も中にはある訳だしね。一種の政治的外交も孕はらんでる……結構キナ臭い会でもあるのよ」

「せ、政治的外交……」

「同時に国内外へエルモントの威い光こうを示す目的もある。コレだけの事が我々は出来るんだってね」

「でも、威光を示すって言っても武力を見せ付けたりするのか？」

　俺の疑問にキリカさんは苦笑する。

「ハハハまさか、威光を示すのが武力である必要はないよ。例えばウチの国はこんな立派な会食の場を設ける事が出来るとか、ウチの国ではこんな美味い物があるんだぞってだけでも一種の牽けん制せいになる。それこそ食しよく糧りようは商業的にも重要な要素だしね」

「はん、悠ゆう長ちような事を……コレだから役立たずの従者は……」

　その時突とつ然ぜん掛かけられた男の声がキリカさんの言葉を遮さえぎった。

　そこにいたのは短たん髪ぱつで二本の長ちよう剣けんを携たずさえた男の騎き士し、それは逃とう亡ぼう時に転ばされた俺にも見覚えがあった。

「……ククール」

　キリカさんは忌いま々いましげに睨にらみ付けるが、目の前の騎士は嫌いやみったらしい表情を崩くずさず受け流している。耐たえ切れなくなって外野の俺が口を挟はさんだ。

「悠長ってどういう事なんです？」

「分かってないな……この会はマイナス要素の方が多いって事だよ」

　ククールと呼ばれた男は、呆あきれたように両手を広げて見せる。

「仮にだ、もしも会合が事情によって中止になってしまったり、それこそ出された食事が不味まずかったりでもした日には……エルモント側からの他国への侮ぶ辱じよくと受け取られかねないって事さ、最悪……」

　俺は思わず息を吞のんだ。

「最悪……どうなるの？」

「決まっている、元々友好的じゃない国は何でも良いから難なん癖くせを付けたがっているんだぜ？　そんな所を侮辱したら国同士の諍いさかいに発展しかねない。戦争に決まっているだろ？」

「!!」

　額から滝たきのように汗が流れ落ちる。

「果たして大だい丈じよう夫ぶなのか？　あの『役立たず』が主催で？　なんなら……」

「要いらぬ気き遣づかいよ、姫ひめだってその事は十分に理解している。貴方あなたもここで余計な事を言っている暇ひまがあるのなら、さっさと強ごう欲よく大臣のご機き嫌げんでも取りに行ったらどう？」

　険悪なムードで睨みあうキリカさんとククールさん。

　しかし俺にとってはそんな事どうでもよかった。

　夢だと思って自分で笑い話に落ち着けた事が『笑えない話』に変へん貌ぼうしたのだから。




　　　　＊




「ほ～ら、私の言う事信じる気になったでしょ？」

「……土足」

「あ、すみません……」

　深夜眠ねむれずにいた俺の前に現れたテンションの高い女め神がみは、慌てて靴くつを脱ぬいだ。

　そんな彼女の存在を再さい確かく認にんして、前回の出会いが夢じゃ無かった事を再認識する。

「……とりあえず俺をこの世界に呼んだのは嬢じようちゃんって事で良いのか？」

　憮ぶ然ぜんと言う俺の前に、女神はいつの間にか正座していた。

「はい、私があなたをこの世界、《テルギルギウス》へと導いた……」

「何の為ために？」

「ちょっと私の台詞せりふをさえぎらないで！　前にも言った通りよ。この世界の『滅ほろびの運命』勇者と魔ま王おうを消し去る為によ」

　ルーチェの表情は至って真ま面じ目めだ。幼女がタチの悪い冗じよう談だんを作っている様子は無い。

「……詳くわしく教えて貰もらえるか？」

　腹を括くくって俺はルーチェに尋たずねた。ルーチェも今までのふざけた様子を潜ひそめて、真しん剣けんに話し始める。

「大体この国の現状は知ったと思うけど、第三王女が『エルモントの役立たず』って言われている事は知ってるよね？」

「……まあな」

　その人物評価は嫌きらいなのだが、今は流す事にする。

「話を続けるわよ？　先に言っておくけど、このままじゃ昼食会は確実に失敗するわ。国内と国外両方からの妨ぼう害がいにあってね」

「国内外から？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべる俺にルーチェは手から光の虚きよ像ぞうを生み出して見せる。

　それは妙みように殴なぐりたくなる嫌らしい笑い方をする太目の貴族風な男であった。

「こいつ……見覚えあるわよね？」

　言われるまでも無く見覚えがある。

　数日前、俺が親切に落とし穴と毛虫をプレゼントした人物なのだから。

「コイツがこの国の大臣、またの名を強欲大臣、金の為なら何だってする守しゆ銭せん奴どって奴やつなんだけど……まずコイツが昼食会の邪じや魔まをする」

「!?　何でだよ、大臣ならこの国に不利な事をするのは辻つじ褄つまが合わなくないか？」

　王国の上層部であるなら国家間のトラブルなど避さけたい事情のはずなのだから。

　俺の言葉にルーチェも「まあね～」と注ちゆう釈しやくを入れて続ける。

「この強欲大臣、とにかく国の予算に手を出したいのよ」

「……予算？」

　俺は一気にキナ臭くさい雰ふん囲い気きを感じ取った。

　地球上の歴史でも国家予算と絡からむとろくな事がない気がする。

「国政に口を出したい大臣はこの昼食会を利用するのよ。大臣の手の内にあるから料理人を第三王女は使えない。それを貶おとしめ、フォローする事で国王に借りを作る算段なのよ」

「……まさか……そこから？」

　冷や汗を流す俺にルーチェは神しん妙みように頷うなずいた。

「国内外からの妨害って言ったよな？　国内は大臣達上層部なのは分かったけど、じゃあ国外からの妨害工作って何だ？」

　俺はルーチェに疑問をぶつける。こうなると、情報は少しでも多い方が良い。

「国外からの妨害……って言っても妨害する本人はその事を知らない……その辺を覚えておいて？」

「……どういう事だ？」

「国外は国外でエルモント王国自体に貸しを作りたい……その為に手っ取り早く『昼食自体』に難癖を付けるのよ」

　ルーチェの話に俺は首を傾かしげる。

「難癖って言っても……このままの未来では土ど壇たん場ばで大臣がなんとか昼食会を実現させるって筋書きだろ？　当然昼食自体は食える物を出すんだろ？」

「……まあ、そうなんだけど。それでもどうしようもない客が作さく為い的に選ばれていてね」

　そう言うと、ルーチェは再び手の平から時見の魔ま法ほうで一人の女性の姿を映し出した。

　長い赤毛の王女らしいドレス姿。

「彼女は焰ほのおの国エクレア国王の一人娘むすめ、アリーシャ・エモニエ。この王女が今回の昼食会の要かなめになる……」

　時見の魔法で映し出された王女の姿は凛りんとした佇まい、眼光は鋭するどく清せい廉れんな雰囲気すら感じさせる。見た目で人を判断するつもりも無いのだが、この王女が昼食に難なん癖くせを付ける様には思えなかった。

「……本当にこの娘が難癖付けるの？　そんな娘には見えないけど……」

「細かい事は伏ふせるけど、この王女は『第三王女』に敵てき愾がい心を持っているのよ」

「敵愾心！　何で!?」

　言いたくは無いが第三王女は『役立たず』と国内外から言われている。

　だが逆に言うと敵愾心を持つ程ほどの実績も無いから、理由が全くわからない。

　しかし俺の疑問に、ルーチェは気まずそうに顔を逸そらす。

「細かい事は伏せるって言ったでしょ。それよりも最大の問題は……」

「問題は？」

「彼女が生まれてこの方、食べ物を美味おいしいと思った事が無い……超ちよう味オンチなことよ」

「……まじか」

　味オンチ……それは言ってしまえばどんな高級食材であっても『美味しい』とは思えない連中、個人差はあるが女神ルーチェが『今回の要』と言うのだから宜よろしくない部類と思って良いだろう。

「元々敵愾心のあるアリーシャ王女が公おおやけの場で『美味しくない』と発言する。それだけで昼食会はぶち壊こわし……他国の王女に対しての侮辱として各国に記き憶おくされる事になる。かくて国家間の緊きん張ちよう状態が生まれ、戦争状態となる……」

「そんな無む茶ちやな……」

「無茶でも何でも、そんなものよ？　諍いを望む者にとっては、どんな事でもいいんだから。あなたの国にもあるでしょ？　たまたま鐘かねに彫ほられた文字を侮辱だって言い出して戦争を吹ふっかけた戦国大名とか？」

「徳とく川がわ家いえ康やすか？　自分ごとだと一つも笑えん……」

　気に入らない相手に戦争を仕し掛かける為の難癖、歴史の時間で先生が教えてくれた日本史の史実ではあるが……その事を踏ふまえると、この世界の『人間と魔ま族ぞくの確かく執しつ』を笑うことも出来ない。

　この世界と俺達の世界、違ちがいはやる前かやっちまった後かだけなのだ。

「もう予想が付くと思うけど、国外からの難癖すら大臣と繫つながっているのよ。臨戦状態を演出する為に国家間の緊張を高めたくてね」

「戦争を起こしたがる連中の理由……」

　それは言うまでも無く、金だろう。

　予算に手を付けたい大臣と戦時下の緊張状態を欲ほつする他国、分かり易やすい図式だ。

「手っ取り早く大金を動かせるのは軍事費、コレを捻ねん出しゆつしたい大臣は開戦の緊張感を演出したい。でも人間側の国家への侵しん略りやく行こう為いは角が立つ、そこで……」

「人間的には角の立たない東大陸へ侵しん攻こうする……」

「そういう事」

　あっさりと肯こう定ていする幼女の言葉に俺は息を飲み込んだ。

「魔族と人間を同じ感覚で考えて村一つなら戦争までは起こさないだろう、なんてタカを括っていたらしいけど、火の粉を飛ばす取っ掛かかりとして適当だろうと東大陸の一つの村を焼き討うちにする。その村に、魔王の母親がいるとも知らずにね」

　最も早はや言葉も無い、これから起こる予定の戦争は人間が起こす事になる……らしい。

　この自じ称しよう女神の言う事を信じるのなら、だが。

「大切な肉親と故郷を焼き払はらわれた魔王は、怒いかり狂くるい人類の滅めつ亡ぼうを宣言して本格的な西大陸への侵しん略りやくを開始する。そこからはありきたりなヒロイックサーガが始まると思ってくれればいいわ」

　ありきたりなヒロイックサーガ。

　ようは勇者と魔王の出て来る物語やゲームなどを指して言っているのだろう。前回彼女に見せられた『グレイシスの最さい期ご』がその中のワンシーンであると考えると分かり易い。

　ただそれが『ありきたり』、で終わらない事をこの女神は先刻既すでに語っていた。

「女神さま……アンタこの前言ってたよな？　この世界は勇者と魔王の決戦で破滅するとかなんとかって……」

　俺の言葉にルーチェは静かに瞳ひとみを閉じた。

「滅びのさだめ抱いだきし地、降り立つ黒衣の魔ま性しようが一つ、彼かの者水を従え、火を駆かり、大地を鳴動、風を乱らん舞ぶさせ、古いにしえの大樹統治する。抗あらがう事を許されない魔ま力りよくの支配、全すべての者が見上げる時、光と闇やみが舞まい踊おどり、彼の者、天上輝かがやく紅あかき宝玉奪うばい去る……」

「なんだそれ」

「この世界の古から伝わる滅びの信しん託たくよ」

「滅びの……信託？」

　字じ面づらからして物ぶつ騒そうな……。

「そう、種を明かせば内訳はこう、『現れた黒衣の魔王』がこの世に君臨して、光の者『勇者』と戦い、最後には天上の紅玉、つまり『太陽』を奪いこの世を闇で閉とざす」

「太陽を……奪う？」

　抽ちゆう象しよう的な表現に首を傾げる俺にルーチェは言った。

「地球人のあなたには『核かくの冬』って言えば分かり易いでしょうね……」

「核!!　だってこの世界の科学レベルで……」

「失礼、説明が足りなかったわ。核レベルの大だい爆ばく発はつが起こるって事……」

　ルーチェの分かり易い喩たとえはありがたくも余計なお世話だった。

　映画でも、ドラマでも、漫まん画がでも、アニメでも、世界の滅亡としてあまりにポピュラーな言葉『核の冬』。人知を超こえた大爆発で大気中に大量の粉ふん塵じんが舞い上がって太陽光線をさえぎり、寒冷化をもたらすって……あれだ。

　その喩えは、この世界で今後何が起こるのかこの上なくリアルに想像させる。

　つまりこのままでは本当にこの世界が終わってしまうと言うのだ。

　でも……だからって。

「……俺に……どうしろと？」

　俺は下を向いたまま声を絞しぼり出した。

「俺に一体何が出来るってんだ！　勝手にこんな世界に連れて来られて世界を救えだ!?　そんなの強い奴が幾いくらでもいるだろ！　なんなら神を名乗るアンタがやったらどうだ!?」

　俺は思わず床ゆかに拳こぶしを叩たたき付けて叫さけんだ。

「情けない物言いなのは分かっている！　だがそれは仕方無いだろ？　俺は魔力も無ければ武力も無い、ただの一いつ般ぱん的日本人でしかないんだぞ!?」

「……残念だけど神族は直接地上に干かん渉しようできない。それはこの世の理ことわりでどうしようも無い事、だから唯ゆい一いつ可能性のある者をこの世界に呼び寄せた」

「可能性だって!?　なんでそれが俺なんだ？　力も知識も何にも無い、ひ弱なこの俺にどうやって戦争を、世界の滅亡を止めろって言うんだ！」

　感情をむき出しにする俺に幼女は少々困った顔になった。

「確かに、直接あなたをこの世界に導いたのは私、でもあなたを救世主として選んだのは私じゃないのよ」

「……………………え？」

　ルーチェの意外な言葉に俺の勢いが止まる。

「私が呼んだのは、世界の滅ほろびの特異点『グレイシス』が心の底から望んだ存在、ただそれだけ。あなたはグレイシスに、彼女に選ばれたのよ」

「!!」
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　そう言われて思い出した。

　自分が召しよう喚かんされる際に聞いた『助けて』の声を。

「そして同時に、彼女があなたの帰き還かんを望まない限り、あなたは元の世界には戻もどれない」

　俺を指さし、さらっと重要な事を言う幼女。

「そ、そんな事言われても……大体お姫ひめ様と何の接点も無い俺に何が出来ると……」

　尚なおも言い募つのる俺に、ルーチェは突とつ然ぜんニヤリと含ふくみのある笑え顔がおを見せた。見た目幼女の彼女がやると悪戯いたずらっぽく見えるから不思議だ。

「な……なんだよ」

「フフ……いいえ、今では私もそれが出来る可能性はあなただけだと確信しています」

　そう言うとルーチェは俺の眉み間けんに人差し指を当てて見せた。精せい一いつ杯ぱい偉えらそうな感じで。

「この世界のどんな魔法でも砕くだく事のできない『笑顔の仮面』を無意識に、なんの苦労も感じずに、あ～っさりとぶち壊しちゃったあなたならね」

「あ？　何の事だ？」

　言っている意味が分からない。

『笑顔の仮面』は第三王女の代名詞なのは分かる、ただ俺としては彼女に会ったのは召喚された日と翌日の計２回、それだけで何かを出来たとは思えない。

「嬢じようちゃん……いったい何を言って……」

　問い詰つめる俺に答えるようにルーチェは再び手の平から魔法の光を照射。

　現れたのは前回も見た《血風戦姫》の雄お々おしい姿、第三王女の十年後の姿である。

「それがいったい……」

「彼女の左ひだり肩かたに注目してみなさい」

「は？　左の肩……………………!?」

　それを見た瞬しゆん間かん、俺の思考は完全に停止した。

　傷だらけの女戦士の左肩、そこには何かを自ら切り潰つぶしたバツ印の傷。

　その下に見え隠かくれする何か、それに物もの凄すごく見覚えがあったから。

「分かったわよね？　さあ、じゃああなたにこれから起こる悲劇の一部を見せるわ。どうするかは、あなたが決める事よ」
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　幕間　最悪の始まり







「……昼食会は貴方に一任いたします……」

「ハハア！　私わたくしめにお任せ下さい」

　恭うやうやしく頭をたれる強ごう欲よく大臣の口元が上がっているのを、二人とも見み逃のがさなかった。

　予定されていた外交政策の一いつ環かんである昼食会を前に、宮きゆう廷てい料理人が不在になる異常事態はありえる事ではない。

　幾らティアリスが国内で白眼視されていても、彼女は王族なのだ。

　にもかかわらず、王族の勅ちよく命めいが行き渡わたっておらず、直前でこんな事態に陥おちいるなど、意図的に何者かの介かい入にゆうが無い限りありえない。

　言ってしまえば家臣からの明確な反乱行こう為いだ。

　つまり……それほどまでに第三王女ティアリスは舐なめられているのだ。

　目の前の黒幕に。

『私が……私が付いていながら……』

　黒幕が目の前にいる事が分かっているのに何もできず、そしてその黒幕に頼たよらなくてはならない事実に、キリカは歯を食い縛しばっていた。

　キリカの目に映る親友の顔は動かない。

　コレほどまでの侮ぶ辱じよくを前にしても『笑顔の仮面』を微び動どうだにせず……微笑ほほえんでいた。

　張り付いた……凍こおりついた心のままに。

　しかし、黒幕のシナリオはこれで終わりではなかったのだ。

　その事件は昼食会の最中に起こった。

「お味はいかがですか、アリーシャ王女？」

「別に。わらわにとっては……いつも通りだ」

　食事を口にして、表情も変えずにそう言ったアリーシャ王女の言葉に空間が凍った。キリカがフォローに入ろうとする前に、遮さえぎるようにアリーシャ王女御お付つきの騎き士しは叫ぶ。

「無礼な！　エルモントは焰ほのおの国に対し、このような侮辱で応こたえるのか！　我が主あるじは『不味まずい』とおおせであるぞ！」

　大げさに怒りの声を上げる騎士の声が会場中に響ひびき渡った。

「このような会に我が国の王女を招くなど、ティアリス王女は戦乱をお望みか!?」

「な!?」

　キリカは耳を疑った。

『なぜあからさまにティアの責任として謗そしりを受けなくてはならないのだ？』

　動どう揺ようを隠しきれず行動を起こせずにいたキリカは、その後に続いた自国の大臣の言葉にさらに驚きよう愕がくする。

「申し訳ございません、今回昼食会を担当したのは私です。本日急きゆう遽きよ準備した為ために至らぬ点もございますかと存じます……すべては私の責任で……」

　その言葉を聞いたときに、すべての出来事がつながったようにキリカは思えた。この大臣と焰の国の騎士は繫つながっていたのだ。

　今回の昼食会は第三王女の主しゆ催さいだと通達されている。だが、実際はどうだ。

　結局準備はすべて大臣が行い、国家間の問題が起こった際も解決は大臣に任せきり。

　第三王女は自らの役目を放ほうりだした『役立たず』にしかみえないだろう。

　そんな状じよう況きよう下で、自分がフォローをしているとアピールする為の布石だったのだ。

　キリカは唇くちびるを嚙かみしめながら、一転にこやかに大臣の謝罪を受け入れる騎士をにらみつけた。

「いや、こちらこそ言い過ぎました」

「やはり主君が役立たずだと、家臣が有能でないとな……」

「本当だな……やはり役立たずは役立たずか……」

　無能な主君を守る為の家臣の姿。そんな光景に会場内からは感かん嘆たんの声が漏もれ聞こえる。

　大臣は会場の中心で恭しく言った。

「いえいえ、主君をフォローできてこその家臣ですから……」







「あの野や郎ろう！　妨ぼう害がい工作の張本人が抜ぬけ抜けと……」

「キリカ……もう良いのです……」

　憎ぞう悪おの感情をむき出しにするキリカにティアリスは言う。

　何の感情も無く、冷え冷えと、淡たん々たんと……。

「ティア……何を言って……」

「私は……『エルモントの役立たず』なのですから……」

　滅びの始まりは、特異点たる王女が諦あきらめた時、愚ぐ者しやが喝かつ采さいを受けたその時より始まる。

























「コウさ～ん、おはようございま～す」

　最近一いつ緒しよに朝食を取る事が日課になっているティアが、明るい挨あい拶さつで道具小屋の扉とびらをノックする音が聞こえる。

「？　まだ寝ねていらっしゃるのかな」

　返事が無い事を気にしていたようだったが、彼女がドアノブを回すと扉はあっさりと開く。

「開いてる？……コウさ～ん、起きて……」

　ティアの言葉が俺の姿を目に留めた瞬間、止まった。

　感じ取ったのだろう。

　返事もせず、ただ正面から座ってティアを見み据すえる俺が放つ、不ふ穏おんな空気を。

「あ……あの？　コウさん？」

「ちょっと……座ってもらえるか」

「え？……はい」

　俺の雰ふん囲い気きの違ちがいに戸と惑まどった様子、明らかに不安を感じているようだが、それでもティアは俺の正面に腰こしを下ろす。

　その様子を確かく認にんしてから、俺は口を開いた。

「今日はどうしてもお前に確認したい事が、いや確認しなきゃいけない事がある」

「……はあ、それはいったい」

　ティアはキョトンとした表情で小首を傾かしげる。普ふ段だんと変わらない仕草、いつもであればたまらなく愛いとおしいその様に俺は耐たえ切れなくなって言う。

　彼女が一番知られたくなかった真実を。

「……ティア、いや、『ティアリス・Ｅ・カルヴァドス第三王女殿でん下か』」

「!!」

　その瞬間、ティアの目が驚愕で見開かれた。

「な……なん……で……、いつ……？」

「知ったのは昨夜だよ……決め手になったのは君の肩の紋もん章しようだけど……そいつが王家の証あかしなんだろ……その事実も昨日知った」

　今は隠かくれて見えない左ひだり肩かたをティアは咄とつ嗟さにかばう。

　肩に現れる『鳳おおとりの紋』、それはエルモント王家の者に代々現れる。

　膝ひざが震ふるえ出し、ともすれば泣き出しそうな表情のティア。この表情が噓うそだとは思いたくなかった。でも、どうしても確かめておきたい事があった。

「聞きたい事があるんだ」

「え……？」

「なんで一国の王女様が、一いつ介かいの庭師に変装までして会いに来る必要があったんだ？」

「そ、それは……」

　俺の質問に言いよどむティアを真っ直すぐに見つめ、俺は更さらにたたみかける。

「自分よりも『役立たず』な俺に興味があったのか？」

「!!」

　驚おどろいて俺を見上げるティアの顔は真っ青になっていた。

　その顔、その反応が自分の予想を肯こう定ていしてしまう。

　昨夜、彼女が第三王女だと判明してから何よりも気になっていたのは、何故なぜ彼女は俺に会いに来ていたのかということだった。

『役立たず』と揶や揄ゆされる自分よりも魔ま力りよくの無い、更なる役立たずの存在。自分よりも下を見つけて、もしかしたら安心したかったのかもしれない。そう不安に感じていたのだ。

「否定……しないんだな……」

「…………」

　俺は少々の憤いきどおりと膨ぼう大だいなガッカリ感のせいで、言葉が辛しん辣らつになるのを抑おさえる事が出来なかった。

　今まで俺のスキル目当てで近付いて来る女子は大勢いた。あくまで俺じゃなく、俺のスキルに興味を向けた女子たちが。

　異世界に来ても、そんな傾けい向こうは変わらなかった。

　別にその事が不満と言うつもりはない。

　でも、この娘こは──ティアは違うと思っていた。

「さすがに……傷付くぞ」

「申し訳……ありません……」

「結局、お前も俺のスキルが、『魔力が無い』って事実が重要だったって事か……」

「そ、それは違います！」

　俺の言葉に消しよう沈ちんしていたティアが唐とう突とつに顔を上げて抗こう議ぎした。

「何が違うって言うんだよ!?」

　情けなくも女子に語気を荒らげてしまうのを抑えられない。

　だが、そんな俺の言葉にビクつきながらも、ティアは口を開いた。

「コウさんの言う通りです。最初はそうでした。自分よりも下の人を見つけて……初めてちょっと安心してしまいました。誰だれよりも役立たずと呼ばれる苦しみを、重荷を知っていたはずなのに……」

　一気にまくし立てる彼女の瞳ひとみからは涙なみだが流れていた。

「私は……最低な王女です……」

　やばい、泣かせた。

　それだけで、俺の中にあれほど渦うず巻まいていた怒いかりが萎しぼんでいく。

「でも、コウさんと出会ってから、ただの一度として貴方あなたに優ゆう越えつ感を覚えた事などありません！」

　そこまで言ってティアは泣き崩くずれてしまう。

　しかしそれでも嗚お咽えつを堪こらえて声を絞しぼり出す。

「貴方が、私に与あたえてくれたのは、感動と安らぎ、だけです」

「え……？」

　ティアの予想外の言葉に俺は息を吞のんだ。

「魔力のない故郷の話も、魔力に頼たよらない美味おいしいご飯も、そして何よりも魔力に頼らない貴方の姿勢そのもの……異世界人である貴方には普ふ通つうの事なのでしょうけど、その全すべてが私の憧あこがれであり、そして理想でした。コウさん、最初に貴方を訪ねた理由は貴方の言う通りです。でも……ここに通い続けた理由は違います」

「……なんだって言うんだよ」

　俺の言葉にティアは弱々しく、だがハッキリと言った。

「楽しかったんです。貴方とお話しする事、貴方とお食事する事、貴方とお仕事する事、その全てが……貴方といる時はいつだって自分が自分でいられたから……」

　俺の心根をズキリとした痛みが走る。

　その言葉を言う彼女の表情に噓うそ偽いつわりはない。そもそも彼女は噓偽りを唱えられるほど器用ではない。そんな事、毎日のように会っている自分には分かっている事だ。

　分かっていたはずなのだ……俺には。

　噓が苦手な王女がやむなく付けた『笑え顔がおの仮面』を、彼女は変装する事で、俺の前では外していた。

　噓をつく事で本音を語っていたのだから。

　感情に任せて憤っていた事実が急に恥はずかしくなる。

「私にとって権力と魔力は解く事が敵かなわない呪のろいです。立場と役立たずの事実が前提である限り、その事を見ずに私だけを見てくれる人は……残念ですが、いません」

　更に胸の奥がズキリと痛む。

　魔力が前提であるこの世界、その事がある限り、残念ながら親友と称しようするキリカさんでもティアの苦しみは共有できないのだ。

　そしてティアが呪いだと言った言葉、俺には理解できる気がした。

　日本での俺は彼女とは逆、『役に立つ』と言われて来た。その事実を悪かったと言うつもりもないし、そもそもティアに比べれば苦痛なんて微び々びたるものだ。

　でも、好意を持って頑がん張ばっても空回りするばかり、いつも俺は万ばん能のうスキルのフィルター越ごしに見られていた。

　誰もが……俺自身を見てはくれなかった。

　彼女が、ティアが王女だと知って、一番ショックだった根幹、それはなんだった？

「貴方は……魔力や王族といった事に関係無く、私を……ティアというただ一人の私を初めて見てくれた、認めてくれた人でした」

「!!」

　同調、とはまさにこの事なのだろう。それこそ俺と同じ気持ちだった。

　ただ一人で良い。

　俺という一人の人間を、スキルだの打算など関係なく認めてくれる。

　そんな大切な人が……。
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　そうしてしばらく泣き続けていたティアが、ふらりと立ち上がり、そして俺に向かって頭を下げた。

「……本当に申し訳ありませんでした」

　上げたその顔を見た瞬しゆん間かん、俺は衝しよう撃げきを受けた。

　その顔に涙は既すでに無く、仮面が張り付いている。

「もう二度と、ここへは訪おとずれません。失礼いたします……」

　ティアはそう言うと小屋から出て行こうと踵きびすを返した。

　このまま出て行くために。

　二度とここへ訪れないために。

　二度と来ない？　あんな悲しい泣き顔を、あんな冷たい『笑顔の仮面』を最後にして、もうここには来ないつもりなのか？

　初めて出会えた、俺を認めてくれた女の子が……。

　ダメだ……それはいやだ!!

　そう思った瞬間、俺の中に芽生え始めた罪悪感と共に何かが吹ふっ飛んだ。

「待てや、このバカ娘むすめは！」

「は、はい!?」

　唐突な罵ば倒とうにティアはキョトンとした表情で振ふり返った。

「だれがこのまま帰って良いって言った！　楽しかったのが自分だけだとでも思っているのか!?」

「は？……え？」

「俺はいつもいつもティアってメイドが笑顔でここに来るのをどれだけ楽しみにしていると思っている！　そんな気分の悪い張り付いた笑顔で帰るのは俺が許さん！」

　勢いに任せた俺のあまりに勝手な言葉に、最初は面めん食くらった様子だったティアであったが、次し第だいに何かが吹っ切れたようにまくし立てる。

「き……気分が悪いとは何ですか！　女性の顔に向かってそれはあまりに失礼ではありませんか！」

「気分が悪いから悪いと言ってんだよ！　それが最後!?　二度と来ない!?　ふざけんじゃねーぞ！　もっとマシな顔になるまで俺はお前を絶対帰してやらん！」

「な、んですって！　コウさん、幾いくらなんでも無礼が過ぎます！」

　そんな怒り顔になってまくし立てる彼女の顔は『笑顔の仮面』など問題にならないくらいに魅み力りよく的なものだ。

　そうだよ、どうせならそんな顔を見せやがれ！

　そして、そんな彼女に俺は宣言する、ある意味究極の不敬罪を。

「それと、今さら身分制度のゆるーい日本人の俺に『姫ひめ』とか『様』とか付けての敬語なんか期待するなよ！　呼び捨てで呼べって言ったのお前なんだからな！」

「……え」

　俺はキョトンとしたお姫様に、この国で一番偉えらい王族様に言ってやる……満面の笑顔で。

「俺はお前の事、ティア以外で呼ぶ気は無いからな！」

「……!?」

　自分の立場がどうあれ呼び方を変えない、それは俺からの完全な友達宣言。

　俺の言った言葉に意味を理解した途と端たん、彼女の瞳から再び涙が流れ始める。

　その顔には、最も早はや仮面などどこにも見当たらない。

　ティアは涙を拭ぬぐうと実に晴れやかな笑顔で答えた。

「はい……ハイ！　望むところです！　受けて立ちましょう！」

　俺は天てん井じようを見上げて呟つぶやいた。

　多分そっちの方向にいるんじゃないかと思われる女め神がみに向かって。

「汚きたねぇ女神様だな。アンタ、俺がコイツを見捨てられなくなるタイミングを見計らってただろ？」

　俺はおもむろに立ち上がり、宣言する。

「アンタの言う事、全部信じてやるつもりは無いけどなぁ、この娘が困っているなら……放ほうっておける訳ねーだろが！」

　気合い一発、俺は自分の頰ほおをバシッと叩たたいた。

「俺は悲劇が大だい嫌きらいだ。どうせなら……皆みんなでゲラゲラ笑えるコメディーを要求する！」

「……コウさん、一体何を言っているのです？」

「……独り言だ、気にするな」

　腫はれぼったい目で言うティアに、俺はシレッと答えた。

　だが次の瞬間、ドバンと道具小屋の戸を蹴け倒たおして侵しん入にゆうを果たした人物が突とつ如じよとして現れた。

「ティア！　一体どうしたの!?　何があった!?」

　慌あわてて駆かけつけたのはキリカさんだった。

　ティアの号ごう泣きゆう＆怒ど号ごう、そんな非常事態にこの人が動かない訳は無い。

　第三王女専属護衛師にしてティアの大親友が。

　その親友さんは初見の時と同様に一いつ瞬しゆんにして状じよう況きようを自分なりに判断したようで、立ち上る怒りの闘とう気きを隠かくそうともせずに俺を睨にらみ付けた。

　あ、やばい……考えてみるとこの状況はマイナス要因しかない。

　向かい合う男女、そして女性側の明らかに今まで泣いてました的な腫れぼったい目。

　どこをどう見ても『俺が一方的にティアを泣かせた』様にしか見えないじゃないか！

「見み損そこなったぞ！　ダイチ！」

　叫さけぶと同時にキリカさんは地面を蹴けった。

「待ってキリカ！　これは……」

「ごべ!!」

　刹せつ那なの出来事、ティアの俺をかばう声が聞こえたのは、残念な事に俺の右顔面辺りに爆ばく音おんが響ひびき渡わたった後であった。キリカさん……いい、パンチだぜ。

　その後、俺の意識回復、状況の説明、更さらにキリカさんの謝罪で数十分の時間を要する事となった。

「ゴメン、本当にごめんなさい！　ティアが泣かされたと思ったら、頭が真っ白になっちゃって……」

　申し訳無さそうに平謝りするキリカさんだったが、ハッキリ言うと怒おこる気にはなれなかった。むしろ都合が良かったくらいだ。

「……いや、むしろありがとう。どんな理由でも女の子を泣かせたんだ。その報むくいだよ」







「キリカ、知っていたのですか？　私がここに来てる事」

「一応私は貴女あなたの専属護衛師だよ？　主あるじの動向を探さぐるのも仕事のウチ」

「俺から聞いた話が最初だったろうけど」

「まーね、ティアってのは私達友人の間でのみ使ってた愛あい称しようだったから」

　多分先日俺が報告した『ティアってメイドと仲良くなった』の情報でキリカさんには変装の件はバレてると思ったら案の定、本日は小屋の裏で待機していたのだそうだ。

　護衛師としては主を男と二人きりにもしておけない、でも主の邪じや魔まになる行動もしない、そんな彼女の気き遣づかいがそこにあった。

「偽ぎ名めいくらい、ちゃ～んと考えなきゃ。食事係のティアちゃん？」

　そう言うとキリカさんはティアの額をピンと弾はじいた。

「なんですか、もう！」

　額を押さえてむくれて見せるティア、その姿は微笑ほほえましく親友同士にしか見えない。

　キリカさんという護衛師がいたからこそ、笑え顔がおの仮面なんて付けて虚きよ勢せいを張って生きるティアも心の平静を保つ事が出来ていたのだろう。

　俺は三人分の座ざ布ぶ団とんを板の間に敷しいた。

　各おの々おのに俺は胡坐あぐら、ティアは女の子座り、そしてキリカさんは何と正座をしていた。

「ところでティア、昼食会の準備は進んでるのか？」

「え？」

　俺のあまりの唐とう突とつな質問にティアはキョトンとする。

　それはそうだろう、今までの会話内容からしても、繫つながりの無い不自然な質問なのだから。しかし、聞かなくてはいけない質問だ。是ぜが非でも。

「ひと月後の昼食会ですか？　順調だと思いますけど……」

　小首を傾かしげて言ったティアの言葉、その言葉で俺の全身に寒気が走った。

　くそ、女神の言った通り、彼女は現場の状況を知らない。

　いや、そうじゃない。知らされていないんだ。すなわちすでに、《Ｅのランチタイム》への布石があるってことか。

「ダイチ、確かこの前も君は私に同じ事を聞いたよね？」

　俺の行動に不ふ審しんなものを感じ取った様で、キリカさんは表情を険しくして聞いてくる。

「前にも言った事だけど、各国首脳を集めた昼食会に庭師は関係が無いよ？　それなのに何故なぜそんな事を聞くの？　いいえ……」

　キリカさんは言葉を切ると俺を見み据すえてハッキリと言った。

「君は一体、何を知っているの？」

「さすがは護衛師、主人の危機には敏びん感かんだね」

「え？」

　俺の言葉にむしろ横の主人であるティアが間の抜ぬけた声を漏もらす。

「約一ヶ月後に迫せまる『各国首脳を招待する昼食会』、コイツには間ま違ちがいなく邪魔が入る」

「ど、どういうことですか!!」

　俺の言葉に明らかに驚おどろきを見せるティアに比べて、キリカさんの表情には変化がなかった。どうやらある程度は予想の範はん疇ちゆうらしい。

「ダイチ……その情報……どこから？」

　すっと目を細めて言うキリカさん、護衛師として主の敵となる者へ警けい戒かいを強めたようだ。

　さすがに情報ソースが女神とも言えないので、俺は自分の情じよう報ほう網もうからそれっぽい、あながち間違っていないであろう事実をでっち上げる事にした。

「メイドさんたちから小耳に挟はさんだ情報なんだけど、どうも宮きゆう廷てい料理人たちが最近色々な理由で王宮内から外に出ているって」

「料理人たちが？」

「………………………………」

「バカンスに行った。大きな借金で夜よ逃にげした。遠えん征せいに付いて行った。理由は様々で全部バラバラの噂うわさ話ばなしだったんだけど……。まとめて考えるとさ、どうしてだか昼食会前後に宮廷料理人がいない事態になるんだよね」

「ええ!!　それじゃあ、お料理が！」

「……なるほど。そう来るか」

　一々驚くティアに対して、俺の言葉にキリカさんは思案を巡めぐらせているようだ。恐おそらく彼女の脳のう裏りには心当たりの人物がリストアップされているのだろう。

「確かに、妨ぼう害がいするなら作り手が手っ取り早いね」

「でも、お料理が出来ないんじゃそもそも昼食会が……」

「キリカさん。この妨害してくる黒幕を、今から告発するってのは……可能かな？」

　俺の曖あい昧まいな言い方の意図は通じたらしく、キリカは首を横に振った。

「ムリでしょうね。仮にその黒幕が私の予想通りの人物ならば、足の付く証しよう拠こは何一つ残していないと思う。奴やつは今までそんな所業を星の数ほどこなして……それでも今の地位を確立しているのだからね」

　だろうな。残念ながらそれは俺も同意見、むしろ〝だからこそ〟大臣の地位を確立しているとも言えるのだろう。

「下手に突つっつけば、王族のティアは疑ぎ心しん暗あん鬼きの笑い者にされて、立場を失う。私やダイチは良くて失業、悪けりゃ侮ぶ辱じよく罪で投とう獄ごくかな……」

「ぐ……投獄か……。さすがに牢ろう屋やはもうカンベンだな」

　王族のティアと違ちがって、キリカさんは第三王女専属護衛師とは言え平民上がり、俺に至っては他所よそ者ものだ。

　王国の上層部にとって無い罪を被かぶせるなど朝飯前だろう。

「とは言っても宮廷料理人たちを抜きで各国首脳を交えた昼食会だなんて……」

　ティアの呟きは三人の心情を表していた。

「大体さ、会に来る各国首脳陣じんって連中は、どうせ晩ばん餐さん会なんかは行き飽あきているブルジョアな連中なんだろ？　並の料理人を雇やとって、並の料理を出したところで……納なつ得とくするのか？」

「その通りね。仮に料理が得意なメイドや城下町の料理人を雇ったところで、到とう底てい宮きゆう廷てい料理人たちには及およばないでしょうね……憎にくたらしいけど効果的な策略だわ」

　示し合わせてもいないのに「う～ん」という唸うなり声がユニゾンしてしまう。

　……ああ、いかんいかん。こんな雰ふん囲い気きは学校でも感じた事がある。

　委員長辺りが「意見ありませんか～」って壇だん上じようで言って、生徒全すべてが黙だまり込むアレ。

　こうなってしまうと一巻の終わり、アイディアが詰つまって何も出てこなくなるのだ。

　自分も含ふくめてな。

　俺は立ち上がって二人に言った。

「ちょっと落ち着こうぜ、お茶でも淹いれるよ」

　数分後、俺は二人の前にティーカップとお茶ちや請うけを差し出した。

「あの……コウさん？　これって、昨日の？」

「野菜……に見えるけど？」

　不思議そうな目付きで目の前のお茶と『漬つけ物もの』を凝ぎよう視しする二人の反応で俺は気が付いた。

「あ……そうか、普ふ通つうお茶にするって言ったら茶ちや菓が子しだもんな」

　俺の言葉に再度首を傾げる二人、お茶＝甘いお菓か子しの図式は普通の感覚なのだから無理もない。

「ゴメンゴメン、俺の国……と言うか俺ん家ちの習慣なんだよ、無糖のお茶に漬物を合わせるってのがさ」

「無糖のお茶？」

　異世界のこの国には、紅茶に似たお茶がある。

　そいつにたっぷりと砂糖を入れて飲むのがこの国の一いつ般ぱん的なスタイルなのだが、俺は緑茶代わりに砂糖抜きで飲用しているのだ。

「まあ試ためしてみてよ。合わないなら無理しなくていいからさ……」

「ハア……それでは……」

「試して……みますか……」

　ズズズズズ………………ポリポリポリ………………。

　それから数分間、ティーカップでお茶を啜すすりながら漬物をお茶請けにする王女と護衛師と庭師という……実にシュールな状況が生まれた。

　特にキリカさんは正座でやたらと姿勢がいいから、より際きわ立だっている。

「うん……イケるね……」

「本当、甘みの無いお茶は初めてですけど……悪くないですね……」

　おや？　意外と好こう感かん触しよくだったか？

「悪くない？　本当にそう思う？」

　しくじったかと思い聞くとティアは微笑んで言う。

「ハイ、お茶は甘い物と一いつ緒しよと思い込んでいましたけど……これも予想外に気に入りましたよ」

　そう言って再度漬物を突っつくティア。彼女のそんな姿に俺の脳裏に何かが閃ひらめいた。

　苦いお茶にしょっぱい漬物、そんな違う文化の習慣……。日本から持って来た違う習慣。

　グルグルと駆かけ巡る言葉の羅ら列れつ……それらがパズルのように合わさって、最後に昨日のティアの言葉が蘇よみがえる。




『あ～あ、王国の昼食会もコウさんがお料理すれば良いのに……』




「それだああああああああ!!」

「わあ！　なに!?　なんですか!?」

「何なの急に!?　おどかさないでよ！」

　勢いよく立ち上がった俺に驚くティアと苦情を言うキリカさんだが、構わずにまくし立てる。

「予想外に美味おいしい！　今俺たちに出来るのはこれっきゃない！」

「そ、それは一体なんです？」

　ゴクリと生なま唾つばを飲み込む二人に、俺はボソリと言った。

「ジャパニーズ……おもてなし、昼食会を日本風にする！」

　数分後、初めは半信半疑な顔をしていた二人だったが、次し第だいに興奮を隠かくしきれない表情に変化していった。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです!!　いけます！　いけますよそれ！　コウさん、絶対にそんなのどの国の王族も見た事も聞いた事も無いです！　きっと凄すごい昼食会になります！」

　話している内にテンションが上がってきたティアは俄が然ぜん乗り気になっていた。

「……確かに常じよう套とう手しゆ段だんが断たたれるなら、珍めずらしさで勝負するのも手か……」

　興奮するティアとは対照的に冷静に分ぶん析せきするキリカさん。どちらにしても反論は無いようだ。

「良いのか？　本当に博打ばくちだぞ？」

「大丈夫です！　乗りますその博打！　私コウさんに全てベットします！」

　一国の王女がノリでとんでもない事を口走っていた。

「ちょっと、うちの娘こに妙みような事教えないでよ……」

「俺は教えてねーよ、親おや御ごさん……」

　キリカ母さんのジト目をかわして、俺は気を取り直す。

「さて……時間は一ヶ月しか無い、手っ取り早く出来る事をしないと……」

　俺がそう言った途と端たん、それまでテンション高めだったティアの表情が急に曇くもった。

「……どうしたティア？」

「い……いえ、申し訳ありません。主しゆ催さいなのに……。私が出来る事……何もありません」

「なんだって？」

「……コウさん、私が『エルモントの役立たず』と言われている理由が、二つある事を知っていますか？」

「二つ？」

　一つ目は、当然王族なのに魔ま力りよくが極きよく端たんに低い事だろう。ただもう一つというのは聞いた事がなかった。

　ティアは床ゆかに落ちていた花の種を見つけると、手の平に載のせて目を瞑つむった。

「二つ目の理由は……これです」

「!?」

　その瞬しゆん間かん、手の平に載せた種から淡あわい光が漏れ出し始め、種が割れたかと思うと一気に茎くきが伸のび始め、一輪の赤い花が咲さき誇ほこった。

「こ……こいつは……」

　それは俺がこの世界に召しよう喚かんされた時、初めて目にした魔ま法ほうそのもの。

「植物の生育魔法。この世界において私にしか使えない魔法ですが、魔力の低い私に使用できるのは１日に精々１～２回、それも一つの植物にしか使えない制限があります……」

　つまりはこの魔法で一面の田畑を実らせる事は出来ないという事なのだろう。

　そんな事が出来ていたら彼女は間ま違ちがいなく『役立たず』などと呼ばれていないはずだ。

　ティアは紅あかい花をそっと床に置いて目を伏ふせた。

「戦いでは何の役にも立たない魔法の使い手、それこそがエルモントの役立たずの所以ゆえんです……」

　そう言えば他ほかならぬティア本人から聞いた事である。

　王族に求められるのは国民を守れるほどの『魔力』、平たく言えば『戦せん闘とう力』であると。

　つまり『魔力』＝『戦闘力』の考え方が一般的なのだろう。

　彼女がより役立たずの烙らく印いんを押される原因はその辺なのだろうが……。

　呟つぶやくティアを痛々しくキリカさんは見つめる。

　親友が役立たずと呼ばれ傷付く姿を一番間近に見て来たのは彼女だ。

　その二人の態度で分かる。つまり何だかんだ言っても彼女達もこの世界の常識で考えているのだから……だからこそ気が付いていない。




　ティアが、ティアだけが唯ゆい一いつ使えるこの魔法の千金の価値に。




　俺はティアの両手をがっちりと摑つかんだ。

「……え？」

「こ～のバカ！　こんな凄い特技があるなら、何故なぜ最初から言わない！」

　俺は若じやつ干かん興奮して彼女の両手をブンブンと振ふった。

「あ……あの、聞いてました？　１日１～２回、しかも一つの植物にしか……」

　褒ほめられる事になれていないようで、咄とつ嗟さに否定的な事を口にしてしまうティア。

「お前こそ何を言っている！　それがどんなに凄い事か分かってないな！」

　とにかくこれでやるべきことはハッキリした。あとは実行するだけだ。

　俺は今回の計画──いや思い付きを実現するために、必要な物をピックアップしていく。俺はこの世界の文字は書けないから、キリカさんが箇か条じよう書がきにしていってくれたわけなんだけど、全部を書き終えた時には、そのやるべき事と必要な物の多さに溜ため息いきがこぼれた。

　代筆していたキリカさんも同じように溜息を吐つく。

「調理は元より、洋裁、服ふく飾しよく、大工仕事、土木作業、資材の発注、食材の仕入れ、言うまでも無いけど……三人じゃ致命的に人手が足りないね」

「そうですね……」

　嘆なげくのも無理はない。今回の計画は黒幕サイドに情報の漏ろう洩えいがあっては困るのだ。したがって、ただ人材を集めれば良いという訳ではない。

　信しん頼らい出来て、料理、大工仕事など特とく殊しゆ性のある仕事に秀ひいでた連中でなくてはならない。俺たちの中で一番知り合いが多そうなのは……。

「キリカさん！　あなたは地元に顔が利きくよな!?」

「ええ、城下町なら大体知り合いだから……」

「よし、なら仕入れと人員確保を頼たのんでいいかな？」

「……オーケー」

　キリカさんは了りよう承しようをしてくれたが、「けど」と言葉を続けた。

「食材の確保はなんとかなるとしても、問題は人手ね。信用できる仲間はいる事にはいるけど、登城出来る奴やつは大たい概がい軍人連中だからね。力仕事なら問題ないけど、特殊作業にはどうしても向かないよ」

　ティアは言うまでも無く、そもそも彼女には親しい人自体が少ない。

　顔を背そむけるティアは何やら申し訳なさそうにも見える。

「そうかぁ。キリカさんに当てが無いとなると……」

　その時、変な話だが異世界人であるはずの俺の脳のう裏りに一つのアテが思いついた。

　業務上口が堅かたく、日常生活や雑務のエキスパートであり、王城内部にも立ち入る事を許された人たち──そうメイドさんたちだ。

　ただ、彼女たちに協力を仰あおぐ為ためには、どうしてもやらなくてはならない事がある。

　その事をティアに告げると、彼女は真っ青になって後ずさった。

「ええ!!　わ、私がお願いするのですか!?」

　その表情からは「そんな事を何故私がしなくてはならない」といった王族特有の高こう慢まんな態度は感じられない。そもそも彼女がそんな高慢ちきだったら、笑え顔がおの仮面を付けて苦しむ事も無かっただろうに。

「……自分の、役立たずの言葉になんて、誰だれも耳を貸さない……そう思うか？」

「[image: !!!!]」

　図星だったらしい。全く、どこまで卑ひ屈くつなお姫ひめ様なんだか……。

　だが、だからこそ、それは彼女の弱点であり、そして武器になる。

　俺はビクつくティアの両りよう肩かたを摑んで正面から向き合った。怯おびえた小動物系の顔が真正面から飛び込んでくる。

　ぐ……やばい、女子に対してこの姿勢は正直ハズイ。

　踏ふん張れ俺の両足、まだ逃にげてはいけない！　あとキリカさん、背後から槍やりを向けないように！　危害は加えないから！

「いいかティア、城の連中がなんでお前を『役立たず』『仮面王女』と呼んでいると思う？」

　俺のぶしつけな質問にティアの表情が一気に暗くなった。

「そ、そんなの……決まっているじゃないですか。魔力が……」

「いいや、違ちがう」

「え……？」

　俺は彼女の間違いをバッサリと切り捨てた。

「確かに要因の一つではあるけど、そもそもの原因は王城の連中も国民もティアというお姫様の事を知らないからだよ」

「あの……それは一体？」

「大半の人間は風評でしかティアを知らない。知らないから風評のみを信じる。役立たずの仮面王女だってな。俺だって最初はそうとしか聞かなかったし……」

　日本での情報源、特にテレビなんかはその傾けい向こうが顕けん著ちよだろう。知らない人の知らない情報は自分で判断するしかないが、判断材料が無ければ風評を信じる。そもそもここには確かく認にんする為のインターネットも無いのだから。

「そう、知らないんだよ。ティアって王女はメイドに変装して、庭師の飯を箸はしでかっ食くらって笑ったり、怒おこったり、泣いたりするオチャメな女の子なんだって」

「ぷ！」

　背後からキリカさんが噴ふいた声に、ティアは明らかに赤くなった。

「でも！　だったらどうだと言うのです!?」

　恥はずかしさを誤ご魔ま化かす為、勢い込む彼女に俺は言った。

「簡単だよ。知ってもらえばいい」

「知ってもらう……ですか？」

「自分の意志で、自分の言葉で知って欲しい自分を知ってもらうんだよ。ティアって王女はこんな奴ですって」

「自信……無いですぅ～～～～」

　このままじゃ溶とけるんじゃないかと思う程ほど、ティアはヘニョ～と床に頽くずおれていく。

　そんなティアの様子を見守りながら、キリカさんが俺に問いかける。

「それで？　ダイチはどうするの？」

「俺は製作と、指導も必要だし、とにかく現場に当たる事が多いけど……まずは……」

　もう一度ティアの両手を握にぎって、俺はニヤリと笑って見せた。

「まずは、この娘こに用事があるからな。この娘にしか出来ない大事な用事が……」

「……私にしか……出来ない事？」

　俺の企たくらみを全く理解していないティアは、いまだにヘニョ～と頽れたまま目を白黒させた。

「ああ、だけどまず何よりも先にお前に叩たたき込まなくてはならないモンがあるな」

「私に？　一体何を？」

　不安そうに見返すティアに俺はニヤリと笑って言った。

「大和やまと魂だましい……」

「ヤマト……ダマシイ？」

「とにかくティアに必要なのは度胸だ。だから、メイドさんたちにお願いするとき、俺とキリカさんは一いつ切さい手伝わないからな」

「えぇぇぇぇえぇぇ!?」

「ほれ、骨は拾ってやる。当たって砕くだけて来い」

　頭をポンと叩くとティアはうつ伏ぶせになって呟く。

「ヤマトダマシイは大変ですぅ～～～」




　　　　＊




　翌日、俺は気合いを入れてティアを出で迎むかえていた。

　頭に捩ねじり鉢はち巻まき、さらしを巻いて雪せつ駄たに脚きや絆はん、上に羽織った半はつ被ぴの背には丸の中に堂々と張り付いた『耕』の文字。

　それはそれは見事な一昔前の日本の庭師の姿、勿もち論ろん自作の特製品だ。

「コ……コウさん、どうなさったのですか？　その格好は……」

「似合わないかな？」

　やってきたティアは、俺の言葉に何故か顔を赤らめて手を左右に振った。

「い……いえ!!　あつらえたようにお似合いです！　それもコウさんの故郷のお洋服なんですか？」

「ん～実際にはちょい古いんだけど、それは気合いの表れって事で……」

「気合い……って、コウさんに何か気合いが必要なんですか？　今日これから……」

　あからさまにゲンナリした表情でティアは俺を見る。良く見ると整った彼女の顔立ちには似合わない隈くまが目の下に浮ういていた。昨日は眠ねむれなかったらしい。

　そう、今日はティアがメイドさんたちにお願いをする日なのだ。

　道具小屋の前には主立った人たちが集まり始めている。メイド長のアリスさんを筆頭にメイドさんたち、庭師仲間の先せん輩ぱい方、そしてキリカさんの伝つてで集められた兵士諸君である。

　みんなどうしてここに集められたのか知らないようで、キリカさんから今日集まってくれたことへの感謝が述べられると口々に、「で、何の用事なんだー」という野次が飛ぶ。

　それを抑おさえるように手を前に出し、キリカさんは「詳くわしいことはこの方から」と言ってティアにバトンタッチした。

　突とつ然ぜんの第三王女の登場に、その場の全員が息を吞のむ。

「ティアリス姫様だ……」

「お姫様が俺たちに何の用事なんだ……？」

　本来であれば、姫が直接自分のお付きでもない使用人の前に姿を現し、直接何かを命じる──いや、お願いをすることなどありえ無い事だ。

　だからこそ、この場でティアが皆みんなに願い出る行こう為いには意味がある。

「あ……あの……」

　集団を前にしたティアはしどろもどろ、何か言おうとしているのに言葉に詰つまってしまっていた。

　次し第だいに集まった人たちからもヒソヒソとした声が聞こえて来て、ますますティアの口は硬かたく閉とざされていく。

　顔から表情が消えていく。代わりに貼はり付けられていくのは、笑顔の仮面。

「ヤレヤレ……仕方ねぇな……」

　スパアアアアアアアン！

「ピ！」

　俺はおもむろに振ふりかぶってティアの尻しりにハリセンを叩き込んだ。

　ハリセンのいい音と、ティアの妙みような声が辺りに響ひびき渡わたる。

「な!!」

「コウ……おま……」

「コウ殿どの！　姫様に一体何を!?」

　驚きよう愕がくする一同……まあ当然の反応だ。王女の尻をはたくなど、普ふ通つうなら死罪ものだ。

　だが、一番彼女を守る立場の護衛師のキリカさんは動きもせず、文字通り目を瞑つむっていた。イコール、黙もく認にんの合図……親友として。

「いっっっっっっったいですね！　何をするんですかコウさん！」

　後ろを押さえて睨にらむティアの目には怒いかりの炎ほのおが燃え上がっていた。

　オーケーその顔が出来れば上等。

「だーかーらーこのネガティブ姫は……これから皆みな様さまにお願いしなくてはいけないってのに、黙だまりこくってどうすんだよ！」

「う……」

「私たちは魔ま力りよくの無い役立たずだから、皆様のご協力が必要です！　助けて下さいってよ！」

「………………っ」

「俺はお前の仮面なんて二度と見たくない。また付けたら俺が直々ブッ壊こわす！」

「!!　わ、分かっています、そんな事！」

　ハリセンを構える俺に彼女はそう言い放つと、今度は目にしっかりと意志の光を宿らせて「えいっ」と背筋を伸のばした。

「皆様、本日はお忙いそがしい中お集まりいただき、ありがとうございます。本日は皆様にお願いしたい事がございます……」

　気を取り直したティアは自分の置かれている現状、昼食会に妨ぼう害がいがある可能性、そしてそれはもう事前に修正できない事などを説明した。

　聞かされた庭師とメイドさんたちの反応は様々だが、一様に痛々しい者を見る目になっているのは否いなめない。

　彼女が主しゆ催さいする昼食会がターゲットにされた理由、そんなものはエルモントの人間であれば誰だれもが知っている事なのだから。

　だからこそ、俺は彼女に授さずけた事がある。

　一いつ瞬しゆんティアと目があう。

　その目は決意の瞳ひとみ、俺からのアドバイスを実行する気だ。

　彼女の決意の瞳に俺も目で返す。

　言ってやれティア！　弱点の克こく服ふくなんかしなくて良い。

　弱点すらも利用しろ！　立ってる者は親でも使え！

「……御ご存ぞんじの通り、私はこの国の王族として役立たずです。民たみを守る絶大な魔力は無く、ただ王族という生まれであるだけで皆さんに王女と呼ばせてしまっている不届き者です」

「「「「「「[image: !!!!!]」」」」」」

「その為ために、こうして国政を占うらなう外交の場ですらターゲットにされてしまいました……。エルモント国民である皆様には大変申し訳なく思います」

　大勢の息を吞のむ声が聞こえる。

　そんな事は誰もが知っている。この国で生活する誰もがだ。

　しかし王女自らがその事を認め、尚なお且かつ謝罪をするなどありえない。

「姫ひめ様……お止やめ下さい！　下働きの我々に謝罪など……」

「そ、そうだぜ！　止めてくれよ！」

　堪たまりかねたメイド長のアリスさんと庭師のジャック先輩が慌あわててそう言う。

　きっと他ほかの連中だって同じ思いのはずだ。

　だって彼女は魔力が低く、王女であるだけ。何にも悪い事はしていないのだから……。

「いえ、本当に申し訳ないのは……これから皆様には、そんな役立たずの為に更さらに労働をお願いしなくてはならないからです……」

「……お願い……ですか？」

　アリスさんの質問にティアは悲痛な顔で頷うなずいた。

「はい。実は昼食会に向けて策があるのですが……先ほどコウさんが仰おつしやった通り、我々は脆ぜい弱じやくな魔ま法ほうしか扱あつかえない役立たず。この策を実行するには致命的に人材が足りません」

　辺りが静せい寂じやくに包まれ、張り詰めた緊きん張ちよう感かんが生まれる。

　本来なら王女として命令すれば良い所なのに、自分の恥はじを認めた上で願い出ているのだから。

「お願いします。王族として役立たずの私には……皆様に願う他ありません！　どうか！」

「「「「「「……………………」」」」」」







　その日からエルモント城内に奇き妙みような変化が見え始めた。

　それは言われても気が付かない程ほどの小さな変化。

　何故なぜか王城内部での雑務を取り仕切るメイドたちのうち、各種業務に当たる人数が一～二人減っているのだ。それは何部門にも分けられるメイド全体には微び々びたるもの、現に業務自体に支障は無く、その事実に気が付く王宮関係者は一人もいなかった。

　毎回十～二十人の手の空いたメイドがいる事に。

　そして庭師たちも元々の人員が少なかったのだが、日常業務に当たる人員が減少、特に最近配属になった新人に関しては姿も見せなくなっていた。

　最後に笑え顔がおの仮面、第三王女ティアリスが最近引きこもり勝ちになって、私室から出て来ないとか……。彼女を無能呼ばわりする連中、特に強ごう欲よく大臣はせせら笑い陰かげで貶けなすだけで気が付く事は無かった。

　自分達が第三王女の姿どころか、その護衛師の姿も見ていない事実に。

　そんな風に、意図的にシフトを変えて時間を作られた人たちは色々な場所に散って、各おの々おのが作戦を展開していた。

　その中の重要な拠きよ点てんは王城庭園の雑木林の奥、景観の問題から庭園から見え難にくいように作られた道具小屋、つまり俺の住すみ処か。

　道具小屋の内部は案外広い。それは一人で住み込むには少々広すぎるくらいに。

　小屋の内部、板の間には現在十数人のメイドさんたちが集まり、真しん剣けんな表情で針仕事を頑がん張ばっていた。

「ダイチさん。こんな感じで、どうです？」

　一人のメイドが布地を広げて見せた。鮮あざやかな色しき彩さいの花はな柄がらが藍あい色いろの布地に一層映はえて美しい。

「凄すごいですね。これなら日本でも売り物になる!!」

「ニホン？」

　怪け訝げんな顔で返されて俺は慌てて首を振った。

「ああ、いやこっちの話……でも凄いよ、熟練の職人並みだな……こりゃ」

　失礼ながら、ここまでの物が出来上がるとは俺も思っておらず、最初は色があれば無地でも良いと思っていた。

　ところが試作一号を完成させた時、それを見たメイド長アリスさんが意見したのだ。

「もしかして、柄があったほうが一層良いのでは無いですか？」と。

　流石さすがに時間的にもムリだろうと思っていたのだが、なんとアリスさんは数日で俺が試ためしに言った絵を布地に見事に作り上げたのだった。

　花や鳥が色とりどり、見事に描えがかれた布地を目まの当たりにして俺は声を上げて驚おどろいた。

「すげぇ!!　一体どうやったらこんな……」

　驚愕する俺にアリスさんはワザとらしく胸を張って言った。

「ふふふ。メイドといえど特技がある方が良いに決まっています。それに我が家は貴族階級になる前は、町の服職人でしたからね」

「服職人って言っても……このクオリティーは……」

　よく見ると布地に施ほどこされた絵は刺し繡しゆうではなく、布自体が染められたように彩いろどられている。

「上級の服職人は水みず魔ま法ほうを熟練させた染物技術《念写》を使いこなします。そして自らの芸術性を商品価値にまで磨みがき上げた者が匠たくみと呼ばれるのです」

「……こいつも魔法の応用って事か」

　得意気に言うアリスさんは、更にメイドの中に二～三人コレが出来る人物を教えてくれたのだった。

「勿もち論ろん水魔法の扱いが拙つたない者、そもそもの芸術性が無い者であれば、思い通りの作品に仕立て上げる事はできませんけど……」

　つまりこれは魔法技術の匠の技わざなのだ。

　まったく、魔法の応用の幅はばは計り知れない。これは正直嬉うれしい誤算、そんな事が出来るのならば発想は無限に広がる。

　早さつ速そく俺は追加作業に念写作業を含ふくめて彼女達にお願いしていた。

　その念写作業も、やはりアリスさんの技術は頭一つ出ている感じで、この現場では最も早はや熟練の職人のようであった。

「……しかしスミマセンね、アリスさん。メイドさんたち皆みんなに御ご迷めい惑わくかけて……」

　俺がそう言うとアリスさんは眼鏡をくいっと上げた。

「何をおっしゃいます、我々メイドは王家に仕える身、王家の御ご息そく女じよティアリス姫様のご要望にお応こたえするのは当然の職務ですよ」

「さすが……」

　淀よどみなく言うアリスさんは堂々としたもので、思わず拍はく手しゆしてしまう。

「それに……わたくしも少々癪しやくですしね」

「癪？　何がですか？」

　俺の疑問にアリスさんは眼鏡をキラリと光らせ、ニヤリと笑った。

「裏で妨害工作をする者が誰かは問うつもりはありません。ですが、宮きゆう廷てい料理人を押さえてしまえば昼食会が失敗すると踏ふんでいる事がですよ」

「はあ……」

「我々メイドたちは買収しなくても良いと踏んだって事ですものね」

「ぶ……くく、なるほどね……」

　アリスさんの言い方に思わず噴ふん出しゆつしてしまった。

「つまり最初に買収して篭ろう絡らくすべきは、私らメイドだろって事？」

「その通りです。まあ、はした金では動きませんけどね？」

　どうせ買収してきても応じないだろうに……。

　俺は見た目堅かた物ぶつ委員長、内面は案外豪ごう快かいなメイド長と実に気が合う事を感じていた。

　そんな感じでアリスさんと談だん笑しようをしていると背後から何やら薄うす暗ぐらい声が掛かかった。

「楽しそうですね……コウさん」

「うわい！　なんだよティア、おどかすな！」

　ティアはいつものメイドの姿でそこにいた。

　あれからティアは「及およばずながら私も参加させていただきます！」と庭師やメイドさんたちに交じって率そつ先せんして作業に参加している。

　まあ、主に引っ張りまわしているのは俺だけどね。

　今は頼たのんでおいた反たん物ものを持って来た様で、両手に抱かかえているのだが、そんなティアが何故か不満げに見える。

「……どうかしたかティア？」

「別に、何でもありません！　コウさん、次はお庭じゃないんですか？」

「おおそうだ、それを置いたら次行くぞ」

　ティアは何やら不ふ機き嫌げんそうに荷台の上に反物をゴロゴロと置いた。

　……何を怒おこっているんだ？

「それじゃあアリスさん、この場はお任せします。目標30着強」

「任されました。あなたもあっちこち大変ですね……」

　そんな短いやり取りをして俺はティアを伴ともない、小屋を出る。

　まだまだやるべき事は山のようにあるのだ。

　外の現場にはキリカさんの職場仲間の兵士たちと、庭師の連中がスコップやツルハシを片手に土木作業に勤いそしんでいた。

「こっちの岩はこの位置に、そっちの穴あな掘ほり班はとにかく線に沿って掘り進んで下さい！」

「ア～イ」「りょうか～い」

　俺の指示に威い勢せいよく返事がくる。

　そんな俺の隣となりで、さっきまで妙みように機嫌が悪いと思っていたティアが、今度はやけに沈しずんだ顔になっていた。

「お～い、お姫ひめ様？　さっきから何を百面相してるんだよ……」

「は？……え？」

　俺の言葉で今度はビックリと両目を見開くティア。この娘こ、本当に『仮面王女』なんて言われるくらいポーカーフェイスだったのか？

「あの……いえ……あう……」

　ティアは妙な呻うめき声を立てて視線を落として呟つぶやいた。

「すみません、私……アリスさんを少々敵視してしまいました。コウさんに褒ほめられているところを見て……」

「はあ？」

　俯うつむいたティアの顔はよく見ると真っ赤になっている。

「私は何て身勝手なのでしょうか。みんな私の為ために働いてくれているのに、協力してくれている方を敵視するなど……」

　……つまり人が褒められているのを見て嫉しつ妬としちゃって、そして自己嫌けん悪おに陥おちいっていた訳か。何だこの、可愛かわいい反応。

「なあティア、ここの土木作業、俺も最初は参加してたけどさ、何で今は参加していないか分かるか？」

　唐とう突とつな俺の質問にティアは目を丸くした。

「え？　いいえ……」

　俺は溜ため息いきを一つ吐ついてハッキリと言った。

「足手まといだから」

「は？」

　当初は俺も力仕事は出来ると土木作業に参加していたのだが、ハッキリ言うと魔ま法ほうを駆く使しする兵士たちの能力は重機並み。土の魔法を使う者はまるで綿を搔かき出す様に土を掘るし、邪じや魔まな岩など軽々と火の魔法で砕くだいてしまう。

　魔ま力りよくが無い俺はそもそもお呼びじゃない。もっと言えば女性の兵士でさえそうなのだ。

　力仕事で女性よりも役に立たない状じよう況きようは結構屈くつ辱じよくであった。

「正直、ちょっとだけティアの気持ちが分かった気がする……」

「コウさん……」

「だから、その、気にすんなよ。仕事が出来る人に劣れつ等とう感を覚えるのはしょうがないさ。自分のやれる事からやっていこうぜ！」

　俺がそう言って無理やり笑ってやると、ティアも少しだけ憑つき物が落ちたようで、微笑ほほえんだ。

「……残念ですけど、やはりコウさんは私とは違ちがいます」

「ん？」

「出来ないなら自分のやれる事をする。私はそんな事思った事も無かったんです。ただ自分の至らなさを嘆なげき、いじけるのみでした……」

「……………………」

「コウさんは、私と同じ所で立ち止まってはくれないのですね」

　その時、ティアの目付きが何か変わった気がした。

　何かを悟さとったように、輝かがやきが増したように。

「コウさん、一つ教えて下さい」

「ん？」

「異世界人である貴方が、何故なぜ私にここまで協力してくれるんですか？」

　真剣な顔でそう言うティアに、俺はニヤリと笑って言う。

「今は内ない緒しよだ。全部終わった時ティアにも分かるよ」
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　昼食会が後５日と迫せまった頃ころ。エルモント王国に特別な人物の来訪があった。

　それは遥はるか上空に無数に現れた翼よく竜りゆうの群れ、気き性しようの荒あらい翼竜たちを見事に操あやつり、渡わたり鳥の編隊を思わせる陣じん形けい。

　竜りゆう騎き士し隊に四方を固められ、青い体の竜たちの中、より一層映はえる中心の巨きよ大だいな紅あかい竜。

　そんな巨大な翼竜を易やす々やすと操るのは、一人の少女だった。

「あれは……紅い翼竜……焰ほのおの国の火竜じゃないか？」

「ああ、間ま違ちがいない。火竜を操る焰の国の王女、アリーシャ王女に違いない！」

　一糸乱れぬ動きで竜騎士隊が城門前の架かけ橋に降り立ち、その中心に紅い竜が恭うやうやしく舞まい降りた。重そうな見た目に反して砂すな埃ぼこり一つ立てない静けさで……。

　その竜から降り立った王女は、敬礼で出で迎むかえる門番達に不敵な笑えみを見せた。

　長い髪かみは火竜を操る者に相応ふさわしい輝く赤毛を後ろで結んだポニーテールにしている。いつでも戦せん闘とう可能と言いたげに着込んだ鎧よろいは他ほかの竜騎士隊と同様に軽さを重視した軽ライト鎧メイル。

　ただ他と違って胸には焰の国エクレアの竜の紋もん章しようが輝いている。

　焰の国の王女──アリーシャ。戦場では『紅き火竜』と呼ばれるほど武ぶ勲くんに長たけた戦士らしい。操る火竜はそれだけで彼女を象しよう徴ちようする恐きよう怖ふの対象でもあるそうだ（この話は全部キリカさんに聞いた）。

「出迎えご苦労、わらわは焰の国エクレアの王女、アリーシャ・エモニエ。５日後の会合に参列する為に参った」

　アリーシャ王女が口上を述べると、火竜は天空へと再び舞い上がった。

「お……おお……！」

　他の翼竜と同様に竜舎に誘ゆう導どうしようとしていた兵士が驚おどろきの声を上げた。

　その光景を満足げに見つめ、アリーシャ王女は微笑んだ。

「心配はいらん、グランツは我が相棒だ。わらわが呼ぶまでその辺で待機している。ただ、繫つながれる事を嫌きらっておるのでな……」

「は……はあ……左様ですか……」

　兵士は尻しり餅もちをついたまま、笑う王女に生返事をした。そこに涼すずやかな声が響ひびく。

「ようこそ遠路はるばるお越こしくださいました。焰の国、エクレアのアリーシャ王女」

　他国の王女の訪問。当然ながら出迎えは、今回の主しゆ催さい者しやであるティアの役目。

　ティアは護衛師のキリカさんを伴って、アリーシャ王女の出迎えにきていた。ちなみに俺はというと、キリカさんに頼み込んで借り物の軍服を着て同じ場にいる。

　理由は、とにかくこの王女の顔を拝んでおきたかったのだ。

「ふん、貴き殿でんがかの有名なエルモントのティアリス姫か……」

　それはあからさまな嫌いやみを多分に含ふくんでいる。

『かの有名な』と注ちゆう釈しやくを付ければ、役立たずを指している事は誰だれの目にも明らかだ。

　このアマ……抜ぬけ抜けと……。

　だがティアはその事を理解した上で、表情も変えずに言葉を続ける。

「本日は長旅でお疲つかれでしょう。本番の昼食会は５日後です。どうぞそれまでは御お寛くつろぎ下さい。こちらも相応の準備はしておりますゆえ」

「そう……それはどうも……」

　アリーシャ王女はあからさまに含みのある笑い方をして見せた。

「いったい貴殿に何が出来るか。存分に拝見させていただこうか？」

　最後まで嫌みったらしい……なるほど、こいつが俺たちのラスボスか……。
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「姫様宜よろしいのですか？　あのような……」

「……かまわん」

　客室に通されたアリーシャ王女は全すべての鎧を外し薄うす手でのワンピースとなって、同行した侍じ女じよに紅茶を淹いれさせて寛いでいた。

「しかし、幾いくらなんでもアレではケンカを売っているようなものです……」

　窘たしなめる様に言う侍女からアリーシャ王女は紅茶を引ったくると一口飲み下して忌いま々いましげに言う。

「にがい……。当たり前であろう？　ケンカを売っているのだ」

「姫様！」

　王女のとんでもない発言に侍女は思わず声を荒らげた。

「分かっておる、国に対してケンカを売るつもりはない。わらわ個人があの王女にケンカを売ってるだけよ……」

「個人と言ってもエルモントの王女とエクレアの王女が争えば国家間の諍いさかいに成りかねません。その位は自重して頂かないと！」

「だって！　あの娘むすめは《炎ほのおの女王》の妹なのだぞ!?」

　突とつ如じよ激げき昂こうする王女に侍女は『ああ……始まった……』と頭を抱かかえる。

　アリーシャ王女はベッドの上に立ち上がり、どこからとも無く照らされるスポットライトに向かって語り始める。

「炎の女王……エルモントの英えい雄ゆうジュリア様……。戦場を駆かける神こう々ごうしいお姿は、まさに炎の化け身しん！　焰を冠かんする我が国よりも炎の名が相応しい火の魔法の最上級者……わらわが尊敬して、憧あこがれて、焦こがれてならないあのお方……」

「……はあ」

「その炎の女王が！　そんなお方がお姉様なのだ、あの『エルモントの役立たず』が！」

　アリーシャ王女はカップの紅茶を一気に飲み干してテーブルに叩たたき付けた。

「わらわは認めん！　炎の女王の妹でありながら、役立たずに甘んじているあの娘を！」

　火でも噴ふきそうに興奮する主あるじに、侍女は一層頭を抱えた。

「あの方の妹に相応しいのは、わらわだ！」
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「……なかなか楽しい人物だな……アリーシャ王女」

　折せつ角かく固めた打だ倒とうの決意が萎しぼんで行く。

「ええ……噂うわさは聞いた事ありましたけど……」

「各国の戦いを生業なりわいにする連中、特に女性で炎の女王に憧れる者は枚挙に遑いとまがないからね」

　アリーシャ王女の滞たい在ざいする客室の隣、そこも同様に客室なのだが現在は空室。

　丁度隣の部屋に接する壁かべに、俺、ティア、キリカさんの三人はコップを片手に聞き耳を立てていた。古ふる臭くさいとか言う勿なかれ、こういうのは雰ふん囲い気きだ。

「実際ジュリア王女を慕したう連中の中でもアリーシャ王女は頭一つ抜けちゃっている人物ではあるよ。ファンレターの数もトップだし……」

「ファンレター！　この世界でもそんなのあるの!?」

　キリカさんの説明に、ファンレターが来る事よりこの世界にもファンレターがある事に驚いてしまう。

「ええ、まあ……。ジュリア王女の護衛師に聞いた事あるけど、自分達の一番厄やつ介かいな仕事がファンレターの仕分けだって……」

「スゲーな、タカラジェンヌかよ……」

　自分で発した言葉で連想してしまった俺は何となく予測して、薄うすら寒い気分になった。

「なあ……一応聞くけど……ファンレターの内容は聞かない方が良い？」

　キリカさんは考え込み、顔を伏ふせて意図的に俺の目を見ずに言う。

「……軽い所で『私のお姉様になって下さい』かな？」

「……軽いんだ……それで……」

　それ以上言わないキリカさんに感じる世の無常。げに恐おそろしきは熱ねつ狂きよう的ファンなり……。

　俺がある種の恐怖を感じているその傍かたわら、ふと気が付くとティアが少々沈しずんだ顔になって下を向いていた。

「どうしたティア？　何か気になったか？」

「いえ……すみません……」

　何故か一言謝ってティアはポツポツと話し始める。

「私にとって……姉様の名声《炎の女王》は重荷でしかありませんでしたから……」

　優ゆう秀しゆうな人物が近しい所にいる、特に家族に。

　日本でも、家族の中で自分だけ出来が悪い為ために劣れつ等とう感を抱いだくなんて良くある話だ。

　ましてや彼女は王族、身内だけじゃなく国内外からもその事を思い知らされて来たのだ。

　彼女としてはアリーシャ王女の発言は大いに気に食わないのだろう。

　俺は手にしたコップでティアの額を軽くコツンと叩いた。

「いた……何ですか？」

「ま～だ卑ひ屈くつ根こん性じよう残ってるぞ？　この一ヶ月、俺達と何をやって来たんだ？」

「う……」

「ああいう連中の鼻を明かしてやる、俺はそう言ったはずだぜ？」

「ム～分かってますよ……」

　ティアは額を押さえてむくれて見せた。拗すねた顔がちょっと可愛かわいい。

　にしても……あの王女が今回のラスボスなんだよな……。

　敵てき愾がい心の理由はこれで大いに理解したけど……さて……。

　特別理由も無いのに俺達はいつの間にか、部屋の中央でしゃがんで円えん陣じんを組んでいた。

　傍はたから見ると怪あやしい事この上ない……つーか校舎裏の不良のようだ。

　ただ……その中でもティアは妙みように楽しそうである。

　何となく、この連帯感が嬉うれしいんだろうか？

「なあキリカさん、何か小耳に挟はさんだんだけど……焰の国の王女はスッゲー味オンチだって……それって本当なのか？」

「味オンチ？　何それ？」

　俺の言葉にキリカさんは一いつ瞬しゆんキョトンとしてから言う。

「焰の国のアリーシャ王女はパーティー嫌ぎらいってのは聞いた事あるけどね……」

「私も聞いた事があります。どんな大国のパーティーであっても自ら参加する事を拒こばむそうで……いつもは大臣クラスが代わりに出席するとか……」

　ティアとキリカさんの言葉に一瞬女め神がみの情報が間違っているのか？　と勘かんぐってしまう。

「じゃあ、今回は何で出席したんだ？」

　俺の疑問にキリカさんは難しい顔になって答える。

「彼女本人だけなら、炎の女王の国に来たいってだけだろうけど……最近焰の国エクレアは鉱山の枯こ渇かつで財政難だそうだから……外交上のパーティーに好き嫌いで拒きよ否ひしてもいられなくなったってところかな？」

　やな感じだ。財政難の国から来るパーティー嫌いで有名な、実は味オンチの王女。

　黒幕のカードも徐じよ々じよに集まって来ている気配を感じる。
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　今回の昼食会、準備するのは食材だけではない。

　昼食会当日までに作らなくてはならないものは、まだまだ山のようにある。

　俺から図面を渡わたされた庭師の先せん輩ぱい達とメイドさんたちは、庭園の一角を現場にして作業に勤いそしんでいた。

　数人の男達が材木に釘くぎを打ち、長い材木を組んだ骨組みを次々に製作していく。

　しかし東洋、西洋、異世界と価値観の違ちがいは数あれど、職人達の腕うではなかなか侮あなどれない。

「コウ、こんなもんで良いか？」

　大工仕事をしていた庭師の先輩ジャックさんが、骨組みを指して言った。俺は四角く組んだ材木に腰こしをかけ、体全体で１～２回重圧をかけて柔じゆう軟なん性を確かめてみる。

「うん……頑がん丈じよう頑丈！　さすがジャック先輩！　丈じよう夫ぶに作ってくれってしか言わなかったのに最高の出来ですね」

「あったりめーだ、俺は女以外で失敗はしねぇ！」

「……昨日言ってた娘こ……ダメだったんすか……」

「……………………聞くな」

　昨日は「今度こそ俺に春が来た！」などと嘯うそぶいていたのに……。

　メイドさんたちは一様に傘かさ張はり作業。紅あかい紙製の傘、いわゆる番ばん傘がさをせっせと張っているその姿は浪ろう人にんの様相である。失礼だから言わないけどね……。

　しかしこちらも回数を重ねるごとに完成度を上げて行く。

　反たん物ものを作った時にも思ったのだが、ここのメイドさんたち、職人が向いてるんじゃないのか？

　そうこうしていると、向こうからガラガラと何か重い物を牽けん引いんするけたたましい音が聞こえて来た。

　それは数人の人々が一輪車を押す音で、その内の一人がこっちに走り寄った。

「コウさ～ん、このレンガはどこまで運べば宜しいのですか？」

　運うん搬ぱん用一輪車を汗あせだくで押してきたメイド……姿のティアに流石さすがの俺もギョッとした。

「おいおい……さすがの俺も女の子に石材の運搬までやれとは言わないぞ？」

　俺の言葉に後ろで同じように一輪車を押すキリカさんが呆あきれ顔で言う。

「皆みんなで運搬作業するなら私も！　って聞かないんだもの、この娘は……」

「主しゆ催さいは私なんですよ！　私が率そつ先せんして働いてはいけない事はありません！」

「いや……そうだけどさ……」

　汗だくのメイドはエヘンと胸を張ってそう言った。

　悪くは無い。悪くは無いのだが……。

「一国の王女様が嬉き々きとしてレンガなんか運んでいいのかね？」

　俺だってこの状じよう況きよう、王族にとっては随ずい分ぶん外れた事をさせている自覚はある。

　だが、汗だくになりながらこうも楽しげな顔をされては水を差すのも無ぶ粋すいな気がしてくるから複雑なのだ。

　俺はそう思うと傍らに置いてあった小こ瓶びんを手に取った。

「ティア……良い物をあげよう」

「良い物……ですか？」

　言いつつ俺は小瓶の中に箸はしを突つっ込んで、一ひと粒つぶの赤い果実のような物を取り出した。

「疲つかれが吹ふっ飛ぶぞ……はい、あ～ん……」

「あ、あ～～ん……」

　言われるがままに口を開くティアは赤い果実を口にした途と端たん、口こう腔こう内を駆け巡めぐるあまりの衝しよう撃げきに飛び上がった。

「!!　んん!!　んん～～～～ん!!」

　涙なみだ目で転げ回るティアに笑ってしまう。

「あははははは！　酸すっぱい？　酸っぱいだろ？」

「!!」

「コイツは梅干って言って、漬つけ物ものの一種なんだけど、ご飯と一いつ緒しよにちびちび食うと……聞いてるか～？」

「みゃあああ！　すっぱあああい！」

　ティアは、しばらく転げ回った後、俺に食って掛かかって来た。

「ひどいです！　私酸っぱいの苦手なのに！」

「アハハハ！　悪かったよ、でも疲れは吹っ飛ぶだろ？」

　俺とティアのやり取りは最近漫まん才ざいのように見られているようで、護衛師のキリカさんを含ふくめた周囲の者たちは生暖かい目で見ていた。

「一国の王女で遊ぶんじゃない、全く……」

　そんな事をしていると一人の女性が信じられない様子で歩み寄ってきた。

「……何をしているのだ？　第三王女……」

　それは昼食会の招待客であるアリーシャ王女だった。

　ティアは慌あわてて居住まいを正す。

「アリーシャ王女、も、申し訳ありません……こんな所をお見せしてしまって……」

　ティアは現状やら格好やら、自分があまりに王女らしくない姿である事に慌てる。

　だがアリーシャ王女にとってそんな事はどうでも良かった。

　複雑そうな……怒おこって良いのか分からない、そんな顔で言う。

「一国の王女である貴き殿でんが……こんな従者達に交じって、一体何をしておるのかと、そう聞いている……」

　アリーシャ王女の言葉にティアはキョトンとした表情で返す。

「何って……５日後の準備ですけれど？」

「!?」

　アリーシャ王女は驚きよう愕がくしたようである。

　まあそれはそうだろう、本来そんな準備などの雑務は王族のする事ではない。

　本来王女ならば「この日にこのような会合を用意しろ」と命令をすれば、それで事は終わるはずだ。

　にもかかわらず王女自らが、力仕事までやっている現状が信じられないのだろう。

「そなたは……王女であろう!?　そんな下働きの雑用まで……なぜ？」

　そう言われてティアは少々困った顔になって微笑ほほえむ。

「御ご存ぞんじかもしれませんが、私はエルモントの役立たずです。絶大な魔ま力りよくで国を統治する事も、国民を守る事も……王族らしい事は何一つ出来ません」

「……それは」

　ティアの自じ嘲ちようの言葉にアリーシャ王女は目を逸そらした。

　今の今までその事で、彼女はティアを軽蔑していたのだから。

　本人からその事を言われるのは想定外、というか決まりが悪いのだろう。

「でも……最近ある人に教えて頂いたんです。誰だれにでも出来る事はあるんだという事を」

　そう言うティアの視線は梅干の瓶を持つ俺に向いた。

　その顔には各国に知れ渡った仮面など、もうない。どこまでも晴れやかな、色々なものを吹っ切った笑え顔がおだけがそこにあった。

「その方は魔力が一いつ切さい無いという立場なのに……私と同じ悩なやみを一ひと時ときも共有してはくれませんでした。それどころかそれ以上の凄すごい事を平然とやってしまうんです。そんなあの方を見ていたら……役立たずを気にして嘆なげくのがバカらしくなってしまいました」

「……………………」

　ティアの笑顔に圧あつ倒とうされたように、アリーシャ王女は言葉を失っていた。

「たとえ魔力の低い私でも作れる物はある。それこそ運搬作業くらい私もできます。おもてなしをするのに王女自ら動いちゃいけない決まりはない……そんな簡単な事にようやく気が付いたんですよ」

　そう言ってティアは掛け声を入れて、再び一輪車をガラガラ押し始める。

「う～ん、よいっしょ！　まあ私も楽しいからやっているんですけど」

　ティアは笑って見せ、作業している従者達の輪の中に戻もどって行く。

　流石に力仕事を王女がやっている事にギョッとしたのは俺だけではないらしく、「何やってるんですか！　王女さま！」などの声が上がる。

　なんと言うか、笑顔の仮面以上の武器を手に入れたもんだ……。

　そんなティアの振ふる舞まいに何を思ったか、アリーシャ王女はボソッと呟つぶやいた。

「……どこが役立たずなのか。噂うわさなどアテにならんな……」

　アリーシャ王女はおもむろに俺に歩み寄った。

「先ほどの果実……わらわにも頂けるかしら？」

　俺は急にそんな事を言い出すアリーシャ王女に面めん食くらってしまう。

「うえ？　いいっすけど……見たでしょ？　さっきの……」

　さっきのとはティアがあまりの酸っぱさに飛び上がったアレの事だ。

　しかしアリーシャ王女は自嘲気味に笑った。

「よい……自分自身への戒いましめもある……」

　戒め？　ティアを馬ば鹿かにしていた事に対してだろうか？

「？　はあ……それなら……」

　俺が小瓶から取り出した梅干を一つ手の平に置くと、彼女は一気にそれを頰ほお張ばった。

「うおあああ……す……っぱああああ……!!」

　目を瞑つむって腕を振り回し身み悶もだえるアリーシャ王女。

「だから言ったのに……」

　俺特製梅干は、あくまで俺の好みで作られている。甘味料を入れるのが、実はあまり好みではない。酸っぱい物は酸っぱくありたい、その思いで作った俺製梅干は通常に比べて物もの凄すごく酸っぱいのだ。

　しかし、「お……おお……でも……でも何なのだ、この爽そう・快かい・感！」

「へ？」

　顔を上げたアリーシャ王女はすっきりした顔付きで叫さけんだ。

「もう一つ所しよ望もうしてもよろしいか？」

「あ……ああどうぞ……」

　再び梅干を含んで「おおおお！」と身悶えるアリーシャ王女、作業中の連中が『何だアレ？』と奇き異いの目を向ける。

　だけど俺にはアリーシャ王女のそんな姿に違ちがう思いが胸をよぎった。

　……紅茶の苦みも梅干の酸っぱさも、ちゃんと感じてる。おまけに梅干については酸みの中の旨うまみを分かってるような？

　俺は思わず呟いていた。

「……この王女……本当に味オンチなのか？」
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「おはようございます！　みなさん！」

　掃そう除じをしているメイドたちにティアリスは元気良く挨あい拶さつをした。

　そんな快活さに最初は王女と分からず振り返ったメイドたちは、それが第三王女ティアリスが発した言葉である事に大おお慌あわてとなる。

「お……おおおはようございます！」

「ももも、申し訳ございません！　気が付きませんで！」

　気の短い王族ならこんな些さ細さいな事でも不興を買いかねない。しかしそんなメイドたちの心情とは裏腹にティアリスはニコニコしながら通り過ぎて行った。

「……ティアリス様って、あんなお顔もできたのね」

「本当……いつも張り付いた笑顔だったのに……」

　メイドたちが戸と惑まどうのも無理は無い。最近のティアリスはご機き嫌げんで、笑顔の仮面を付ける事をすっかり忘れていた。

　ここ一ヶ月ばかりの間、彼女はある庭師にそれはもうこき使われてきた。

　魔力の概がい念ねんと、身分違いの意識が根本的に薄うすい庭師に四六時中付き合っていた結果がコレである。最近の彼女の状じよう況きように御お付つきの護衛師キリカは嬉うれしくもあり、そして複雑な思いでもある。

「キリカ、早く行きましょう！　コウさんが待ってます」

「ハイハイ、お供しますよ……」

　そんな姫ひめ様がルンルン気分で先行するのをキリカが追いかけて行くと、渡わたり廊ろう下かに二人の男性の姿が見えた。

「おお、これはこれはティアリス姫様、ご機嫌麗うるわしゅう」

「今朝は随ずい分ぶんと早いのですね……大臣殿どの」

　その男はエルモント王国右大臣。強ごう欲よく大臣と揶や揄ゆされている事が相応ふさわしいほど全身に装そう飾しよく品をちりばめた服を恥はずかしげも無く着て、朝日に照らされてギラギラと輝かがやいている。

　ぶっちゃけ非常に似合っていない。

　大臣の横にいたのはキリカには馴な染じみの人物、王国騎き士し団第五部隊隊長ククールだった。

「いやいや、今日は部隊長殿がどうしても話があると言うものでして……」

　言われてククールは頭を下げた。

「いえ、大臣殿にご指導を賜たまわらなければ、我が部隊など維い持じする事すらままなりません」

「ハハハ、そうかそうか！」

　分かり易やすい程ほどのゴマすりよう……ティアはそうでもないのだが、キリカの表情はあからさまに険しく変化した。

　その時大臣は思い出したように話し出した。

「時に姫様？　本日もあの庭師とお会いになるのですか？」

「……勿もち論ろんです。彼は３日後の昼食会の要かなめですから」

　そう答えるティアに、大臣は笑い顔を崩くずさないまま、静かに言う。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　聞けば魔力の素養の無い平民だと聞きます。何か事が起こってからでは……と老ろう婆ば心しんながら心配なのですが」

　魔力の素養が無い。たとえ他者の事でもティアに対して話すのは失礼に当たる事を大臣クラスが知らない訳は無い。

　暗に『お前ら無能だけで大丈夫か？』と言っている事は分かった。

　その上でティアは堂々と言い返す。

「心配はありません、彼は信用できる人物です」

「……さようですか。しかし、もしも緊きん急きゆうの御ご用ようがある際は遠えん慮りよなく御ご用よう命めい下さいませ」

　あくまで静かに笑顔で、嫌いやみたらしく大臣は恭うやうやしく頭を下げた。




　　　　＊




　約一ヶ月の準備期間をへて、いよいよ昼食会は３日後に迫せまっていた。

　すでに会場設営などの事前準備は終しゆう了りよう、後は細かい事の確かく認にんやら当日の昼食への準備などを残すのみである。

　早朝いつもの集合場所、庭園の入り口に俺が欠伸あくび交じりに訪おとずれた時、既すでにティアとキリカさんの両名が立っているのが遠目でも確認できた。

　もう大たい概がいの準備を終えて、汚よごれても良いメイド服を着る必要は無いティアは水色のワンピース。お出かけするお姫様といった格好である。

　キリカさんはいつも通りの軽ライト鎧メイル、王族の前で帯刀を許された護衛師の姿。

　朝あさ霧ぎりで見え難にくかった表情が段々と見え始め、手を挙げ声を掛かけた。

「おっはよ～、何だ二人とも、今日は早……い!?」

　俺の足はそれを見た瞬しゆん間かん凍こおりついた。

「おはようございます……」

「…………おはよ」

　ティアはいつもとさほど変わりない、少々困ったような顔なのだが、問題は隣となりで腕うで組ぐみしているキリカさんである。

『おはよ』の台詞せりふに殺気がこめられているような、明らかに不ふ機き嫌げんな表情である。

「……どうした、キリカさん……朝っぱらから……」

「別に……何でもない」

　基本的には人当たりの良いはずのキリカさんなのだが、素っ気無くそう言ってソッポを向いてしまった。

　俺は隣のティアをチョイチョイと呼び寄せる。

「キリカさん、何かあったのか？　俺を城内で捕つかまえた時よりおっかない顔してるけど」

　ティアも俺に合わせてキリカさんをチラチラと気にしながら小声になる。

「え～～～っと……コウさん、私達が幼おさな馴な染じみなのは前にも話しましたよね？」

「……ああ」

「実は私達二人の他ほかにもう一人いるんですけど、昔は城を抜ぬけ出した私と三人で良く遊びました。王国騎士団第五部隊隊長のククールなんですけど……御ご存ぞんじですか？」

「……一応、会った事はある」

　俺とキリカさんの会話に一度割り込んできた騎士の顔を思い浮うかべた。

「キリカはその彼が騎士団に入隊してから出世しか考えていない大臣の腰こし巾ぎん着ちやくに成り下がったって……凄すごく怒おこっているのです」

「……あー」

「さきほど、その彼が大臣と談だん笑しようしてたのを見かけまして……それで」

　目下その大臣を３日後の昼食会の敵対者として見ているこちら側としては、そんな場面を見せられては面おも白しろく無いだろう。

「……あの二人は、私よりも付き合いが長くて……凄く仲が良かったから……」

　そう言うティアの顔は寂さびしげで、また仲の良かったあの頃ころに戻もどってもらいたい思いが透すけて見える。

　キリカさんとて感情を隠かくせないほど憤いきどおるのも、昔の彼の事を忘れていないからだろう。

「友情よりも出世ってか？」

　あまり知らない人物の評価をしたくはない。だが、少なくとも女性を二人も悲しませる騎士に対するイメージダウンは禁じえない。

　そんな事を考えていたその時、俺の顔の横を高速で何かが横切り、隣にあった木に突つき立った。

「きゃ！」「おわ！」

　俺もティアも反応が遅おそく、突き立った何かが矢である事を確認した瞬しゆん間かん、腰こしが抜けた。

「何だいったい!?　敵てき襲しゆうか!?」

　キリカさんが慌あわててティアをかばう形で周囲を警けい戒かいする。

　しかし、しばらくたっても次の攻こう撃げきは無かった。

「……何だ、いったい？　ティアを狙ねらった暗殺者にしては……」

「！　キリカさん、その矢」

「ん!?　これは！」

　俺の言葉でキリカさんも気が付いたようだ。矢に手紙が括くくられている事に。

「矢文？　いったい誰だれが……」

　怪け訝げんな表情でキリカさんは手紙を広げると、その目が驚きよう愕がくに見開かれた。

「バ、バカな！　これは！」

　彼女のただならぬ様子にティアも横から手紙を覗のぞき込んで、同様に驚愕の表情になった。

「ええ！　そんな、それでは……」

「いったいどうしたんだ？　二人とも」

　俺も横から覗き込もうとして、この世界の文字が読めない事に思い至る。

　キリカさんもティアも青ざめた顔で、俺の質問に答えた。

「ライスツリーの実が届かない……ですって……」

　一いつ瞬しゆん、キリカさんが何を言ったのか、理解が追いつかない。だが、理解が及およんだ時、その非常事態に俺も驚愕の声を上げていた。

「…………米が……届かない!?」

「この情報は本当なのですか!?」

　キリカさんは手紙を握にぎり潰つぶし、拳こぶしをわななかせる。

「……こいつの差出人は分かんないけど、正直情報は正確だと思う。本当なら今日中に届く予定になっていたライスツリーの実の仕入れ先、輸送方法に至るまでの詳しよう細さいな妨ぼう害がい方法が記されているからね……」

　仕入れを担当していたキリカさんは、責任を感じているようで悔くやしそうに頭を抱かかえてグシャグシャ搔かき乱す。

「くっそ～～～そう来るか……。確かにあまりエルモントで消費されないライスツリーの実は運うん搬ぱんに時間が掛かると思ってはいたけど……」

「……でも一体だれがこんな情報を？」

　矢文の主は誰かは分からない。でも俺には矢文の主の目的は分かった。

「こんな情報を秘ひ密みつ裏りに教えてくれる者もいるって事は、ティアの味方は意外とまだまだいるって事だろうよ」

「!!」

　ティアは何とも言えない表情になった。

　城の中で自分に味方はいない、唯ゆい一いつ護衛師で親友のキリカさんのみ。そんな事を思っていた彼女はこの一ヶ月間自分に味方してくれる多くの人々と接してきた。

　彼女だって自分の考え方が間ま違ちがっていた事を少しずつだが実感しているのだ。

「大急ぎで仕入れたい所だけど……こうなっては運送屋に頼たのむのは信用出来ないね……どこで妨害が入るか……既に抱だき込まれているか分かったものじゃない……」

「じゃあ……どうするの？」

　キリカさんの呟つぶやきにティアが聞く。

　仕入れルート、運送方法が潰されているなら……一つしかないと思うのだが。

「自分達で運搬するしかないだろ？」

　俺の結論にキリカさんはゴクリと唾つばを飲み込む。

「……確かにダイチの言う通り、中間業者を信用出来ない現状では、そうするしか方法がない……けど……」

「ライスツリーを作っている原産地、ハノナ村はエルモントの遥はるか北西、焰ほのおの国よりも更さらに先、翼よく竜りゆうを使っても片道で３日はかかる場所です……」

　キリカさんに続いたティアの説明は計算上絶望的だ。３日後の昼食会で必要な物が往復で６日も掛かる場所にある……明らかに間に合うわけは無い。

　血の気が引くとはこの事だ。

　なんなんだ？　この滅めつ亡ぼうに向かう強制力は……。

　邪じや魔まをする黒幕の目的は国政への介かい入にゆうだろ。この国を滅ほろぼしたい訳じゃ無いだろう！

　まるで、この世界の全すべてが俺という異物をあざ笑っているようだ。

　結局どう足あ搔がいても、俺もティアも、役立たずだと言うのか!?

　どうしようもなく流れ落ちる冷や汗あせ、俺は立っていられなくなって膝ひざを突ついた。

「だ、大丈夫ですか!?　コウさん！」

　そんな俺に心配そうに駆かけ寄るティアの顔、その顔が女め神がみの見せた未来の彼女と重なり合う。

　全てを無くして、一人滅びに向かう孤こ高こうの戦士と。

　その戦士は何故なぜか俺に笑いかけた。

　最悪の未来から、俺に向けて。

『もう十分だよ』と。

　ふざけるな……ふざけんな……ふざけるなよ!!

　俺はアンタの存在は認めない！　俺の知っているティアはこの娘こだけだ！

《血けつ風ぷう戦せん姫き》になんて、させてたまるものかよ！

「キリカさん！　ここで問答してもどうしようもない。とにかく、そのハノナ村まで急ぎましょう。不ふ眠みん不ふ休きゆうで飛べば何とかなるんじゃないか？」

　問答を繰くり返しても現地に行くしかないのは変わらない。だが急せかしてそう言う俺にキリカさんは表情を曇くもらせた。

「ダイチ、気持ちは分かるけど……それは無む茶ちやだよ。ドラゴン、翼竜の操縦は素人しろうとが一いつ朝ちよう一いつ夕せきで出来るモノではないし、何より高速飛行だなんて……エルモントの竜りゆう騎き士し隊にも出来る人はいないのよ」

「そうですコウさん。他の方法を……」

　何を悠ゆう長ちような事を、このままではこの国が、お前が……。

「言ってる場合か！　確か翼竜は兵舎の方にいるんだったよな!?　俺、ちょっと行って来る！」

　俺が勢い込んで兵舎の方にある翼竜小屋に駆けて行こうとすると、キリカさんが慌てて後ろから俺を羽は交がい締じめにし、ティアが腕うでにしがみ付いて止めに入る。

「ばか！　止やめなさい！　それは勇ゆう敢かんじゃなくて無む謀ぼうって言うの！」

「コウさん！　落ち着いて！」

「だああ！　放せ！　このままじゃランチタイムが……」

「何を大おお騒さわぎしておる？　騒そう々ぞうしいのう……」

　その時、女性の声が掛かった。

　それは先日と同じような言葉、だけど今回は何となくだが、敵てき愾がい心しんより呆あきれた感情がこもっている気がする。

「「「アリーシャ王女？」」」

　そこにいたのは暇ひまを持て余あました他国の姫ひめ君ぎみアリーシャ王女であった。







「必要な食材が届かない？」

　流石さすがにあの体ていたらくを見られて、何でもないと言う訳にもいかない。

　本来招待客に話すべきことでは無いが、俺たちはアリーシャ王女に事の詳細を話した。

　そうするとアリーシャ王女は視線を一瞬ティアに向けて溜ため息いきを吐つく。

「ふむ……他の勢力の妨害工作、か」

「え!?」

「な……なんで？」

　さすがに臣下の妨害などを他国の王女に知られるのは国の恥はじだろうと、あえてその辺の事を濁にごして伝えていたのに、アリーシャ王女にあっさりと看破されて俺とティアは驚おどろいた。

「驚く事はあるまい、わらわとて王家の者ぞ？　この手の裏工作など日常の事よ」

　アリーシャ王女は慣れっことばかりに吐はき捨てた。

「おお……男らしい……」

「無礼な……わらわは女子ぞ……」

　何となく拍はく手しゆして感心する俺にアリーシャ王女はしっかりと突っ込んだ。

　……案外この姫、ノリは良いらしい。

「しかし……どうしたものか……」

「翼竜で３日の距きよ離りではどうしようも……」

「この際代用品も視野に入れて考え直すか？」

　他国の王女を他所よそに再び悩なやみ始める俺達。解決策が無い事はさっきと変わりは無い。

「全く……コレだから庶しよ民みんは……」

　そんな俺たちの様子にアリーシャ王女は呆れた声を上げた。

「これ、庭師よ」

「え？　ああ俺の事か」

「他ほかにだれがおる。その食材が、どうしても主らには必要なのだな？」

「え？　はい……必要です」

　俺はアリーシャ王女の瞳ひとみを見み据すえてハッキリ言った。

「手に入れられれば、貴女あなたが見たことも無い、最高のおもてなしをしてみせます」

「フ……言うたな？」

　そう言うとアリーシャ王女はほくそ笑えんで懐ふところから竜りゆうの頭を象かたどった笛を取り出し、吹ふき鳴らした。

　笛の音は鳥にも獣けものにも似てはいない。しかしどんな鳴き声よりも通る音色。

「あれは……竜の声……」

「竜の声？」

　異世界では常識的なアイテムなのだろう、だからこそ俺は知らない。

　その事に気が付いたキリカさんが説明してくれる。

「ああ、翼竜を使し役えきする竜騎士たちが自分の竜を呼ぶ為ために使う道具だけど……焰の国の王女が使役する翼竜って……確か……」

　その瞬しゆん間かん、辺り一帯が巨きよ大だいな何かに遮さえぎられて影かげに覆おおわれた。

　羽音すらさせずに上空から現れたそれを、俺は何気なく上を見て目もく撃げきしてしまった。

「どわああああああ！」

　それは巨大な紅あかい翼竜、アリーシャ王女の愛竜、火竜のグランツ。

　本物のドラゴンのあまりの迫はく力りよくに、俺はその場で腰こしを抜ぬかしてしまった。

　情けないと言うなかれ、漏もらさなかっただけ褒ほめて欲しい。

　着地まで音を立てず、そのまま翼竜は頭をアリーシャ王女に摺すり寄せる。

　アリーシャ王女はその竜を愛いとおしげに撫なでてやった。

「一つ……誤解無きように第三王女護衛師殿どの、わらわはグランツを使役などしておらん。使役とは命めいを聞かせる所業、わらわは友に命など与あたえん……」

　その言葉でアリーシャ王女の竜に対する態度は理解できた。キリカさんは素す直なおに謝罪する。

「失礼致いたしました。王女にとって今のは来て貰もらった、という事ですね……」

「うむ……」

　友と称しようする愛竜をこの場に呼び出した、その行こう為いが意味する事など一つしかないだろう。

「……我が友グランツは翼竜の内でも最速を誇ほこる。そこらの翼竜の百倍速いぞ？」

「お……王女さん？　まさか……手伝ってくれる……のか？」

　正直心中でアリーシャ王女を『ラスボス認にん定てい』していたせいか、あまり良い印象は持っていなかった。その王女が手伝ってくれると自ら申し出るとは思ってもみなかった事だ。

　アリーシャ王女は腰を抜かしたままの俺から目を逸そらした。

「ふん、力及およばぬ庶民に力を貸すのは王族の義務ぞ？　それに……」

「それに？」

「主らのもてなしならば、受けてやっても良い……そう思っただけのことよ……」

「アリーシャ王女！」

　それまで黙だまっていたティアが、おもむろに彼女の手を握にぎった。

「ありがとうございます！　これで昼食会に間に合います！　私、精せい一いつ杯ぱいおもてなしさせて頂きます！」

　満面の笑顔で礼を言うティアにアリーシャ王女は、顔を赤らめて視線を逸らした。

「……か、顔をそんなに近づけるでない……」

　なるほど……ルーチェが妙みようなフォローをする訳だ。

　炎ほのおの女王の妹に敵てき愾がい心があっても、味オンチでも、悪い人じゃなさそうだ。







　翼よく竜りゆうの飛行速度はこの世界では最速とされている。

　実際戦争の際に、竜騎士をどれだけ抱かかえているかで勝負が決する事すらあるのだそうだ。

　それゆえに翼竜を持っている事は、魔ま力りよくに次ぐステータスともされ、竜騎士は男であれば一度は憧あこがれる職業の一つなんだとか。

　そんな翼竜においても火竜は別格中の別格。

　ただ翼つばさと風を頼たよりに飛ぶだけなら大差は無い、むしろ巨きよ体たいの為ため遅おそくなるくらいなのだが、火竜はその名の通り、火を操あやつる魔ま獣じゆう。

　ある程度の高さを飛んだら、そこからは翼を畳たたんで、一条の火の玉となる。

　分かり易やすく言えば殆ほとんど彗すい星せい、その速度は普ふ通つうの翼竜など問題ではなく、３日掛かかると思われた移動距離をわずか半日で移動するほどだった。

　あっという間に目的地ハノナ村に到とう着ちやくした俺たちは、その素す晴ばらしい速度の未知なる体験に青春の雄お叫たけびを上げていた。

「うおえええええええええ！」

「なんとだらしが無い、竜りゆう酔よいとは……これだから庶民は……」

　アリーシャ王女はぐったりと動けなくなった俺たち三人に向かって、呆れたように言う。

「だ・れ・の……せい……だっての……この調子コキが……」

「ム、なんとわらわのどこが調子に乗っておると？」

　心外だとばかりにアリーシャ王女は抗こう議ぎの声を上げる。

「あのな……確かに乗っけてもらった事は感謝するがな……だれが空中回転やら、捻ひねりやら、バレルロールをしろって言った!?　ジェットコースターのがまだ可愛かわいげがある！」

　乗ってる最中、ティアの「凄すごいです、さすがです」の台詞せりふの後、「そうか？　だがまだまだわらわとグランツの実力はこんなものではないぞ？」とアリーシャ王女が得意気に言った途と端たん、アクロバット飛行が始まったのだった。

「……う～ん……お母様……お久しぶりです……」

「……ティア……いけない……そっちに行っては……」

　なにやら幼い日に死別した王おう妃ひとの再会を果たしているティア、と引きとめるキリカさん。自分以外無事な者がいない状じよう況きようにさすがにアリーシャ王女も気まずそうに頰ほおを搔かいた。

「………………すまん」

　訂てい正せい……この王女、いい人だけどお調子者だ……。

　ハノナ村はテルギルギウス大陸において、唯ゆい一いつと言って良いライスツリーの原産地。

　しかしその栽さい培ばいはあまり大々的には行われていない。需じゆ要ようが少ないのだから当たり前ではあるのだが。

　収しゆう穫かくの時季は完全に外れていたようで、だったら村役場で聞いて、ライスツリーの実を仕入れようと訪おとずれた俺たちは衝しよう撃げきの事実を知った。

「「「ライスツリーの実が無い!?」」」

「はあ……少し前……一週間くらい前でしょうか、突とつ然ぜん全部売ってくれと言う御ご仁じんが現れまして。あまり需要のある作物ではありませんし、元々の量もそこまではありませんでしたから、去年の収穫分は全すべて……」

　村長の話でキリカさんはピンと来たようだ。

「……大臣だ!!　あの野や郎ろう……恐おそらく用よう意い周しゆう到とうに運うん搬ぱんだけじゃなく産地にまで手を回していやがったんだ！……クソ！」

　キリカさんは苦々しく舌打ちをする。

　折せつ角かく原産地まで訪れても物が無ければどうしようもない。

「なんとかなりませんか？　他に貯蔵している農家の人とか。何なら種たね籾もみだけでも……」

　しかし言い募つのる俺の言葉に村長は首を振ふった。

「申し訳ないが、ライスツリーの実は、なぜか売買を禁じられまして……丁度買かい占しめがあった直後にですが……」

「な……に？」

　村長の言葉に絶句してしまった。

　食品の売買制限など上層部からの圧力が無ければ出来ない事だ。村長の態度を見るに、更さらに上の立場から圧力があったのだろう。

「お偉えら方がたの意向はわかりませんが、ワシらも生活があるので、逆らう事はできません……」

　マジか、あのバカ。自分の愚ぐ行こうに気が付かないでここまでするのか？

　他国の事とは言えアリーシャ王女もこの結果は面おも白しろくないらしく、ティアの肩かたをポンと叩たたいて「残念だったな……」とねぎらいの言葉を掛けた。

　しかし……まだ手は残っている。

　俺は最後の手段が断たたれ、青くなるティアの頭をポンと叩いた。

「コウさん？」

「まだ落ち込むな、勝負はこれからなんだから！」

　俺は役場のテーブルにバンと手を置くと村長に言った。

「村長さん、ライスツリーまで案内してください!!」







　村長の案内で俺たち四人はライスツリーの栽培地へと移動した。

　俺はそこで初めてライスツリーを目まの当たりにしたのだが、どこか柳やなぎの木を髣ほう髴ふつとさせるその木に、実は一つもなっていなかった。

「ご覧の通りです。今年の収穫分は一ひと粒つぶも残っていません」

　実の付いていない木を見上げて、ティアは更に落らく胆たんするのを隠かくせないようで、ドンヨリとした表情になっていた。

「コウさん、やはりどうしようもありません。収穫時季を過ぎてはどうしようも……いた！」

　尚なおも沈しずんでいくティアの頭を俺はこづいた。どうもこの王女の卑ひ屈くつ根こん性じようは筋金入りのようだ。

「ティーアちゃーん……自分で忘れてないか？　自分の使える魔ま法ほうの事を……」

「ふえ？　《植物生育魔法》の事ですか？　でも……」

　再び上を見て、ティアは溜ため息いきを吐ついた。

「実が一つでもあれば、確かに私の魔法が使えますけど……実が無いんじゃ……」

　どうやらティアは俺の言わんとしている事が分かっていないらしい。そう言えば教えた事なかったか。植物の増ぞう殖しよくは種だけでは無い事を。

　俺がその事をティアに教えようとしたその時だった。

「伏ふせろ！　ティア！　ダイチ！」

　突然キリカさんが叫さけんで俺たち二人をまとめて押し倒たおした。

　その直後、今まで俺たちがいた辺りを火球が通過して、その先にあったライスツリーの一本に引火、木はたちまち炎に包まれた。

　更に隣となり合うライスツリーにも次々引火して行く。

「何だ、一体!?　魔法か？」

　即そく座ざに立ち上がって周囲を警けい戒かいするキリカさんとアリーシャ王女。二人に遅おくれて俺もティアの手を引き、一いつ緒しよに立ち上がった。

　その時、周辺から非常に品の無い笑みを浮うかべる、友達にはしたくない類たぐいの男たちが、武器をチラつかせながらワラワラと現れ出した。

「何をする！　ワシらはライスツリーに関して一いつ切さい売買していないぞ！　どういうつもりだ!?」

　慌あわててそう言う村長、どうやらコイツらとは顔見知りらしい。だが、ゴロツキ共のリーダー格と思われる男がニヤニヤしながら答える。

「おかしいな、村長さん。俺たちは他所よそ者ものがコイツに関かかわるのを一切禁止って言われてるぜ？　他所者をコイツに近付けた時点で契けい約やく違い反はんじゃねーか」

「なんだと！」

「不ふ審しんな行動があった時点で村は焼しよう却きやく、そういう依い頼らいなんだよねぇ～」

　冷や汗あせを流し驚きよう愕がくする村長さん。なる程ほど、そういう事か。確かに村長として村を天てん秤びんに掛けられては作物を売るわけにはいかないな。

「つまりこやつらは、黒幕が仕立てた雇やとわれ者……というところか」

　アリーシャ王女は剣けんを抜ぬき、キリカさんはティアを守る配置で槍やりを構える。

「申し訳ありませんアリーシャ王女、おそらく黒幕の妨ぼう害がいの仕上げといったところだと思います。はなから最後に現物を村ごと全て焼却する魂こん胆たんだったようですね」

「は？」

　キリカさんの言葉に村長は今気が付いたようだ。

　コイツらは最初から仕上げに村を放火するつもりだった事に。

「最初から難なん癖くせを付ける材料を待っていたんですよ、コイツらは。多分村に訪れたのが私らじゃなくても放火を実行したでしょうね」

「なんだと!!」

　腰こしを抜かす村長にゴロツキ共はより一層、ニヤニヤ笑いを深めた。

「察しがいいね～お姉ちゃん。そう、お偉えらいさんはどうしても村が燃え落ちる所を見たいらしくてね～」

　リーダー格の男の言葉にゴロツキ共がゲラゲラと笑い出す。これほどまでに人を不ふ愉ゆ快かいにする笑い方を良く出来るものだ。

　その光景に、キリカさんとアリーシャ王女が改めて武器を構えた。

「……ふん、ならば遠えん慮りよは要いらないな」

「そのようですね……」

「ほ～う、うら若い女子が何をしてくれるんだ？」

　あからさまに馬ば鹿かにした、無警戒な態度。俺は心中で男の今後を祈いのらずにはいられなかった。

「あるんだな、どこの世界にも死亡フラグって……」

　次の瞬しゆん間かん、キリカさんはゴロツキ共の上空にいた。

「あ？　ガ!!」

　目の前から急に彼女の姿が消えたようにしか見えなかったようで、怪け訝げんな声を上げたゴロツキの一人はその時点で後頭部に一いち撃げき食くらって倒れ伏した。

「なんだと！」

　慌てて見上げた時には既すでに彼女はいない。

　上空で方向を変えて、既に別の敵の後方へ回りこんでいる。それは近くにいたら目で追うのが難しいだろう。次々に槍を振り回して後頭部に叩き込むキリカさんの動きに無む駄だは無い。

　……俺も食らったから言える、アレは痛い。

　彼女が動きを止めた時には五人のゴロツキが昏こん倒とうしていた。

「なんだ!?　今の……まさか《粗そ悪あく魔ま法ほう使つかい》か!?」

　ゴロツキの言葉にキリカさんは少々ムッとして言った。

「違ちがうな。私は魔法戦士、《魔法戦士》キリカ・Ｆ・ライラックよ！　覚えておきなさい！」

　おう、どうやら本当に気に入ってくれたらしいな、それ。

「魔法戦士だと？　ふざけやがって……」

　リーダー格は苦々しく呟つぶやいて仲間に指示を出した。

「野郎共！　とにかくここら一帯の木の火付けが先だ！　消し炭にしちまえ！」

「「「「「「おおおおおお!!」」」」」」

　リーダーの言葉でゴロツキ共が一いつ斉せいに周囲へ火の魔法を放った。

「いけない、このままでは！」
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　ティアの叫びは届かず、一斉に炎ほのおを上げるライスツリーの木々。

　しかし……「グラーンツ！」

　瞬しゆん時じに判断したアリーシャ王女は相棒グランツの名を叫ぶと、上空から現れた紅あかい巨きよ軀くのドラゴンが、炎の全てを口から吸い込んだ。いや、食った。

　その光景を目の当たりにして驚おどろきの声が上がり、ゴロツキ共が腰を抜かした。

「火か竜りゆう!?　お頭かしら！　火竜がいるとは聞いてねぇぞ！」

「俺だって知らねぇよ！　頼たのまれたのは村の放火だけなんだからよ！」

　ハッキリ言ってそこからはワンサイドゲーム、目にも留まらないキリカさんの攻こう撃げきと、アリーシャ王女が駆かる火竜グランツにゴロツキ共はいつの間にかリーダー格一人になっていた。

「く、こうなれば！」

　唸うなったリーダー格は俺たちの方向、つまりティアへと視線を向けた。この不利な状じよう況きようで彼女を人ひと質じちにでもする算段なのだろう。

　案の定血走った目でこちらに駆け寄ってきた。

「ティア！　危ない!!」

「うおおおおお！」

「ヒィ！」

　怯おびえて腰を抜かすティア。俺は慌てて地面に落ちていた木の枝をティアの目の前に付き立てた。

「ティア!!　枝に魔法だ！　早く！」

「え!?　でも」

「いいから!!」

「何をくっちゃべってやがる！　大人しくゴベ!!」

　ゴロツキのリーダー格はそこから先を口にする事が出来なかった。

　目の前で急生長した木の幹に激げき突とつして……。

　腰を抜かしたまま、魔法を使ったティアは状況の判断が出来ていないらしい。半なかば泣きそうな目で俺に説明を求める。

「コウさん、これって？」

「挿さし木って言って、単純に言うと木は枝からも生長できる。本当は管理がえらく大変なんだけどさ、ティアの魔法に生長時期の管理はいらないだろうから……」

「ハア……」

「種が無いなら枝を貰もらいに来たって訳さ」







　その後、愉快なゴロツキたちは全員キリカさんとアリーシャ王女の手によって拘こう束そくされた。後日、正式に王国へと引き渡わたす手はずで。

　しかし一仕事終えたキリカさんは深く溜息を吐ついた。

　黒くろ焦こげになったライスツリーを眺ながめて落胆しているティアの姿に。

「私は……本当に役立たずですね。私の力が無いばかりに、こんな風に色々な人達に迷めい惑わくを掛かけている……」

　今回のハノナ村放火未み遂すいを自分の責任だと感じているようだ。

「ヤレヤレ……」

　俺は沈んだ顔のティアの隣となりに並んで、小こ袋ぶくろを一つ渡してやった。

「？　コウさん、これって……」

「種たね籾もみ、村長さんから……」

「え!?　でもそれは」

　ティアが驚くのも無理はない。疑いだけで村が焼しよう失しつするところだったのに、ここでティアに種籾を渡すのは大きなリスクだ。

「村長さんから伝言。『ワシらにも意地はある。格好ぐらい付けさせてくだされ』だとさ」

「………………」

　ティアは無言で種籾を握にぎり締しめる。

「それによ、役立たずって言うなら俺の方がよっぽど役立たずだぜ？」

「それは違います！　コウさんは！」

　俺の自じ虐ぎやくの言葉に急に怒おこったように否定をするティア。

「だってさ、さっきのバトルは俺は何一つ出来なかったんだぞ？　最後に至ってはティアがいなけりゃ何ともならなかったし……」

「いいえ！　アレはコウさんのアイディアがあったからです！　私一人だけでは……」

「そういう事、なんだよ分かってるじゃん」

「え!?」

　俺の言葉にティアはキョトンとした表情になる。

「自分一人の力なんてたかが知れてるって事だよ。一人で悩なやんで、一人で抱かかえ込んでも出来る事はあんまり無い。魔ま法ほうなんて使えない俺なら尚なお更さらだろ？」

「それは……」

　俺はニヤリと笑って言ってやる。ティアの握り締めた種籾を指さして。

「だから俺は言ってしまうんだ、『助けてくれ～』って。そうすると不思議と助けてくれる人はいるもんだぜ？」

　促うながされてティアが視線を移すと、いつの間にか近くにいたキリカさんが苦く笑しようして、遠くからこちらを見ていたアリーシャ王女が「ふん」とソッポを向いた。

「あ……」

　俺はティアの頭をポンポンと叩たたいた。

「俺だったら、いつでも手を貸すからさ」

　いつの間にか、ティアの目に涙なみだが浮うかんでいた。ちょっと格好付けすぎただろうか。




　　　　＊




　エルモント王国主しゆ催さいの昼食会、この会合の歴史は古く、会場には各国首脳人、上層部と言われる王族や貴族達がひしめき合っている。

　それは当然、要人に対する護衛や従者も多く引き連れての参列なのだから緊きん張ちよう感かんが常に付きまとうのだ。

　中には自国では常に臨戦状態の他国同士が顔を合わせるなど、物ぶつ騒そう極きわまりない状況も生まれ、一いつ触しよく即そく発はつな雰ふん囲い気きをかもし出していた。

「おやおや、このような宴うたげに王子自らが赴おもむくとは……国内の市街地が焼き払はらわれたという現状でも余よ裕ゆうがおありのようですね……」

「な～に、そちらのように国王が原因不明の病で来られないからと、大臣が代行していらっしゃるなど……代わりが幾いくらでも利きくそちら程ほどではありませんよ……」

「フフフ……」

「ハハハ……」

　穏おだやかな口調に全く合っていない会話内容で、髭ひげの王子と白はく髪はつの大臣が額に血管を浮うき上がらせて火花を散らす。

　笑っていても、互たがいに『今すぐ絞しめ殺したい！』という心が透すけて見える。

　そうかと思えば会場の隅すみでは声を潜ひそめて他国と情報のやり取りをする熱心な輩やからもいる。ただ、たまに漏もれ聞こえる台詞せりふに武器だの資金だのが混じっている事から、こちらも真っ当ではない空気が漂ただよっている。

　ハッキリいうとキナ臭くさい事この上ない。

　元々エルモント王国は東大陸から一番近い国家として、『魔ま族ぞくの監かん視し』というどの国もやりたがらない危険な役目を担になっている分、他国よりも発言権があるんだとか。

　ゆえに各国の調整役を担っている部分も多いのだそうだが。

　今回はその事を利用される筋書きだったんだ。

　特別に許可を貰いこの場に立つ事を許された俺は、タキシード姿で趣しゆ味みの悪いキンキラ装そう飾しよくの大臣を睨にらみつけていた。

　件くだんの大臣はエルモントの上層部の一人として、各国の客人に笑え顔がおを振ふりまいている。

　おそらく……今は心こころ穏おだやかじゃねーだろうが……腐くさっても大臣。ポーカーフェイスはお手のもの……ってか？

　今から少し前の事、したり顔でティアの下もとに大臣が訪おとずれて言った。

「何かお困りなのでは無いですか？」

　おそらく自分に昼食会を一任される事を想定しての質問。

　既すでに自分の用意した料理人たちを待機させているのだろう。

　だがティアは宮きゆう廷てい料理人を抱だき込まれ、更さらに食材を巻き上げられているというのに、大臣に対してあっさりとこう言った。

「何も問題はありません。本日の昼食会、貴方あなたも楽しみにしていて下さい」

　言われた大臣の顔は目が点どころでは無かった。

　しかし本当の博打ばくちはこれからだ。

　正直な所、俺は現状非常にもどかしい気分でこの場にいる。

　自分の思い付きから始まった今回の昼食会、準備期間はアレだけ動き回ってやる事はいっぱいあったのだが、本番当日となると実はやる事がない。

　本当ならこの場にいる必要もないけど、それでも入れてもらったのは殆ほとんど保護者の心境だったからなのは否いなめないな。

　裏方とはそういうもの。本番の為ために準備を全力で行い、そして本番では主役に自分の仕事の全すべてを委ゆだね、後は信じるしかない。

　今回の主役は勿もち論ろんティアなのだから。

「それにしても大だい丈じよう夫ぶなのかね？　今回の昼食会、請うけ負ったのはエルモントの第三王女だと聞いたが……」

　他国の王族の馬ば鹿かにしたかのような物言い。それだけで何を示しているのかは分かる。

　たちまち周囲の他国首脳陣じんも、その発言に同調を見せる。

「確かにな。仮面王女などと噂うわさされる、かの王女に果たして上層階級をもてなすなど、出来るものなのか」

「魔ま力りよくもロクに持たぬ役立たずに果たして……」

　同調する者たちは一様にニヤニヤと笑い、始まる前からティアの事を馬鹿にして掛かっている。更にその場に加わったのは強ごう欲よく大臣、つまりこの国の重じゆう鎮ちんである。

「まあまあ。私ども臣下も全力でフォロー致いたしますゆえ、王女の拙つたないもてなしには何なに卒とぞ大目に見て頂けますよう……」

　その大臣の言葉に俺は一いつ瞬しゆんで切れかけ、自らの腕うでを握り締めた。

「……曲がりなりにも臣下を名乗る者が、主人を馬鹿にされているのに否定すらしねぇのか!?　コケにするにも程があるだろうが！」

　思わず小声だが声が漏れてしまう。王制を敷しいているこの国において、そんな態度が臣下としてあり得ない事くらい現代日本人の俺でも分かる事だ。

「あの野や郎ろう……もう一辺毛虫地じ獄ごく食くらわせてやろうか……」

「……抑おさえて、ダイチ」

　俺の心情を察して隣に立ったのはキリカさんであった。

　式典用の軍服をかっちり着込んだその姿は男装の麗れい人じんにすら見えてしまう。

「君の憤いきどおりは、あの娘この友としてありがたいけど……今は仕方が無いよ。コレこそがあの娘の国内外からの正当な評価なのだからね……」

　クールにそう言うキリカさん、しかし目は悔くやしさに満ちて歯を食い縛しばっている。

　そのキリカさんの姿に溜りゆう飲いんも幾らか下がる。一番の親友が耐たえているのだから。

「了りよう解かい……確かに今は仕方がないな……」

「ええ……今はよ……ただダイチ、君に一つお願いがあるんだけど」

「ん？　何？」

「……次ヤル時は……私も誘さそえ……」

「……オーケー」

　口角を吊つり上げるキリカさん、俺はこの世で最も邪じや悪あくなサムズアップをかました。

「会場にお集まりの紳しん士し淑しゆく女じよの皆みな様さま、大変お待たせいたしました。それでは間もなくエルモント王国主催、昼食会を始めさせて頂きます」

　ざわつく会場に響ひびき渡る良く通る女性の声、それは良く聞いていたティアの声だった。

　それなのに不思議と初めて聞いたような気がする。

　考えてみれば、凛りんとした王女としての声はこの時に初めて耳にしたから……。

「……さあ、ここからだな」

「準備は万ばん端たん、仕し掛かけはごろうじろってね……私達の大博打……最初の一手よ」




　　　　＊




「皆様。本日は遠路はるばる、エルモント王国にお越こし下さいまして、誠まことにありがとうございます。エルモント王国第三王女ティアリス・Ｅ・カルヴァドスでございます」

　会場の扉とびらが開かれ、本日の主催者のティアが入室してきた瞬しゆん間かん、会場は水を打ったように静まり返った。

　ティアリスという女性に釘くぎ付づけになる事で……。

　それは、さっきまでいがみ合っていた者たちも、密談をしていた者たちも、更にはあからさまにティアの事を馬鹿にして掛かかっていた連中ですら……目が離はなせなくなったのだ。

　長い髪かみに美しい装飾の髪かざりをつけて、鮮あざやかな赤い服の裾には見事に鳥が舞まい、木々には花が咲さき乱れている。

　そしてその服の造型は、今までの常識では見た事も聞いた事も無い物。

　露ろ出しゆつなどほとんど無いのに、不思議な色気をかもし出す。

　そんな服装のティアが静かに会場に入場するのに付き従うメイドさんたちも似たような格好をしていた。

　ただし造型は似ていても同じ物は一つも無く、青や緑や水色など、主催者のティアとは被かぶらないように計算された彩りで会場を飾かざる。

　それは誰だれも見た事が無い奇き妙みような光景のはず。

　それなのに誰もが目を奪うばわれる違ちがう形の美。

　誰とも付かず、目を奪われた他国の首脳陣から声が漏れた。

「……美しい」

　人知れずガッツポーズをする俺。

　ティアが身を包んでいるこの場で馴な染じみのない服装、それは『和装』であった。

　当然だが西洋文化に近いこの世界観において、和装という概がい念ねん自体がない。

　それはティアに浴衣ゆかたをプレゼントした反応で確信していたが、それでまずは和服でもてなす事を思い付いたのだった。

　ただ思い付いたからと言っても、勿論簡単に作れる代しろ物ものじゃない。

　しかし俺の知識とメイドさんたちの高い服ふく飾しよく技術は完かん璧ぺきに近いクオリティーを生み出すに至っていたのだ。

「本来なら物もの珍めずらしいだけで終わりそうなのに……なかなか着こなしてるじゃないの」

　凛とした表情にピンと伸のびた背筋、しずしずと歩くティアは日本人でも着こなしが難しい着物を既に自分のものにしているようだ。

　本来着物は動き辛づらい服装、日本人であっても着こなしにはそれなりの技術が必要なのに。

　俺の呟つぶやきにキリカさんは若じやつ干かん得意気に言う。

「当然、アレでもあの娘は王女よ？」

「……アレでも……ね」

　ティアはふわりと袖そでを舞わせると、メイドさんたちに命じて会場の扉を全開に開かせた。

「それでは皆様、これより会場へ御ご案あん内ないいたします」

「……何？　会場はここではないのか？」

　意外そうな客人の声の中、ティアは堂々と言い放つ。

「ここにいらっしゃる皆様は各国の代表、上層部の方々です。ありきたりなもてなしなど飽あき飽きしておられるかと存じます……そこで、今回私共は未知なるおもてなしを目標に、昼食会を設けました……」

　ティアの発言に会場全体がざわつく、それはある意味他国の上層部に対する挑ちよう戦せんだ。

　その言葉に聡さとい者は警けい戒かいを強め、その中でも焰ほのおの国の王女アリーシャは不敵に笑った。

「なる程……つまりエルモントの王女は我らにもてなしという戦いくさを仕掛けようという事らしいな…………面おも白しろい」

　笑う者、不ふ機き嫌げんな顔になる者、馬鹿にした目をする者、色々な反応をする客人の中、強欲大臣だけは自分の全く予想していなかった展開に混乱していた。

　自分の思おも惑わくがことごとく外れていく状じよう況きように大臣は歯は軋ぎしりしているようだった。







　別会場はエルモント王城庭園内にあった。

　庭園の奥、雑木林に隠かくれたそこに足を踏ふみ入れた招待客たちは、その光景に圧あつ倒とうされた。

　白い砂じや利りを敷き詰つめた地面は白い流れるような紋もん様よう。

　その中に所々置かれた岩は彫ちよう刻こくなどされていない、自然な風合。

　見事な枝ぶりで緑を飾るのは松の木。

　庭園内部をサラサラと流れる小川は人工の物であるのに、自然の色合いを失わない雰ふん囲い気きをかもし出す。

　小川に架かかる木製の赤い橋が見事にアクセントになっている。

　清水が最後に至る池には魚達が泳ぎまわる。

　そんな風景の中、ティアたちの着物姿がより一層映はえる。

「これは……この庭は……」

「素す晴ばらしい……」

「確かに我々の常識には無い、自然の風景をそのまま持って来たような庭の形……だが美しい……」

　その場所は元々王城庭園から景観の為、道具小屋が見えないように作られた雑木林の向こう側に製作された、俺たち庭師の一ヶ月の労働の結けつ晶しようである。

　雑木林が隠しているお陰かげで今日まで秘ひ密みつ裏りに製作出来たのだが。

　度ど肝ぎもを抜ぬかれるとはこの事、各国の要人達はその風景にすっかり心を奪われていて、突とつ然ぜん流水を受けていた竹たけ筒づつのコーンと小気味良い音が立つとビクリと体を震ふるわせた。

「な……なんだ……今の音は……」

「シシオドシ、という元々は獣けもの避よけに考案された物だそうです」

「シシオドシ……か……。獣避けとはいえ、この風景に妙みようにマッチする心地ここち良い音色だ」

「ティアリス王女よ、この庭は……何という名なのだ？」

　一人の質問に周囲の要人達も「おおそれは私も聞きたい」「宜よろしければ我が国にも欲しい」などと食いついて来て、ティアは澄すました顔で答えた。

「ナンチャッテニホンテイエン……担当した庭師はそう言っておりました」

　更さらに庭園内を先に進んで行くと、各国首脳人たちが真っ先に気が付いたのは香かおりであった。

　辺りに漂ただようのは植物の香りのような微かすかなものではない。しかし決して不快なものではない。

　甘いような、香こうばしいような、何とも言えないのだが……あえて言えるとするならば、美味そうな香り。

「な……何なのだ？　先ほどから感じるこの香りは？」

「今まで経験した事のない香り……しかし……」

「は、腹が鳴くのを抑おさえられん！　いったいワシは何の匂においに惑まどわされているのだ!?」

　原因不明の甘美な香り、その原因はティアが導く庭園の奥にあった。

　レンガで四角く囲った台に鉄てつ網あみを載のせ、その中では黒い炭が静かな炎ほのおを爆はぜさせる。

　網に載せた三角に固めたライスツリーの実に刷は毛けで黒色のソースを塗ぬると、滴したたり落ちたソースがしゅうしゅうと音を立てて、香ばしい煙けむりを放つ。

　その向こう側では数々の大おお鍋なべに火がかけられ、グツグツと音を立てている。

　そこかしこで襷たすきで袖をたくし上げたメイドさんたちが忙いそがしく動き回っていた。

「焼き物班、あまり火に近付けてはなりませんよ、焦こげ色が付く程度です！　本当に焦げると味が落ちますから！　スープ班はそろそろ仕上げですよ！」

「はい!!」

「ひー熱い！」

　その中でも一番忙しく動いているのはメイド長アリスさん、その姿は姑しゆうとめと言うよりは殆ほとんど女将おかみの貫かん禄ろくである。

　招待客たちの誰もが彼女達の作っている物の完成形を知らない。

　しかし誰もが自分自身の腹の音を抑える事が出来なくなっていた。

　香りを食わすとまで言われる日本食の先制攻こう撃げき、各国首脳陣じんは既すでにこちらの術中にはまり始めているようだ。

「いったい何なのだ、この香りの暴力は……」

「エルモントの姫ひめ君ぎみは……何をするつもりなのだ……この魔ま性しようの香りで」

　会場には他ほかにも目を引く設備が多数存在した。

　紙で作られた大きな傘かさが設置された長テーブル、そして赤い布で覆おおわれたベンチ。

「なる程ほど……あの時作っていたのはコレか……」

　それは俺が昔の茶屋をイメージした物で、流石さすがにコレには製作段階を見ていた事で、アリーシャ王女には見覚えがあったようだ。

　ただ招待客たちは、もう自分達の目の前に並べられた物に釘付けであった。

「皆様、大変お待たせ致いたしました。本日私どもがご用意させて頂いた昼食は、この二品でございます」

　ティアの言う通り、本日の昼食としてテーブルに並べられた料理、それは二つしか無いのだ。

　あらゆる高級とされる食事、数々のパーティーに参加してきた上流階級と言われる自分達に出された食事がそれだけ。

　普ふ通つうなら『エルモントのもてなしはこの程度か！』と言って然しかるべきであるのに、罵ば声せいすら発する事が出来ない。

「ライスツリーの実を握にぎり、醬しよう油ゆと言われるソースを塗り、炭火で焼いた物は『ヤキオニギリ』、あらゆる野菜と肉を煮に込こんだスープに味み噌そと言う特とく殊しゆなペーストを溶とかし込んだスープを『トンジル』と申します」

「ヤキオニギリ……」

「トン……ジル……」

　香りの暴力の正体はコレ、日本人にとっては珍めずらしくも何とも無い醬油と味噌を使った一いつ般ぱん的な料理である。

「テーブルに用意しましたウォーターボール、それで手を洗って手て摑づかみで食して頂くのが一番なのですが、抵てい抗こうがある場合は遠えん慮りよなくお手元のフォークやスプーンなどお使いくださいませ」

　ティアのこの説明に少なからず抵抗を感じる者たちはいた。

　そもそもこのようなパーティーの作法を刷り込まれてきた者にとって、手摑みは常識の範はん疇ちゆう外、無作法に当たる事なのだから。

　しかし、そんな常識は『ヤキオニギリ』を口にした瞬しゆん間かんに吹ふっ飛んでしまったようだ。

「な……何だこの圧倒的な味は！」

「しょっぱい……だが塩ではない！　しかしこの香りの中にある味は一体なんだ！」

「どうでも良い！　そんなのは……とにかく……美味い！」

「美味いぞ！　このヤキオニギリ!!」

　最初に抱いだいていた抵抗などどこへ行ったのか、気が付くと各国の来らい賓ひんたちは次々に焼きオニギリを手摑みで食べ始めた。

　そして豚とん汁じるについても同様、スープの中に溶け出した野菜と肉のダシと一体となる味噌の旨うまみ、初めて経験する『トンジル』は未経験の快楽を来賓客達に与あたえる。

「こんな……こんなスープ……どんなパーティーでも食べた事がありませんわ！」

「それだけでは無い！　スープとヤキオニギリが物もの凄すごく合う！　食い合わせの妙まで計算し尽つくされている……こいつは……最高だ！」

「皆みな様さま、どちらの食材もふんだんに用意してございます。おかわりをご希望なさる際はどうぞ御ご遠えん慮りよなく……」

　日本人の常識的食い合わせ、『ヤキオニギリ』と『トンジル』はテルギルギウスでも受け入れられたようで、ティアの言葉に会場内は一ひと際きわヒートアップする。

「おかわりを！」

「私もだ！」

「ええい！　ワシが先である！」

　各国首脳陣のミクロなバトルが勃ぼつ発ぱつした。

　俺は内心ほくそ笑えむ。

　完成に半年以上掛かかる発はつ酵こう食品の味噌と醬油、日本では発酵を機械的に進める手段もあるが、勿もち論ろんここは異世界、そんな設備がある訳が無い。

　では、なぜ今現在各国首脳陣に提供されているのか？

　……それは俺の思い付きとティアの魔ま法ほうの賜たま物ものだった。




　　　　＊




　ティアの《植物生育魔法》は、とにかく他の属性魔法に比べて実に定義が曖あい昧まいな気がして、彼女に詳くわしく聞いたのだった。

「その魔法、本当に植物にしか効果がないのか？　例えば動物とか……」

　しかし彼女は俺の質問に悲しそうな顔で首を振ふった。

「私も何か出来ないかと、今まで色々な物にこの魔法をかけてみました。でも、効果があったのはやはり植物だけ、それも『生きた植物』のみでした」

「生きた植物……か」

　彼女の言葉に俺は引っかかりを覚えた。

　つまりは死んだ植物、枯かれ木や材木なんかには効果が無いのだろう。

　ただ『生きた植物』のうちに入るかどうか……この辺のジャッジが彼女の説明だけでは分からない。そう考えて行くと……彼女にその真意を確かめて欲しい物があった。

　元々は植物から作られ、職人たちからは『生き物』として表現されるアレら……。

　蒸むし煮した時点で死んだ植物とされるのか？

　それとも発酵食品として生きているとされるのか？

　判定方法は簡単だ。

「ティア！　試ためしにその樽たるの中身に、植物生育魔法をかけてくれないか？」

「？　はあ……」

　俺の唐とう突とつな要求に目をパチクリさせてティアは手を味噌と醬油の樽にかざした。




　　　　＊




　結果はご覧の通り。

　完成した味噌と醬油は半年以上どころの騒さわぎではない。

　はっきり言おう。俺の今まで製作した味噌より遥はるかに熟成された旨みと深みを持った物が出来上がってしまったのだった。この来賓客の反応はある意味当然なのかもしれない。

　そんな中、焰ほのおの国のアリーシャ王女は一人言葉も無く座っていた。

　呆ぼう然ぜんとした瞳ひとみには何も映っておらず、ただ己おのれが口にした物を見つめている。

　そんな主あるじの姿に御お付つきの騎き士しが含ふくみのある表情で彼女に「どうかなされましたか？　アリーシャ王女」と声を掛けた。

　味オンチの姫ひめに『美味おいしくない』と言わせる為ための布石。

　しかしアリーシャ王女は焼きオニギリを再び口にすると、唇くちびるを震わせ、両の瞳からは止め処ども無く涙なみだが流れ落ちて行く。

「ひ……姫様……いったい……？」

　主の豹ひよう変へんに驚おどろく焰の国の騎士、だがアリーシャ王女の次の言葉はその驚きよう愕がくの更に上を行った。

「…………美味しい」

「え？」

「焼けたソースのしょっぱさも、その中にある甘みも、渾こん然ぜんとなって口の中一いつ杯ぱいに広がって行く……得も言われぬ快感……いつまででも味わいたく、そしてもっと食べたくなるこの感覚……これが……これが美味しいという事？」

　難なん癖くせを予定していた騎士は、絶対この姫からは聞く事が無いと常識的に考えていた言葉が聞こえた事が信じられなかった。

「ひ……姫様が……あの味オンチが…………」

　その事実は焰の国の者しか知らない事実、だが俺だけはほくそ笑んで見ていた。

「……やはりそうだったか」

「やはり？　ダイチそういえばアリーシャ王女が味オンチだって言ってたっけ？……君はこうなる事を最初から予想していたの？」

　驚愕するキリカさんに俺は「ああ、まあね」と答えた。

「最初半信半疑だったけど、キリカさんはこの国のお茶を苦いって思った事あるか？」

　唐突な俺の妙みような質問にキリカさんは首を振った。

「いいえ？　昔から飲んではいるけど……」

「……実は俺、初めてこの国で茶を飲んだ時、苦いって思ったんだよ……隣となりの部屋で盗ぬすみ聞きしてた時の王女みたいにさ」

「それが……どうかしたの？」

「頭に引っかかったのはこの時、確証を持ったのは彼女が梅干を気に入った時だけどな」

「確証……？」

「焰の国の王女アリーシャは味オンチじゃないって」

「は？」

「逆に鋭えい敏びんな味覚があるから、この世界の食い物を美味く感じる事が無かったんじゃないかって……丁度この国に初めて来た時の俺みたいに……」

「あ……」

　捕とらえられた牢ろう獄ごくで目の前の男、つまり俺が最初に何をしたか、真っ先に朝飯に文句を付けたその事をキリカさんは思い出したようだ。

　そんな事を話している俺たちの視界には『焼きオニギリ』と『豚汁』に行列を作る来賓客達を苦々しく眺ながめる強ごう欲よく大臣の姿があった。

　思おも惑わくがことごとく外れ、予想外に第三王女が高評価を得るこの状じよう況きようなのだから面おも白しろいはずは無い。苛いら立だちを隠かくせず頭をガリガリ搔かき始めた。

　小声で「クソ」だの「ばかな」だの、呪じゆ詛そを漏もらす強欲大臣は自分の言葉が聞かれている事に気が付いていなかった。

「……なあ、黒幕さん？」

「!!」

　突とつ然ぜんの声に大臣が振り返ると、そこにいたのは完全に馬ば鹿かにした表情の俺と睨にらみを利きかせるキリカさんの二人。

「妨ぼう害がい工作の黒幕は貴方あなたか……」

　キリカさんの言葉に脂あぶら汗あせを流す強欲大臣、だが咄とつ嗟さに取り繕つくろってニヤリと笑って見せた。

「護衛師キリカよ。証しよう拠こも無しに随ずい分ぶんと無礼な……」

　地位を笠かさに着て発言を封ふうじる、この手の輩やからには良くある事。

　だけどこの場において、そもそも俺には何も関係が無い。大臣の言葉に構わず言う。

「第三王女ティアリスの使える唯ゆい一いつの魔法、大臣のアンタが知らない訳ないよな？」

「!?　だからどうしたと言うのだ……」

　ティアが唯一使える特とく殊しゆ魔ま法ほう『植物生育』は国内外でも役立たずの象しよう徴ちよう、もっと大量の育成が可能ならば生産の上で使えたかも知れないが、もともと魔ま力りよくの低い彼女は１日に精々１～２回しか使うことが出来ない。

「確かに制限は一つの植物に１回、しかも１日に１～２回だからな……俺もこの世界の米が日本と同じ植物だったらお手上げだったよ……」

　日本なら米は稲いねとして一本ずつ、一つの植物として育つ。しかしこの世界で米は木の実として存在している。

「彼女の魔法は一つの植物を生育させる事だぜ？　大臣さん、木の実が生育した姿って何さ？」

「………………………………………………………………あ」

　何かに気が付いた大臣に俺は意地悪く、庭の片かた隅すみを示した。

　そこにあったのは立派なライスツリーが二本ほど、すっかり収しゆう穫かくを終えた状態でそびえ立っていた。

「てめえの愚ぐ策さくのお陰かげで諦あきらめてた新米が手に入った……役立たずとして彼女を利用しようとした……それがアンタの敗因だな……」

「ぐ……平民の分際で……貴様……」

　怨えん嗟さの言葉を吐はき出す大臣に向かって言ってやる。

「平民でも、大臣の分際で王族の補ほ佐さっていう当たり前の仕事を放ほう棄きする輩よりはマシだろ？」




　　　　＊




　何とか一つ目の難関はクリアできた。

　会場内を見回しても昼食を堪たん能のうした来らい賓ひん客達は段々とそこかしこで駄だ弁べり始め、ティアへの評価が変わりつつある雰ふん囲い気きは感じられる。

　だけど、まだだ。

　今後ティアリスという王女が利用されない為には、まだ足りない。

　そんな中、ティアは来賓客達に向かって言った。

「皆みな様さま、それではコレより食後のデザートを御用意いたします」

　その言葉に会場でただ一人、緊きん張ちようしたのは俺だけだろう。

「……いよいよ仕上げだな」

　俺が緊張するのを隣のキリカさんは黙だまって見返す。

　最後の仕上げ、食後のデザート。

　実を言うとその事だけは協力者の誰だれもが知らない、俺とティアだけの間でやり取りされていた事だった。

　ティアは庭園の中央、丁度地面が露ろ出しゆつしている場所にしゃがみ込み、土に黒い一ひと粒つぶの種を植えると手をかざした。

「さあ……見せ場だぞティア！　存分に見せ付けてやれ、お前の本当の力を……」

　俺は祈いのるようにティアを見つめる。

「危険ですので少々下がっていて下さいませ……」

　彼女がそう注意した直後、地面から一つの芽が飛び出して一気に天高く生長を始める。

「おお……これが噂うわさの……王女の魔ま法ほう……」

　誰かの呟つぶやきが聞こえる……それは決して良い噂ではないはずだ。

　何しろ役立たずを象徴する魔法とされているのだから。

　ティアの《植物生育魔法》は数分もしない内、その場に立派な樹木を誕生させた。

　ただ、その木を見た来賓客からは落らく胆たんの声が漏れ始める。

　無数の赤い実を付けたそれは、この世界では不味まずい物の象徴、囚しゆう人じん食とまで言われ、家か畜ちくの餌えさくらいにしか思われていない物、リンゴの木であった。

「リンゴだと？　デザートと言われたから何が出てくるのかと思えば……」

「やはり役立たずは物を知らないらしい……ここで囚人食など……」

　段々とティアに対する失しつ笑しようが伝でん播ぱして行く。

　ここまでで覆くつがえりつつあった役立たずの称しよう号ごうが再び戻もどってくる。

　だれもがティアリスという王女を見み損そこない始める。だがその時、ただ一人が否定の声を上げた。

「各おの々おの方……油断召めされるな！」

「「「「「[image: !!!!!!]」」」」」

　ピリッとした良く通る声、悪く緩ゆるみかかった空気に適度な緊張を戻したその声は、焰の国の王女アリーシャ王女のものであった。

「皆みな忘れたか？　エルモントの王女が始めに我らに挑ちよう戦せんして来た事を……我らの知らぬ未知なるもてなしを用意したと！」

「あ……」

「確かに……」

　アリーシャ王女の言葉でその事を思い出したらしい来賓客から声が漏れた。

「正直に言おう……今のところ、わらわはこの役立たずと言われているはずの王女に劣れつ勢せいを強しいられている……皆はどうか？」

　アリーシャ王女の言葉は重みがある。誰もが本日の料理にやられている自覚はあるのだ。

「何をたくらんでおる？　エルモントの役立たず殿どの」

　誰もが本人には口にしなかった罵ば倒とうの言葉にギョッとする来賓客たち。しかしアリーシャ王女の含ふくみのある笑いに、ティアはニッコリ笑って彼女に剝むいたリンゴを差し出す。

「止とどめかどうかは分かりませんが、これが今の私の、いいえ。私達の渾こん身しんです。どうぞ御ご賞しよう味み下さい」

「ふ……」

　アリーシャ王女はほくそ笑えむと切り分けられたリンゴをフォークで突つき刺さす。

　全すべての招待客たちが固かた唾ずを吞のむ中、リンゴが〝シャリ〟と小気味の良い音を立てる。

　その瞬しゆん間かん、アリーシャ王女の瞳ひとみが見開かれた。

「……信じられん……これが……囚人食……だと？」

　言うが否いなや、アリーシャ王女はティアから皿を引ったくり、二つ、三つと次々に口に運ぶ。

「バカな……こんな……ほのかな酸みをアクセントにした圧あつ倒とう的な甘み、全身に広がって行く[image: 迸]ほとばしる瑞みず々みずしさ……こんな物がこの世に存在したとは！」

　取り付かれたように貪むさぼるアリーシャ王女の姿に来賓客達は呆あつ気けにとられていたが、あまりに美味うまそうにリンゴを食べるさまに、どこからとも無くゴクリと生なま唾つばを飲み込む音が聞こえる。

「ん？　皆食わんのか？　こんなに美味い物を……」

　アリーシャ王女の自然な促うながしに、一人、二人と前に進み出てアリスさんから剝いたリンゴを受け取り、そして恐おそる恐る口にする。

　その瞬間、リンゴを口にした来賓客は取り付かれた。

「う……美味い！　確かに美味いぞ！　これがリンゴだと言うのか!?」

「こんな物が囚人食だと!?　ありえん!!」

　次々にリンゴの虜とりこになって行く来賓客達、皆リンゴを頰ほお張ばり「美味おいしい」と笑顔になる。

　それはティアの評価が覆った瞬間だった。

「成功……だよな？」

「ええ……」

　俺の確かく認にんの呟きに隣のキリカさんは上気した顔で、嬉うれしそうに呟く。

「大成功よ！　あの娘こはもう『役立たず』でも『仮面王女』でもないわ！」

「よし！　これでティアの未来は……あ」

　俺が呟きつつ彼女を眺めた時、ティアの体が揺ゆらいだように見えた。

　あ、倒たおれる！　そう思った瞬間、俺はほぼ無意識に駆かけ寄り、崩くずれかけた柔やわらかくて軽いティアの体を支えていた。

　急に抱だき止められたティアは一いつ瞬しゆん状じよう況きようが摑つかめず瞬まばたきを繰くり返す。

「コ、コウさん……あ……すみません、私……」

　ようやく状況が飲み込めたようで、ティアは居住まいを正した。

「大だい丈じよう夫ぶか!?　貧血か？」

「え？……いえ、すみません。皆さんが美味しいって言ってくれている光景を見ていたら、気が抜ぬけてしまって……」

　ティアの言葉に俺も苦く笑しようした。無理もない、国の外交を背負った状況でのプレッシャーはハンパでは無かったのだろう。

「すげぇよな……あそこで美味い美味いって言ってる連中、昼食会の始まる前は敵対国同士が顔を合わせて、取っ組み合いでも始めるんじゃないかって位ギスギスしてたのによ」

「え？」

　リンゴを食くらう各国首脳陣じんの間からはキナ臭くさい雰囲気は感じられない。ただただ和なごやかな空気が流れている。全て、彼女が作り出した結果だ。

「凄すごいやつだよ、お前は……」

「コウさん……」

　彼女に自覚なんて無いだろう。それでも彼女は成し遂とげた。

《Ｅのランチタイム》を回かい避ひしたのは役立たずな俺ではない。

　自分の責任から逃にげず、王族としての責任を果たしたティア本人だ。

　俺がそんな事を考えていると、ティアは真っ直すぐな瞳で「見ててください」と言い、来賓客に向かっていく。

「御ご来らい賓ひんの皆様、本日はお越こしいただき、本当にありがとうございました」

　言われた来賓客達は最初何を言われているのか訳が分からないようだった。

　もてなされたのは自分達、礼を言うべきなのは自分達だと思っていただろうから。

「皆様も御ご存ぞんじかと思いますが、私はこの国の王族としては役立たずです。今日の昼食会も一人の力では何一つ出来ませんでした……」

　ティアの言葉に会場は水を打ったように静まる。

「でも、こんな私を、役立たずの私などを支えてくれた人達がいました。今回の昼食会は彼らがいなくては成し遂げる事は敵かないませんでした。協力してくださったメイドの皆さん、庭師の方々、兵士の皆さんがいたからこそ、今日私はこの場に立つ事を許されています」

　突とつ然ぜん自分たちの事を言われてビックリする和装のメイドさんたち。だが、メイド長アリスさんを筆頭に皆、誇ほこらしい表情になった。

　きっと庭師の先せん輩ぱいたちも兵士の人たちもこの話を聞いたら喜ぶだろう。

「そして……名は告げられませんが、私をこの場に立たせてくれた軍師が一人います」

　ティアの言葉に会場がざわつく。軍師とは戦場の頭脳、有名どころで諸しよ葛かつ孔こう明めいとかそんな人物が当てはまる称号だ。そんな奴やつ、いたっけ？

「その方は、私の一番ダメなところを認めて下さり、そして全てを支え、未知の知識を駆く使しして私を助けてくれました……。今回皆様が食された未知なる食材も、この庭も、私たちが着ているこの服も、全てその軍師の活かつ躍やくがあったからです」

　おい、まさかその軍師って……。

　一いつ瞬しゆんだけティアと目が合うと、彼女はウインクを一つかました。

「本日は本当にありがとうございました。そして皆様、今回の昼食会の英えい雄ゆうたちへ、盛大な拍はく手しゆをお願いいたします！」

　満面の笑顔で言う彼女、会場内に割れんばかりの拍手が巻き起こり、主しゆ催さい者しやのティアと今まで給きゆう仕じに専念していたメイドさんたちに降り注ぐ。

「誰だよ、エルモントの第三王女は笑顔の仮面の役立たずだ……なんてのたまった無礼者は……」

「……まったくだ」

　礼に始まり礼に終わる。

『本当の美を知る才女』、この日よりティアは近きん隣りん諸国にそう知られる事になった。




　　　　＊




　昼食会がお開きになった後もティアは着物のまま来らい賓ひん客達の対応に追われていた。

「あのリンゴは特別な物なのだろうか？」

「一体あのようなリンゴをどこから手に入れたのです？　まさかエルモントの国宝か何かなのだろうか？」

「え～～それはですね……」

　ティアには非常に説明し辛づらい事に口ごもってチラリと離はなれた場所にいた俺の方を見た。

　説明できないのではない。理解してもらえる自信が無いのだろう。

　ティアはニッコリ笑って質問する来賓客達に言った。

「リンゴについては企き業ぎよう秘密です」
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「品種改良？」

　最初この言葉の意味をティアは分かっていなかった。

　小屋の中にあらゆる場所から採取してきた色とりどりの花を集め、その花から出る粉を別の花に付けるといった、彼女にとって意味不明な俺の行動への質問……の答えである。

「その……粉を別の花に付けるのは、何なのですか？」

「ん？　ああ、これは受粉と言って……」

　この世界における常識は魔ま法ほうであり、科学という考え方が無い。

　当然、植物の受粉のメカニズムなど知りようも無い。

　ゆえに植物の科学的メカニズムを聞いて、あまりの事にティアは衝しよう撃げきを受けた。

　勿もち論ろんこの世界の農家の間でも蜂はちが蜜みつを吸いに来た作物は実るという知識はあったのだが、魔法が常識のこの世界では、蜂の魔ま力りよくが作用した結果と思われていたと。

　さらに別の品種を掛かけ合わせることでの品種改良など、もはや常識の蚊帳かやの外、結果の予想など付くはずもないのだ。

「コウさんって凄いですね！　そんな事を知っているだなんて……」

　ティアは興奮して尊敬の眼まな差ざしを向けてくるが、俺は首を振ふった。

「いや、知っていると出来るは違ちがうさ」

「……どういう事です？」

「品種改良っていうのは言わば博打ばくちだ。年に１回しか収しゆう穫かくできないんだから、年に１回しか成功か失敗か分からない、ましてや育つかどうかも分からんしな」

「はあ……」

「結果が出るのは一年に一度、堅けん実じつな農家なら確実に育つ物を育てたいのは当然だろ？」

　それはそうだ、確実な実りが無い事は農家にとって自分たちの財政に、大げさでなく命に関かかわる重大事、おいそれと博打など出来ようも無い。

　現代日本においても、品種改良の失敗による廃はい業ぎようなんてザラに存在する。

「だけどな、君の魔法はその一年を１日にしてしまう。しかも確実に育つ保証付きで」

　受粉が上手うまくいかなかった場合以外でも植物が実らない条件は山のようにある。

　天候、土ど壌じよう、害虫、害がい獣じゆう、雑草、たちが悪いので畑泥どろ棒ぼうだっているのだ。

「今まで俺がティアに何回の生育魔法を頼たのんだと思う？」

「え？……いえ……」

「丁度30回、要するにだ、君は三十年の博打を15日、二週間ちょいでこなした事になるんだよ」

　俺があえて不ふ遜そんな表現で言うと、ティアもそんな表現が気に入ったようでニッコリと笑う。

「三十年間も博打三ざん昧まいですか……。相当なごく潰つぶしですね、私は」

「ああ、その通りだ。このギャンブラーめ」
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　会場の片かた隅すみで配下たちを従えて佇たたずんでいるアリーシャ王女に、俺は両手で持った籠かごに大量のリンゴを持って歩み寄った。

　見知らぬ男の接近に護衛は警けい戒かい色を示すが、「良い、わらわの友人だ」とアリーシャ王女が制した。

「何か今回は色々とありがとうございました。今日なんかはリンゴを真っ先に食べて頂いて切っ掛けまで作って貰もらっちゃって……」

「フ……わらわはエルモントの王女の戦いくさに正面から挑いどんだのみ。結果はわらわの惨ざん敗ぱいだったがな。負け戦でここまで気分が良い経験は無いぞ？」

　カラカラと笑うアリーシャ王女はどこまでも爽さわやかである。

　今回はこの王女に助けてもらいっ放しだ。

　俺は最初の内は『炎ほのおの女王の妹に嫉しつ妬とするちょっと嫌いやな奴』とか思っていた自分の評価を反省していた。

「良ければさっきのリンゴ、お土産みやげにどうぞ。ちょいかさばるけど……」

　大量のリンゴに護衛の騎き士したちからも「おお」と感かん嘆たんの声が漏もれる。

　彼らもリンゴの虜とりこになった口のようだ。

「折せつ角かくだ……頂いておこう……」

　アリーシャ王女は快く籠を受け取り、そして御お付つきの侍じ女じよに渡わたした。

「しかし……今後は大丈夫なのか？　中々に綱つな渡わたりの戦であったようだが……わらわがおらねば、この昼食会もどうなっていたことか……」

　それはアリーシャ王女の自己評価ではなく、王族から王族に対する心配のようだ。

　毎回助けがあるとは限らないぞ、と。

　だが俺は軽く笑って言い放った。

「大丈夫だよ、そうなったらまた助けてもらうから。庶しよ民みんに力を貸すのが王族の義務、なんでしょ、王女様？　ティアは王女だけど俺は庶民ですぜ？」

　先日自分が言った言葉を言われて口ごもるアリーシャ王女。

「く……揚あげ足取りおって……コレだから庶民は……」

「それこそ庶民の業わざだぜ？　立ってる者は親でも使えってな。恨うらむなら使えるイイ女の自分を恨むんだな」

　その一言にアリーシャ王女は急激に顔をリンゴよりも真っ赤にした。

「い……イイ女……た、たわけもの！」
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「はぁ～～～……つかれ……ました……」

「お疲つかれさん……」

　辺りはすっかりオレンジ色、会場内はある程度の片付け、食器などは既すでに運び出しを終えていたのだが、テーブルや座席などの設備の撤てつ去きよは明日以降という事になっていた。

　そんな人のいなくなった茶屋風ベンチに、エルモント王国王女ティアリスは、着物のまま横になってダウンしていた。

　やはり各国首脳陣じんを交えた昼食会、主しゆ催さいする者のプレッシャーは並ではなかったらしい。

「お姫ひめ様がする格好じゃねーぞ？　はしたない……」

　同じベンチにやはりタキシード姿ではあるが、首元を緩ゆるめて座る俺は笑い混じりに言った。

　ティアは特に気を悪くした風も無くフニャフニャとした喋しやべり方で返す。

「……ここの敷しき地ちはコウさんの故郷の庭です……だからここはコウさんの国の土地という事で……治外法権という事で……」

「……だから？」

「……ここでは私は……お姫様では……ないのです……」

　この敷地は俺の故郷日本、だから自分はお姫様らしくしなくて良いんだ、という事らしい。

　えらく都合の良い解かい釈しやくである。

「日本でもこういうのは……」

　再びはしたないと言おうとした時、ティアの夕ゆう陽ひに照らされた心地ここち良い疲ひ労ろう感かんに包まれた顔を目にして……飲み込んだ。

「……ま、いいか……ここは治外法権って事で……」

「そうです……治外法権なのです……」

　蕩とろけきったティアの表情、このままでは寝ねてしまいそうなので、とりあえず一言文句は言っておこうと思う。

「にしても……だれが軍師だよ、俺はそんな大層なモンじゃねーぞ」

　昼食会最後のティアの言葉を思い出すと顔から火が出そうになる。俺は現代日本の知識で好き勝手に動いただけなのに……。

「本当の意味で会を成功させたのも、お前だろうに……」

　愚ぐ痴ちっぽくそんな事を言うと、ティアは寝ぼけているように「ふふ」と笑う。

「コウさんは……本当に自分自身には過小評価ですね……」

「は？」

「私は……貴方あなたがいなければ変われなかった。貴方でなくては変われなかった……。ずっと守ってくれていたキリカでさえ『私よりも魔法で戦える』優すぐれた人……貴方だけが私に魔法をかけてくれたんですよ……魔力を使わない魔法を……」

「魔力を使わない魔法？」

「……貴方は私の……私だけの……軍師さんです……」

　彼女が目を瞑つむっている事が幸いだった。そうでなければ完全に見られていただろう。

　真っ赤になった俺の顔を。

　何恥はずかしい事言っちゃってくれんの！　この娘こは！

　いつの間にかティアからは寝ね息いきが聞こえ始める。

　まあ今日の仕事っぷりを考えれば仕方が無い事だが……男の横でここまで無防備に寝るんかいおまいさん……。

　そんな……目に映る幸せそうな寝ね顔がおに《血風戦姫》の顔が重なって見える。

　俺は自分の中に浮うかんでしまった感情に急激に恥ずかしくなり、頭をガリガリ搔かいて溜ため息いきを吐ついた。

「ちくしょう……守ってあげたい無防備な顔しやがって！　これじゃあ女め神がみの思う壺つぼじゃないか！」
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　深夜、月光が窓から入り込む道具小屋の中で、俺は寝ね床どこにも入らず、一人座っていた。

　何故なぜなら今日は絶対に来る、と予想を立てていたから。

　そう思っていると窓から入り込んでいた月光が、輝かがやきを増して人形を作り上げて行く。

　毎回こんな感じでこの女神は現れていたのか……と変な感心をしてしまう。

　女神が自分の下もとに現れた２回はいつの間にかいた感じであったから。

　足元から徐じよ々じよに人形がハッキリと色合いを深めて行く。

　そして完全に姿を現した時……呆あつ気けに取られた。

　本日はしっかりと靴くつを脱ぬいでいる、それは良いのだが……紺こんのジャケットにスカート、黒いストッキング。髪かみをしっかりと結ゆい上げて眼鏡を掛かけているその姿はキャリアウーマンとか女教師などが似合いそうな出いで立ちである。

　ハッキリ言って訪問着としては、失礼の無いしっかりした格好である。

「夜分遅おそくに失礼いたします……」

　夜の訪問の挨あい拶さつも完かん璧ぺき…………だが思わず言ってしまう。

「ゴメン……さすがにそれは女神には見えない……」

「……あ、やっぱり？」

　ルーチェの方も自覚はあったようだ。

　それでも得意気に自分の格好を見せ付けてくる辺り、ある程度自信はあるようだ。

　だがやはり見た目は幼女なのだ……服に着られている感がハンパない。

「いやぁ～怒おこられてから色々地球の礼れい儀ぎ作法なんか調べてたらこんな感じに……」

　……怒り過ぎたか。

　非常にフォーマルなルーチェは、用意した座ざ布ぶ団とんに正座で座った。

　格好が格好なだけに何やらお受験の対応でもしている気分である。

　……志望動機は何ですか？

「まずは今回の昼食会……お疲れ様、とりあえずお見事と言っておいてあげるわ」

　ルーチェの言葉に全身から力が一気に抜ぬける。

「……はあ～～～、それは何よりだ……」

　しかし気を緩める俺にルーチェは鋭するどい目付きで釘くぎを刺さした。

「安心するのはまだ早いわよ？　私はとりあえずと言いました」

「なに？」

　ルーチェの不ふ吉きつな言葉に、気を抜いて後方に倒たおれかけたが、腹筋を駆く使しして元に戻もどる。

「ハッキリ言うけど、今回のことはあくまで最初の滅ほろびの原因が回かい避ひされたに過ぎないのよ」

「なんだよそれ！」

「前に言ったでしょう。『最初の失策』って。あの強ごう欲よく大臣が１回の失敗で、国政に口を出せるチャンスを諦あきらめるはずは無いし、そもそもこの程度で変へん更こうできるほど世界の滅めつ亡ぼうもグレイシスの未来もヤワじゃないんだから……」

「……マジか？」

　ルーチェが躊躇ためらい無くコクリと頷うなずく。俺はそれを見て耐たえ切れず、ゴロリと寝ね転ころがった。

「あ～～～ったく、何だってんだよ……知らずにいれば気にしないでいられたのにさ～」

　人間は知らなければ知らずに放ほうっておく事が出来る生き物だ。

　知ってしまうと『知らない振ふりをする』という作業が必要になってしまう。

　その作業を、俺が一番不得意である事を知った上で、ルーチェは意地の悪い質問をした。

「じゃあ……止やめますか？」

　ルーチェの、返事は分かっているといった顔が無む性しように気に食わない。

「俺は、知らずにいればって言ったぞ……ちくしょう……」

　大変愚痴っぽい了りよう承しようの意、それを聞いたルーチェは正座のまま、俺に敬礼した。

「ご苦労様です、オカン」

「やかましい!!」

　俺は横になったまま悪態を吐ついた。

「……つーかさ、今回の事についても時間軸じくでもっと分かり易やすく教えてくれれば苦労しなくて済んだ事は多かったぞ？　食しよく糧りようが届かないだのさ……」

「………………！」

「どうせならもっと細かくこれからの未来を指示してくれれば……ってどうした？」

　俺の言葉にルーチェはピタリと動かなくなって、あさっての方向を見始める。

「おい……聞いてんのか？」

「………………」

「……何なら再び説教の続きを……」

「!!　だってしょうがないじゃない！」

　どうやらそれだけはゴメンだったらしく、幼女は泣き出さんばかりに言った。

「確かに私達神族は、運命をつかさどるアカシックレコードを読める立場なんだけど……その……実はね……その……」

　何かを言いづらそうに体をよじらせるルーチェ、それだけで何となく理由に予想が付いた。

「つまり、かんじがむずかしくてよめない……と？」

「平ひら仮が名なで言うな！」

　真っ赤になって怒る幼女、どうやら図星らしい。

「違ちがうの！　私はまだ未熟だから検分にブロックが掛かるの！　すぐに読めるようになるの！」

　……要するにアカシックレコードとやらには年ねん齢れい制限があると……こいつ神の中では見たまんまの年ねん齢れい扱あつかいなのか？

　なんかそう思うと前の生意気な態度すら許せる気分になってくる。

　彼女は彼女なりに頑がん張ばっているのだろう。

「うんうん……早く読めるようになるといいね～」

「優やさしく言うな！　オカン！」

　そんなルーチェの態度は年相応のもの、神族たちに未熟とされ、理解できないアカシックレコードから何とか読み取れた『世界の滅び』を何とかしようとした結果、俺がこの世界に呼び出されたって所だろう。

　滅びの特異点、ティアリスの願いとして……。

「女の子二人にお願いさせたんだ……男が気張る理由には十分か……」

　俺は人知れず決心を固めた。

　勇者として悪を滅ぼす崇すう高こうな決意でも無い。

　魔ま王おうとして世界を滅ぼす悲ひ壮そうな決意でも無い。

　ただレンタルショップであらすじに〝悲劇〟と書いてあるだけで借りるのを止める。そんなどうでもいい位の軽い決意。

「この世界の最大の悲劇を……今世紀最大の喜劇に書き換かえてやる！　俺のやり方でな！」
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　日本の地方にある県立図書館。

　職員以外が立ち入ることが出来ない書庫に、その少女はいた。

　眼鏡を掛けた女子高生なのだが、何故か一いつ切さいの存在感がない。

　事実、先ほどから職員が何回も書庫を訪おとずれているのに、堂々と本に目を通すこの少女の存在に誰だれも気が付かない。

　その少女は手に取った本、原本グリム童話の一節を目にして眉まゆを顰ひそめた。

「アカシックレコードから《Ｅのランチタイム》が消えている？」

　そう呟つぶやき、少女は他ほかの蔵書も手に取り、次々と開いていく。

　本の題名に繫つながりは一切無く、楽がく譜ふだったり小説だったりするのだが、彼女は繫がりのない本の、人には読めない部分を読み取り、忌いま々いましげに呟く。

「あの世界の管かん轄かつは見習いのルーチェだったっけ……余計な事を」

　少女は乱暴に本を閉じてから、携けい帯たいを取り出した。

「私よ。アカシックレコードの改ざんが見つかったの。修正作業に移るわ」

　少女はそれだけ言うと、相手の返事も聞かずに携帯を切った。

「エルモントの姫ひめ君ぎみは悲劇のヒロインでなくてはならない。まったく、子供にはこの美しさが理解できないらしいわね」

　不敵に笑うと、まだ見ぬ障害物に少女は静かに宣言をする。

「お会い出来るのが楽しみだわ、『救世主』サマ」
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　お忙いそがしい中で原げん稿こうを読んでいただき、推すい薦せん文（感激でした！）と、さらにはのうコメキャラでのショートストーリーを書いてくださった春日かすか部べタケル先生、本当にありがとうございます。

　デビュー作で右も左も分からない状態の私の面めん倒どうを見てくださった担当のⅠさん、本当にありがとうございました。ブログでは変なキャラ付けをしてしまい申し訳ありません。

　今後とも御ご指導よろしくお願い致いたします〝敏びん腕わんセクシーメガネⅠ教官〟！　（笑）

　また、私の非常に表現があやふやなキャラ表から素す晴ばらしいイラストを描かいてくださった明あけ星ぼしかがよ先生にも厚くお礼申し上げます。

　職場のＵさん始め、投とう稿こうから批評してくださった方々、貴重な時間を割さいていただき誠にありがとうございました。

　そして何より本作を手にとっていただいた読者の皆みな様さまに、最大の感謝を。

　再び妄想からはじまった戯言を語れる日を夢見て……。




　２０１４年　夏
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本作は第19回スニーカー大賞特別賞受賞作「君とリンゴの木の下で」を改題・改稿したものです。
















イラスト／明星かがよ
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